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会いたくて、会いたくない人




〝愛してる〟

　漫画やドラマなどでは普遍的とも言えるその言葉は、私には生涯無縁だろうなって思っていた。

　自分で言うのも相手に言われるのも気恥ずかしいから、当たり障りのない言葉を選び、平凡に過ごしていく。

　ドラマティックな恋愛は物語だけのもの。そう思い込んでいた。

　あの日、あなたに再び出逢うまでは――。




＊　＊　＊




　ここは、十月目前でもまだ残暑が厳しい山やま梨なし県。

　しかし、甲こう府ふ市から五十キロほど離れた山やま中なか湖こ付近は避暑地なのもあり、随分涼しくなった。朝晩は肌寒いくらいだ。

　私は時間を確認し、着慣れたグレーのパーカーを羽織り、家を出て車に乗り込んだ。

　山中湖から約十キロ離れた地域で生活する私は、今日も職場である介護老人福祉施設にやってきた。

　車から降りて施設に入ろうとしたところで、声をかけられる。振り向くと、車椅子に乗った七十代のおじいさんがこちらに笑顔を向けていた。

「おお、真ま希きちゃん。おはようさん」

「あ、おはようございます。佐さ々さ木きさん。もう散歩ですか？」

　介護スタッフが車椅子を押し、さらに私に近付いてきて止まる。

「毎朝四時には目が覚めるから、わしにとってはもう昼みたいなものだ」

「とても早起きなんですね。だったら、毎日朝食が待ち遠しいでしょう？」

「食事は毎度待ち遠しい。今日の昼は真希ちゃんが作ってくれるんだろ？」

「そうです。楽しみにしててください。それまでリハビリ頑張ってくださいね」

　私はガッツポーズを見せて返し、佐々木さんに会釈をして施設内に入った。

　私、宇う川かわ真希は、この施設に入所している人たちの食事を作っている調理員。シフトは三パターンに分かれていて、今日は九時始業の中番の日。

　着替えを済ませて調理室に入り、黙々と割り当てられた作業をこなす。昼前に配膳の準備が終わり、残るは片付けか……と息をついていたら肩をポンと叩かれた。

「宇川さん、しばらく休んでたのに、手際と要領のよさは本当変わってないわね。若いっていいわねえ」

　五十代のパート社員の女性が、いつものように話しかけてきた。

　私は一身上の都合で、この職場を一度離れた。しかし、ごく最近、施設長から直々に『そろそろ復職しないか』と連絡をもらって今に至る。調理スタッフが続けて退職してしまい、困っていたらしい。私もそろそろ仕事を始めようと思っていたから、渡りに船だった。

　ここの調理員は、ほとんどがパート社員。平均年齢は五十代半ばといったところ。

　そのため、今日で二十七歳になった私は最年少で、ことあるごとに『若い、若い』ともてはやされている。

「体調がいい日は家でも料理していたので……」

「そうだったの？　若いのに感心ねえ！　だけど、あまり無理しないでね？　まだ本調子じゃないでしょうし、立ち仕事は身体に障るから」

「そうそう。そういうのって、男の人にはわからないことだから。なんかあったら、私たちに言いなさいよ。ね！」

　先輩が私の背中をバシバシと叩き、明るく笑った。

「ありがとうございます」

　仕事は体力もいるし大変だけど、周りの人たちはみんないい人。

　私はそうやって、いつも今ある幸せに心から感謝していた。




　仕事が終われば、基本的に寄り道せずにまっすぐ家に帰る。

　施設から外に出るとヒヤッとした空気に包まれ、一度身震いして駆け足で車に乗り込んだ。約十分走り続け、自宅に到着する。

　玄関で出迎えてくれたのは、私の母と――生後七カ月の息子。

「おかえり～。ほら、ママが帰ってきたわよ」

「ただいま、理り玖く」

　私の顔を見るなり、小さな両手を懸命に伸ばしてくる姿が愛おしい。

「今日もママが作っておいてくれたご飯、全部食べたよね～、理玖くん」

「そうなの？　すごくうれしい。また作っておくからね。理玖、ママ明日はお休みなの。一緒に散歩に行こうね」

　ちょっと高い体温とふっくらした身体、柔らかな頬に触れれば、胸の中はたちまち幸福に満ちていく。

　大切なひとり息子の理玖と、私と理玖を支えてくれる父母と四人で暮らす日々はとても穏やか。しかし、どうしても理玖を見るたび、胸の中にしこりのように残っているわだかまりが疼く。

　私には心の奥底にひとつ、固くカギをかけた記憶がある。それを決して開かないように。思い出して引きずられないようにしてきた。

　どんな時も揺らいではいけない。だって、この先も理玖を守るのは私。

　私はこれからも、静かに慎ましく過ごしていくと一年前のあの日に決めたのだから。

　今日まで密かに続いている不安定な感情を、一刻も早く払拭しなくちゃ――。

「まんまんま～」

　理玖の声にハッとする。

　日に日に言葉も表情も豊かになっていくかわいい理玖に、思わず笑みがこぼれた。




　翌日。時計を見たら時刻は朝六時半。

　カーテン越しにでも天気がいいとわかる。気持ちのいい休日の目覚めだ。

　とはいえ、夜中に最低一度は泣いて起きる理玖に付き合って、正直朝はなかなか眠気が引かない。けれども、せっかくの休み。充実した時間を理玖と過ごしたい。

　私はまだ小さく寝息を立てている理玖を起こさぬよう、そろりと布団を抜け出した。

　私の実家は平屋で廊下からキッチン、リビングと回遊できる間取り。部屋から直接キッチンへ向かい、顔を出す。

「おはよう」

「あら、おはよう。休みなのに相変わらず早起きね」

　そういう母は、いつも私よりも早起き。

「寝てる時間がなんだかもったいなくて」

「ふふふ。そういうところ、お父さんそっくり」

　母は水道の蛇口を閉めて手を拭き、こっそりリビングで新聞を眺めている父に目をやった。

　昨年定年退職した父は、ゆっくり休む間もなく近所の農家へアルバイトに行ったり、町内の清掃ボランティアに参加したりと忙しく過ごしている。どうやら黙って座っていられるのは新聞を読んでいる時か、テレビの天気予報を見ている時くらいらしい。きっと、この後も朝食を済ませたら庭の手入れに行くんだろう。

「理玖くんは寝てるの？　台所使う？」

「うん。朝方にちょっと泣いたからまだ寝てる。台所、いい？」

「いいわよ。ちょうど朝食の準備終わったところだし。お父さん、ご飯食べます？」

　新聞越しに「ああ」とひと言返ってきたのを聞き、母は茶碗に炊き立てのご飯をよそい始めた。私はそれを横目に手を洗って準備をする。

　朝食は母が私の分も作ってくれている。私が作ろうとしているのは理玖の離乳食。

　理玖も、固形のものでも柔らかくすれば、だいぶ食べられるようになった。バリエーションが増えていくと、作る方も楽しい。

　約三十分で調理を終えたところで、廊下から泣き声が聞こえてきた。

　私は小走りで寝室へ向かう。理玖は布団の上でうつ伏せになって、涙をぼろぼろとこぼし、大きな口を開けて泣き声をあげていた。

「あ～ごめんね。ひとりじゃ寂しかったよね。よしよし。おはよう、理玖」

　すぐに抱き上げて背中をトントンと軽く叩くと、理玖はぴたりと泣き止んで私の顔を見た。

　理玖は大きくなるにつれ、ますます私に似ていると言われる。自分では似ている実感はないけれど、散歩中にすれ違った人ですら言うのだからそうなんだろう。

　リビングへ行き、絨毯の上に座らせるなり、理玖は朝食を終えた父のもとへハイハイしていく。

「だあ」

「理玖。ほら、ちょうどお前の好きな番組やってるぞ」

　堅物の父が今では孫とアニメを見る。もう見慣れた光景になったが、一年前には想像できなかった。

　なにげない日常は当たり前ではなく、これまで過ごしてきた日々で作られてきたのだと実感し、私はささやかな幸せを噛みしめた。




　九時半頃。私は抱っこ紐で理玖を抱き、近所を散歩していた。

「天気いいね！　寒くない？」

　理玖の帽子を深く被らせる。

　辺りは一面、黄金色。実家の近くは、田んぼや畑があって長閑のどかだ。

　十五分程度歩いていたら、理玖がうとうとし始めているのに気付く。

「あれ？　寝ちゃう？　帰ったらご飯だよ～」

　理玖の背中をさすって話しかける。だけど、理玖はその後すぐに目を閉じた。かわいい寝顔に、自然と頬が緩む。

「重くなったねえ」

　出産直後は約三キロだったのが、今では九キロに達しそうなほど大きくなった。

　柔い肌は透き通るような色白で、髪や瞳の色素も薄い。睫毛も長く、よく女の子に間違われる。

　人差し指で理玖の小さな手に触れる。その時、畦道に似つかわしくない革靴が視界に入り、おもむろに顔を上げた。

　仕立てのいいスーツを纏うスタイルのいい男性は、田舎の風景と実にミスマッチだった。……が、驚いたのはそこじゃない。

「――真希」

　端正な容貌を瞳に映した瞬間、低くしっとりした声で名前を呼ばれる。たちまち私の心臓は激しく脈を打ち、瞬きも忘れた。

　それはまるで、時間が止まったように。

　彼がここにいるのは、おそらく偶然ではなく自らの意思。にもかかわらず、私と同じく動揺している理由は……私が理子玖供を抱いているせい。

　彼の視線は、私の胸の中の理玖にずっと向けられたまま。

「た……くまさん……どうして」

　声が震える。足が竦む。でも、瞳を逸らせない。

　彼――佐さ渡ど谷や拓たく馬まさんは綺麗な顔を歪ませている。それが怒気を含んだものにしか思えなくて、私は硬直していた。

　拓馬さんはさらに一歩近付き、精悍な目つきで私を見た。

「説明してほしい。俺たちの空白の時間についてを」

　説明なんて今さらなにもない。なぜなら一年以上前、私と彼は終わったんだから。

　私は彼から顔を背けて視線を落とし、素通りしようとした。が、手首を掴まれ、逃げられなくなる。

「放して」

「断る。だって放したらまた逃げる。……そうだろ？」

　即座に言い返され、私は押し黙って瞳を揺らした。

　無意識に助けを求めるかのごとく、理玖にもう片方の手を添える。

　二年くらい前までなら、どんな困難だって簡単に逃げ出したりはしなかった。しかし、もうあの頃とは違う。今の私には、なにを差し置いても守りたいものがある。

「逃げてません。私はただ自分の道を選び、進んだ。それがあなたとは別の道だっただけ」

　まさか、一瞬でも再び彼とこうして〝道〟が交錯するとは思わなかったけれど。

　彼は私の手を離さず、静止していた。

　私たちの間には、虫の鳴き声だけが響いている。どちらも黙して語らず、沈黙が長くなるにつれ、ますます気まずくなっていった。

「その子は何カ月？」

　ようやく沈黙を破った彼の言葉に、私は激しく動揺する。

「……七カ月になります」

「真希の子？」

　ぽつりと返すや否や、即座に次の質問が飛んできた。

　自分の鼓動が尋常じゃないほど大きく、速いのがわかる。手のひらの汗がすごい。

　黙りこくる私に追い打ちをかけるように、彼は改めて言い直す。

「真希と、俺の……だね？」

　彼は私を疑いもせず、まっすぐな目で言い切った。

　胸が詰まる。うまくやり過ごさなきゃと思うのに、すんなりと声が出そうにない。

　せめて、逃げずに彼の瞳と向き合わなければ。でないと、揺れている心を見抜かれそう。

　私はゆっくりと視線を上げていく。質のいいネクタイの結び目までたどり、意を決して彼の顔を見た。

　刹那、以前と変わらぬ美しい双眸に捕まった。

　理玖を見るたびに、いつも頭を掠めていたのは彼の存在。

　どうやっても記憶から消すことなどできない。

　いったいどの感情を優先させていいのかわからず、戸惑いながらも彼と対峙した。

　そして、一瞬にして約一年半前に記憶を遡る――。










荒む心を、救ってくれた人




　五月。世間はゴールデンウィーク真っ只中。

　しかし、私は連休など関係なく、仕事に勤しんでいた。

　全国に百店舗以上構えている料理教室『クッキングルーム』。おしゃれな雰囲気が売りで、若い女性に人気がある。私はその料理教室の丸まるの内うち店に勤めている講師。調理専門学校を出てすぐ就職し、今年は五年目だ。

　遅番は夜十時までのシフト。後片付けをして一日終えたとホッとした時、ぽんと肩に手を置かれた。

「真希、お疲れ様」

　話しかけてきたのは、茂しげ森もり敦あつ子こ。彼女は同い年で気の合う同期。

　私たちは狭いロッカールームでエプロンを外しつつ、たわいのない話をしていた。

　先に着替え終えた私はロッカーを閉め、なんとなくいつもの癖でバッグの中にあるスマホを探る。登録外の電話番号からのメッセージに思わず固まった。

「真希？　どうかした？」

　敦子はロッカー内側につけられた鏡越しに、ショートボブの髪を整えながら言った。

「いや。なんか……元カレから……変なメッセージが」

　その番号は見覚えがあった。

「元カレって、あの勘違い男？　あいつがなんて？」

　さっきまでリラックスした表情だった敦子が一変した。眉をひそめ、低い声で尋ねてくる。敦子がまるで当事者のように嫌な顔をするのは、当時私が交際していた光こう汰たの話をよく聞いてもらっていたせいだ。

　光汰とは高校の同級生で、私が専門学校二年の時に再会した。

　高校生の頃の光汰は、クラスの中心グループに属していて、サッカー部の副主将だった。陽気な性格という印象を持っていたが、再会した際の彼は、陽気を通り越してやんちゃな雰囲気になっていた。

　次に顔を合わせた時に、光汰から突然『付き合おうぜ』と、半ば決定事項のように言われた。恋愛経験がなかった当時の私は、それなりに焦りもあり、押し切られるかたちで付き合う流れになったのだ。

　しかし、付き合ってからも、ことあるごとに光汰のペースに振り回され、彼にとって私の気持ちは二の次だった。

　私がスマホを操作し、メッセージを開くと、敦子も顔を寄せて画面に注目してきた。

【元気？　実は俺、最近真希のことばっかり考えてて。久々に会いたい】

　私たちは、信じがたいメッセージ内容に絶句する。

「はあ？　なにこいつ！　【会いたい】って、こっちは全然会いたくないし！　ねえ、真希！」

　私よりも、敦子が鼻息を荒くして激昂する。逆に私は冷静にスマホの画面を見て、ぽつりと呟いた。

「なんかもう……ため息しか出てこない」

　光汰との付き合いは二年ほどだった。つまり、別れてから三年以上経つ。

　まさか光汰の方が、こっちの番号を残していたとは。

　敦子が眉間に皺を寄せ、腕を組んで唸る。

「なんだっけ、こういうの……。あ！　思い出した！　ロミオメールだ！」

「なにそれ」

「なんかクサイセリフとか復縁迫るとか、とにかく勘違い男からのメールのこと！　まさにこれ！」

　私たちは今一度、スマホに表示されている文面に目を落とした。途端に白けた空気が流れる。

「真希はこの男にさんざん振り回されて大変な目に遭ったんだし、もう拒否しときなよ！　完全スルー。それでおしまい！」

　敦子に着信拒否を促され、その場で設定をした。しかし、敦子はまだ険しい表情を浮かべている。

「念のため、しばらく警戒した方がいいかも。大丈夫？」

　確かに、私が住んでるアパートは変わってないし、家に来られる可能性もなきにしもあらず……。この三年、何事もなかったのにこんな厄災が降りかかるなんて。

　私が大きなため息とともに肩を落とすと、敦子がキリッとした顔で言った。

「真希。いくら面倒見がいいからって、こんな時まで〝相手のため〟を考えなくていいからね。元カレは、真希なら全部許してくれるって思ってるからこういうメールしてきたんだよ、絶対」

　敦子に釘を刺され、苦笑した。

　私はどうも世話焼き気質のようで、付き合っている時期は彼の身の回りの世話をしすぎていた。さらに、揉め事を避けたくて常に彼の意見を優先していたために、わがままを助長させてしまっていた節がある。

　結果、ますます自信過剰になっていった光汰は、私を束縛する上、好き勝手やり始め、変に高いプライドのせいで職場でも馴染めず退職していた。

　そんな彼に私も我慢の限界がきて別れたというのが顛末。

「……はい。肝に銘じます」

　私が気を引きしめて返答すると、一拍置いて敦子の表情がもとに戻った。

「よし。じゃあ念のため、今日はうちに泊まりに来る？　一緒に家飲みしよ！」

　私の身を案じて提案してくれた彼女の優しさに感謝し、その日は彼女の家でひと晩過ごした。




　それから、特に変わりなく三日が経った。

　光汰から連絡が来た翌日は、さすがに自宅へ帰る時も警戒した。幸い何事もなく、さらに二日経った。

　敦子が休みの今日、仕事を終えた私はひとりでビルを出た。

　腕時計を見れば、時刻は夜の十時。

「真希っ」

　名前を呼ばれ、心臓が大きく跳ねた。恐る恐る声がした方へ目をやると……。

「光汰!?　な、なんで……」

　突然姿を見せられ、驚愕する。

　付き合っていた頃は、ここ丸の内へは来もしなかったのに。

「メール見てくれた？　電話繋がらないから直接来ちゃったよ」

　光汰はやさしい笑顔に柔らかな口調で、ゆっくり私に歩み寄る。

「なんの用？」

　私は困惑気味に頭に片手を添え、ぽつりとこぼす。

「会いたかったんだ。メールでそう入れただろ」

「ごめん。私はもう会う気なかったし、待ち伏せとかされるのは迷惑」

　こういう人には、はっきり言わないとダメだ。

　お世辞にも、再会して喜べるような円満な別れ方ではなかった。三年以上経ったとはいえ、なにもなかったと言わんばかりに笑顔を交わし合うには違和感がありすぎる。

「勝手に待ってたのは悪かった。だけど、連絡がつかなかったんだ。仕方ないだろ？」

　これまで自分の非を認めたりしなかった彼に謝られた事実に驚いたが、最後はやっぱり横柄さが残っていてがっかりした。そう簡単に人は変わらないらしい。

「帰る。もう二度とこういうのはやめて」

「別に今、彼氏いるわけじゃないなら、ちょっとくらいいいだろ」

　立ち去ろうとしたら肩を掴まれた。

「どうして私に彼氏がいないって言い切れるのよ？」

「周りからの情報で。俺と別れてからずっといないんだろ？」

　私はグッと押し黙る。

　あれから彼氏がいないのは事実。こういう場合、同級生って本当に厄介だ。切っても切れない縁がある。

「余計なお世話です」

　肩に乗せられた手を振りほどいて踵を返したら、次は手首を掴まれた。

「待てって。俺も同じなんだ！　だったら……より戻すっていうのもいいんじゃないかと思って」

　光汰の言葉に絶句する。

　なぜここまで必死になっているのかわからない。正直、私たちは大恋愛というわけではなかったから。

「お断りします」

　私はまっすぐ光汰の目を見て、よそよそしく言った。しかし、やっぱり光汰はすんなりと受け入れてはくれない。その証拠に、手は私を捕らえたまま。

「もう放して」

「真希！　少しは考えてくれても！」

「痛っ……やめ――」

　光汰は手を離すどころか思い切り力を込めてきて、痛みのあまり目を閉じた。

　どうしたらこの場の収拾がつくのかと不安に呑み込まれた、その時。

「彼女が困ってる」

　艶やかなバリトンボイスが聞こえ、無意識に声の主を見上げる。彼は光汰から私を解放してくれた。

　見知らぬ男性は、光汰との身長差から百八十センチ以上はありそう。スタイルがよく、スーツ姿がとても似合う。なによりも、彼の端正な顔立ちにびっくりした。

　知的で凛々しい眉に、通った鼻筋。切れ長の目からはクールな印象を受ける。

「なんですか、あなた。部外者は引っ込んでいてくれますか」

　うっかり意識を奪われていたら、光汰が男性に突っかかり始める。

　美形な彼は上品な笑みを浮かべ、かたちのいい唇を薄ら開いた。

「私も通りすがりが口を挟むのは野暮かとは思ったんだが……女性が嫌がっているのを黙って見過ごすわけにはいかないしね」

　落ち着いた立ち居振る舞いから、男性の年齢は私たちよりも上の三十代前半といったところだろうか。なんにしても、仲裁に入ってくれてすごく助かる。心強い。

「は？　ちょっと口喧嘩してた程度で大袈裟じゃないですか？」

　口喧嘩って……。光汰が一方的に絡んできてるだけなのに。

　とにかく、この男性にこれ以上迷惑をかけちゃいけない。

　どうにか場を収めようと口を開きかけた瞬間、男性が私に言った。

「あなたも彼と同じ意見なら、私は謝罪してすぐさま立ち去りますが」

　狼狽えもせず私の意向を確かめ、必要なら謝罪まですると宣言した彼に驚いた。堂々とした振る舞いに、普通とは違うオーラを確かに感じる。

　私は男性のおかげで冷静を取り戻し、粛々と言った。

「いえ。いくら言ってもこちらの気持ちが伝わらなくて困っていたんです。正直、第三者の方が間に入ってくれて助かりました」

　私が男性側に立って一刀両断すると、たちまち光汰から余裕な雰囲気が消える。

「ちっ。今日はもういい。邪魔されて気分が悪くなった。また改める」

　光汰は苦虫を噛みつぶしたような顔で去っていった。

　光汰の一方的な言動に疲弊していたが、助けてくれた男性の存在を思い出し、勢いよく頭を下げた。

「あ……すみませんでした。ありがとうございます」

　ひどい場面を目撃された。今になって、顔から火が出るほど恥ずかしい。

　私は羞恥のあまり、下げた頭を戻せなくなる。

「いや。役に立ったのならよかった」

　彼のやさしい言葉にいざなわれ、私は自然と顔を戻すことができた。

　正面から向き合い、改めて整った容姿を目の当たりにして急に緊張してきた。ただでさえ、職業柄関わるのは女性がほとんどだ。免疫があまりない。

「でもさっきの男、『また改める』って言い残して行ったけど大丈夫？」

　指摘されて、はたと気付く。

　光汰とは高校の同級生のため上京した共通の知り合いは多い。しかも、私の自宅も職場も知られている。今日は乗り越えられても、明日以降はわからない。

　急に大きな不安感に襲われた。

「きみの職場は、このビル？　だったら仕事の日は毎回不安だろ」

「ま……まあ、もう仕方がないというか」

　私が歯切れ悪い返しをしたせいか、男性は心配そうな面持ちをしている。

「さっきの人はもともと私がそこの料理教室で働いているのも知っているので……」

「働いていることも、っていうと、もしや自宅も？」

　男性の鋭い指摘に、私はまた返答に困る。

「あー……はい。でも、今日はもう帰ったと思いますし。平気です」

　本心でなくとも、口ではそうやって言っていないと恐怖心に吞み込まれそうになる。

　私は無理やり笑顔を作って、男性にもう一度お辞儀した。

「助けて下さった上、お気遣いまでありがとうございます。それじゃ」

「送るよ」

　去り際にひと言投げかけられ、思わず目を丸くする。

「乗りかかった舟だ。さっき助けても、この後なにかあったら意味がない」

　終始スマートに対応してくれる男性は、本当に紳士。ついドキドキしてしまう。

　さすがにそこまで迷惑はかけられない。しかし、不安は募る一方。

　すると、彼はなにかに気付いた様子で口に手を置く。

「ああ、そうか。たまたま出会った男の車に乗るのは警戒して当然だ。俺の車ではなくてタクシーにしようか」

　男性は淡々と言うと、大通りへ足を向けた。私は戸惑いつつ彼についていく。

　タクシーを止める前に、ふいに彼が私を振り返った。

「きみが本当に『平気だ』『ありがた迷惑だ』と言うなら遠慮するよ。ただ、変に俺を気遣って、きみが後悔する結果になるのだけは避けたい」

　彼は一度も会ったことのない、見知らぬ人。それにもかかわらず、頼りたい気持ちがほんの少し芽生える。

「どうする？」

「……じゃあ……お世話になってもいいですか？」

　もじもじと小さな声で答えると、彼は薄い唇に弧を描いた。

「わかった。あ、ちょうど来た」

　彼は右手を上げてタクシーを止める。後部座席のドアが開くと彼が先に乗り込み、私は後からおずおずと車に足を乗せた。




　男性の計らいで高速道路を走ったので、約三十分で自宅付近に到着した。

　私がお礼を言って財布を取り出すと、男性に軽く手を押し込められる。

「俺がこのまま乗っていくから」

「ですが、ここまでの料金を……。他人の面倒に巻き込んでしまったんですから、せめてタクシーの支払いは私にさせてください」

「俺が勝手に気になって送っただけ。袖振り合うも多生の縁ってね。まあ、気にしなくていいよ」

「そんな」

　気にしなくていいって言われても、簡単に『はい。わかりました』って受け入れられないよ。

　おずおずと彼を見ると、「ふっ」と笑った。

「今回は俺のメンツを保つためと思ってくれないか。ところで、自宅付近は大丈夫そう？　念のため、俺は少しここで待機してようか」

　彼に言われ、パッと自宅の玄関を確認する。異変はなさそうで、私はホッと肩の力を抜いた。

「あ、いえ。見た感じ大丈夫ですので」

「そう。じゃあ、ここで」

「すみません。タクシー代もありがとうございます」

　私は何度も頭を下げた後、タクシーを降りる。

　タクシーがすっかり見えなくなってから、アパートの周辺に気を払い、急いで部屋に入る。鍵をかけて、安堵の長い息を吐いた。一気に疲労感に襲われ、ビーズクッションに飛びつく。

「疲れた……」

　しばらく静止して、おもむろに身体を起こした。のそのそと放り置いたバッグを手繰り寄せ、スマホを取り出す。

　私はまだ心の中で処理しきれない気持ちを、勢い任せに文字で綴った。送信ボタンに触れた直後、敦子から光の速さで返信が来る。

【え！　あいつ、やっぱり来たの！　無事？　なんかされてない？】

　続けて劇画チックな怒る猫の絵文字が送られてきて、ちょっと笑った。

「助けてもらったから大丈夫……と」

　ディスプレイに顔を近付けて返事をすれば、またもやすぐに返信される。

【誰に？　他のスタッフ？】

　私はまたキーパネルに指を滑らせ、【通りがかりの人】と答えた。直後、手の中のスマホが着信音を鳴らし始める。もちろん、発信元は敦子だ。

《通りがかりの人って、まったく知らない人!?》

　敦子は開口一番、メッセージの続きから始まる。興奮気味の敦子とは逆に、私は落ち着いて答えた。

「うん。私は見かけたことない人だったなあ。でも夜十時過ぎにあの辺りにいたなら、近くで勤めている人なのかも」

　室内のロフトを見上げ、さっきまで一緒だった彼を思い出す。

　ピンとしたスーツとおしゃれなネクタイで、振る舞いが終始紳士的だった。

　落ち着いた雰囲気から、きっと仕事ができる人なのだと思う。あの若さで役職についてるか、もしくは起業家って線もありそう。

《え、その人ともまた会う可能性があるじゃん。大丈夫？　怪しい人じゃない？》

「うーん。冷静沈着な感じでクールな雰囲気だったけど、本当にいい人だった。ちゃんと私の意思をひとつひとつ確認してくれて。それより、痴話喧嘩みたいなもの見せちゃったことの方が恥ずかしすぎて……」

　彼はタクシーの中では、一切いざこざの事情について聞いてこなかった。それは助かったものの、どう思われたのかがちょっと気になる。

《まあその気持ちは察するよ……。とにかく、戸じまりとかきちんとしてね。真希、明日休みだったよね？　出かける時も気をつけてよ！》

「うん。ありがと。じゃあまたね。おやすみ」

　敦子との通話を終え、ひと息つく。そして、ようやくバスルームへ足を向けた。




　あれから四日経った。今日は週明け月曜日。

　光汰の件は、まだ警戒心を常に持つようにしている。またやってきたら気丈に振る舞うと決めている傍ら、仕事が終わる時間が近付くと鬱々としてしまう。

　そうこうしているうちに、今日もあっという間に仕事が終わる。ロッカーの扉を閉め、無意識にため息をこぼしていた。

「真希、大丈夫？」

　事情を知る敦子が心配そうに顔を覗き込む。

「あ、うん。ごめん」

　私は無理やり笑顔を作り、敦子と一緒にロッカールームを出た。ビルの出口へ向かっている途中、敦子が憤慨する。

「まったく、職場にまで来るなんて。なに考えてるんだろ」

　敦子の怒りは口調だけでなく、歩き方にも表れていた。ヒールの音を大きく鳴らし、外に出て辺りをきょろきょろと見回す。

「今日もいなさそうだね」

　敦子の言葉に胸を撫でおろす。私は敦子の隣に並び、一緒に歩き始めた。

「敦子、駅の方向違うのに付き合わせてごめんね」

「いいのいいの。食後の運動にもなるし」

　私たちの料理教室は、受講生と一緒に作ったものを食べる。それには、きちんとレシピ通りに作れたかどうかとか、受講生は味に満足してくれているかなどを確認する意図がある。味つけや盛りつけなどについて会話することは、コミュニケーションの時間にもなる。だから、同じものを食すというのは、私たちにとって重要な意義があるのだ。

　唯一の欠点と言えば、自分の意思に関係なくメニューが決まってしまうところだろうか。まあ私は好き嫌いもないし、家でひとりで食事をとるよりはいいので大きな問題ではないけれど。

「そういえば、助けてくれた人ってあれから一度も見かけたりしないの？」

「ああ、うん。目立つ人だったから視界に入ればすぐにわかると思うし」

　敦子に質問されて、無意識に周囲を見た。

　背丈は百八十センチはあった気がする。長身のスーツ姿の男性となれば、近くにいたら目立つはず。

「青年実業家風の紳士系イケメンだっけ？　そんな人いるなら私も一度見てみたい」

　敦子は目を輝かせながら言った。

　本当、思い返せば信じられない出来事だった。人生で交わる機会のなさそうな人。もし、もう一度会えたなら奇跡だ。

　助けられた日を思い返して歩いていると、数メートル先の人影に目が留まる。

「あ……」

「え？　なになに？　もしかして、噂の彼がいた!?」

　期待する敦子に申し訳ないと思うよりも先に、憂鬱な気持ちがあふれた。心臓が嫌な音を立て始める。

「真希！　よかった、会えて」

　私を見つけ、駆け寄ってきたのは光汰。

　あのまま終わればいいなって思っていたが、やはりそう都合よくいかないみたい。

　私の正面に立ちはだかる光汰は、やたらと笑顔を向けてくる。

「この間は邪魔が入ったからさ。今日はゆっくり……」

「すみませんが、今日は私が先約なんです」

　私よりも先に返したのは、目の前の男が私の元カレだと察してくれた敦子だった。

　私と腕を組み、ギュッと力を込める敦子の存在を心強く感じていると、光汰が憮然とした態度で口を開く。

「あなたは？」

「真希の同僚です」

　敦子は私にぴったりとくっついて、冷たい口調で言い放つ。それにカチンときたのか、光汰が嫌味っぽく返してきた。

「だったら、いつでもいいじゃないですか。今日は俺に真希を譲ってください。急ぎの用なんで」

　光汰は口角は上げていても、目がまったく笑っていない。敦子も苛々しているのが感じ取れた私は、毅然と対応した。

「まだなにか用件があるなら、ここで聞く」

「ふたりで話をしたいんだ」

　光汰は急に声のトーンを落とす。

　ふたりでなんて。気が進まない上、嫌な予感しかしない。

「だから、本人が『ここで』って言ってるでしょ？」

「ちょっと黙っててもらえない？　俺は真希に用があるんだよ」

　横から加勢した敦子に、とうとう光汰はタメ口に変わった。

　どうしようか考えあぐねていたら、見知らぬ男が近付いてきた。警戒して動向を目で追う。

「おーい。なにもたもたしてんの？」

　その男は明らかに光汰へ呼びかけている。なにを目論んでいるのかと光汰へ疑いの眼差しを向ければ、光汰も驚いた顔をしていた。

「ちょっ……なんでこっちに来て……」

「だってなんか揉めてるのかと思って。どっち？　光汰が言ってた元カノは」

　訝しく思いつつ、私は一歩前に出てぼそっと答えた。

「私です。この子はまったく関係ないですから」

　なんだか嫌な予感がする。しかも今は敦子もいる。面倒に巻き込みたくない。

「あ、そうなんだ。きみが復縁予定の彼女か。確かに、光汰が話してた通り真面目そうだなあ」

　よく言えばフレンドリー、悪く言えば馴れ馴れしい男は光汰の知り合いらしい。

　私は光汰の隣の男に答える。

「お言葉ですが、復縁予定なんてまったくないです」

「え？　ないの？」

　淡々とした私の返しに、なぜか光汰の友人は大きく目を見開いた。無関係の人がそこまで衝撃を受ける理由が不明だ。

　眉をひそめて光汰とその友人を見やると、光汰が慌てた様子で口を挟んできた。

「いや、まだちゃんと話をしてないだけで」

「もう私の意志は伝えたじゃない」

　私が言下に一刀両断するなり、光汰の友人があからさまに呆れ返った表情で言う。

「えー。聞いてた話と違うじゃん。元カノとやり直すから、家も金も大丈夫って言ってたのに」

「や、待ってくれ……」

　友人に縋りつく光汰を凝視する。

「なんの話……？」

　家？　お金？　大丈夫って……。

　薄々事情を察した時、辟易していた友人の男に説明される。

「もう一カ月、俺の家に光汰が転がり込んでるんだよね。アパートも追い出されたって泣きつかれて、少しの間って条件が一向に出て行かないし。挙句、金も貸してて」

　私は唖然として言葉も出なかった。光汰を見れば、ばつが悪そうに視線を泳がせている。隣の彼が話した内容は事実だと一目瞭然だった。

「え……。まさか真希にお金を無心しにきたってこと？」

　敦子もまた驚いたようで、光汰に侮蔑の目を向けて言った。

「ち、違う。俺は本当に真希と付き合ってた頃を思い出して会いに来ただけで」

　しどろもどろになる光汰はとても滑稽で哀れだ。

「一緒に来てみてよかった。もういいや。金返さなくていいから、出て行ってくれよ。金輪際連絡もしてこないで。じゃーな」

「はっ？　えっ。ちょっ、俺の荷物とか」

「俺の金で調達したものばっかだろ？　貸したものチャラにするんだから、そのくらい微々たるもんだろ」

　男は光汰を突き放し、颯爽と去っていく。

　私と敦子が冷ややかに眺めていたら、窮地に追い込まれた光汰は矜持も捨てて私に泣きついてきた。

「ま、真希！　頼む。助けてほしい。俺、真希と別れてからも仕事運なくてさ。ちょっと今、困ってて……」

「光汰って高校時代から、お調子者かなってところはあったけど、根っこは純粋だった。今はすっかり変わっちゃったね」

　ひと時でも一緒にいた人が、生活に困って昔の彼女を思い出して頼ってくるなんて情けないよ。そういう男と付き合っていた自分を思うと悲しくなる。

「心底がっかりした。光汰にも、自分にも。……お願い。これ以上私たちの過去を汚点にしないでよ」

　私は腑抜けた顔の光汰を睨みつける。途端に下手に出ていた光汰の目つきが変わり、真正面から私の両肩を掴んできた。

「……んだよ。昔のよしみで助けてくれたっていいだろ！　ちょっと貸してほしいだけ！　人が困ってるのに、随分冷たすぎないか？」

　グイッと押され、歯を食いしばって我慢した次の瞬間。

「なっ……お前、また邪魔しに来たのかよ」

　光汰の声で瞑っていた目を開いた先に見えた光景に絶句する。

「〝また〟性懲りもなく彼女を困らせてるみたいだな」

　スーツの上からでもわかる、ほどよく鍛えられた身体つき。いるだけで華やかな印象を与える魅力的な彼――。

「うるさいな。関係ないって言ってるだろ！」

「彼女が痛がってる。放せ」

　この間、助けてくれた男性がいる。

　彼は眉ひとつ動かさず光汰の手から私を解放すると、身を挺して守るように私を背後に回してくれた。

「迷惑行為が二度目。さらに話が通じないとなれば、多少手荒になっても文句はないよな？」

　視界いっぱいの広い背中に、大きな安心感を得る。

　名前もなにも知らない人なのに、私は随分この男性に絶大な信頼を寄せている。

「えっ……痛ててっ！　は、放せよっ」

　電光石火だった。光汰はあっという間に手を捻り上げられ、呻き声を漏らす。

「手技の他は、絞め技も得意だが」

「や、やめ……っ」

　男性の威嚇に青褪めた光汰は見るからに怯えていた。男性は光汰の手を放すと、淡々と告げる。

「忠告だ。今度また同じ行為を繰り返せば、彼女と一緒に警察に行く」

　私と敦子が傍観している中、光汰は悔しさを滲ませた顔で言い捨てる。

「くっ……ちくしょう！　わかった……！　わかったから、放してくれ！」

　そうして、最後に私を睨みつけて舌打ちを残し、走り去っていった。

　私はもはや腹も立たず、ようやく縁が切れたかとせいせいする。

「敦子、大丈夫だった？　怖い思いさせてごめんね」

「ううん。平気」

　敦子に危害が及ぶこともなく、ほっと胸を撫でおろす。やっと嵐が過ぎ去ったかと深い息を吐いて、偶然にも今回も助けてくれた男性を見つめた。

　彼はやおら私を振り返り、口を開く。

「きみが望むなら、これから警察まで付き添うよ」

　私はそこまで大事にするつもりはなかったし、彼にさらに迷惑をかけるのは避けたかった。

　丁重に断ろうとした矢先、彼が精悍な顔つきで言葉を続ける。

「でもきっと、きみはそうはしたくないのかな」

　近い距離で、そうまっすぐ真剣な双眸を向けられたら落ち着かない。なんだか心を見透かされている感じがして。

「どうして……」

　すると、彼はわずかに目尻を下げた。

「さっき『これ以上私たちの過去を汚点にしないで』って言っていたのが聞こえてたから。彼に法的な罰を与えるのは簡単だ。だが、そうすればきみの過去がつらいものに変わってしまうのかなって」

　鋭い洞察力に、ただただ驚く。私は改めて彼の目を見て、ゆっくりとお辞儀をした。

「先日から、色々お気遣いくださってすみません。ありがとうございます。私は宇川と申します。あの……あなたのお名前を伺っても……？」

　この間は、また会うなどとは考えもしなかったから名前を聞きもせずにお礼を言った。今回、助けてもらうのは二度目だ。きちんと名前を言ってお礼がしたいと思った。

「佐渡谷だ」

「佐渡谷さん。たびたびお恥ずかしいところをお見せした上、二度も助けていただいてすみません。ありがとうございます。こんな偶然ってあるんですね。私にとっては幸運でしたが、そちらにとっては不運続きでしたよね。申し訳ないです」

「いや……」

　常にスマートだったはずの佐渡谷さんが言い淀む。

　彼らしからぬ微妙な反応に、私は首を傾げた。刹那、彼は目を伏せ、急に謝る。

「すまない。実はどうも嫌な予感がして、あの日以降この辺りを通るようにしていた。そしたら今日、またきみとあの男を見かけたから」

　佐渡谷さんの発言に驚倒した。

　だって、赤の他人のいざこざを気にかけて、わざわざこの辺りを帰宅ルートに入れてくれていたって話だよね？　いい人だなあって思ってはいたけれど、まさかここまで親切な人だとは。

　彼がふっと相好を崩す。

「部外者がごめん。まあ、今日の感じだともう平気かな」

　一見クールな男性のふいうちの笑顔は破壊力があるのだと、今、身をもって知った。

「ずっと気にかけてくださって……どうお礼を伝えたらいいのか」

　本当、なにをすればいいのかな。たまたま通りすがっただけの縁で、こんなによくしてくれて。『ありがとうございます』って何度言っても足りないくらい。

　そうかといって、具体的なお礼って……？　彼の身なりを見る限り、スーツや腕時計も高級そうだ。私が感謝で用意できるものは、たかが知れてるし……。

　迷ってはっきりと言い出せずにいると、彼にあっさり遠慮される。

「ああ。そういうのは別に気にしなくていいから」

「でも……あ！」

　このままでは気が済まない、と必死に思考を巡らせ、ようやく閃いた。

　私の唯一の特技は料理。物は残ってしまうけど、食べ物ならなくなるからいいかな？　いや、親しくもない人の作ったものを食べるのも抵抗あるかも……。

　一瞬迷いが生じた。しかし、すぐに前向きに決断する。

　まずは本人に聞いてみなければ、なにも始まらない。もしも遠慮されたら、それはその時。

　私は佐渡谷さんにまっすぐ向き合って、口を開いた。

「佐渡谷さん。よければ、お礼になにか作ってお渡ししたいのですが。以前もお話した通り、私は料理教室の講師なのでお好きなものを仰っていただければなんでも作ります」

　きょとんとする佐渡谷さんを見て、慌てて補足する。

「あっ。やっぱり他人が作るものって抵抗ありますよね。でしたら別のお礼を……」

「じゃあ、お願いしようかな」

「えっ」

　佐渡谷さんの予想外の回答に、私は思わず声をこぼした。

「そうだな。焼き菓子とかいいかもな。最近残業続きだから、小休憩に部下と一緒に食べられていいかも」

　手を顎に添え、ふわっと表情を和らげる佐渡谷さんにドキッとした。

　おそらく、部下の人たちを思い出して無意識に出した微笑み。やはり、すごくやさしい心の持ち主なんだ。

「だったら、多めに作って渡したらいいんじゃない？　私も手伝うよ」

　うっかり佐渡谷さんに見惚れていた私は、敦子の声で我に返る。

「あ、ありがとう！　ええと、それではいつお届けしましょうか？　佐渡谷さんのご都合に合わせます」

「明日なら、ちょうど近くに用事があるけど……さすがに急かな」

　マフィンやマドレーヌなら前日から作っても、バターが馴染んで翌日でも美味しく食べられる。大体の材料も家に揃っているし、帰ってすぐ作れるから問題ない。

「いえ、大丈夫です。ちなみに、何時頃がいいですか？」

「二時前後がいいかな。場所は……そうだな。宇川さんの職場の隣のカフェでいい？」

　二時頃なら、休憩時間に合わせられるかな。

「わかりました。では明日二時にカフェで」

　再び彼を見上げると、ぱちっと視線がぶつかって、微かに笑いかけられた気がした。途端に私の胸が高鳴り始める。

「じゃあ、明日」

　佐渡谷さんは軽く手を上げ、立ち去った。

　私は佐渡谷さんと会話した余韻に浸り、彼が歩いていった方向を見ていた。

「あれは確かにいい男だわ。真希がポーッとするのもわかる」

「あっ、敦子！　なに言って……」

「照れない照れない。ほら。早く帰って焼き菓子作ろ。真希の家でいいよね？」

　そうして私は、敦子に意気揚々と背中を押されて歩き出した。




　約一時間後、私は敦子と一緒にラッピング用品だけ買い足してアパートに帰って来た。時刻はもう十一時になろうとしている。

「敦子ごめんね。急遽、こんなことになって」

「いいよ～。どうせいつも寝る時間は遅い方だし。明日は中番だしね」

　私たちの仕事はシフト制。早番は九時半出勤で、一般的なＯＬと比べたら若干遅め。明日は偶然私たちふたりとも、中番で十時半出勤だ。

「じゃあ、サクッと作りますか！」

　敦子が腕まくりをして言った。私たちは仕事の延長みたいに、抜群のコンビネーションでテキパキと作業をこなしていく。

「佐渡谷さん、指輪してなかったね。独身かもね」

「え！　あの短時間でそんな細かいところまでチェックしてたの!?　すごすぎる」

「もちろんだよ～。不倫反対派ですから～」

　びっくりして手を止めた私に対し、敦子は変わらず作業を続けている。

「しっかし、あそこまで揃った人、滅多に出会わないよ!?　背はあるし、顔もカッコよくて！　クールだけどさわやかで清潔感もあって、極めつきは仕事ができる！」

「仕事に関してはなにも知らないじゃない」

　苦笑交じりに返すと、今度は敦子が手を休めてひとり頷く。

「まあね。でも、ごく自然と部下をねぎらえるのは有能な上司の証拠だと思うのよね。第一、彼ほどの若さで部下がいる時点で仕事できるでしょ」

「はー、なるほどね」

　私は思わず感嘆の息を漏らす。すると、得意げだった敦子が急にジトッとした視線を向けてくる。

「私に望みはないけどね。あれは完全に真希に好意持ってるでしょ。ま、私は人の恋路を邪魔するほど野暮じゃないから安心して。なにか進展あったら教えてよ」

　敦子が口を尖らせて言った言葉に、私は手に持っていた板チョコを落としてしまう。

「は……!?　なに言って……そんなのあるわけないでしょ」

　私はチョコレートを拾い上げて反論する。

　敦子は手慣れた様子で天板に銀カップを敷き詰めながら、冷静に返してきた。

「だって、佐渡谷さん、真希を本当に気にしてたよ」

「や、多分あんなことが続いたから心配してくれただけでしょ。ありえないよ」

「うん。だからさ。どうでもいい相手を心配しないでしょ？　そもそも気にしてたから真希の帰宅ルート付近を通るようにしてたんだろうし。真希に対してだけ表情も柔らかかった気もするし」

　敦子の意見も納得できる部分がある。とはいえ、特別な感情を持たれているはずなどない。きっとものすごい人情深い性格なだけ。

「真希はよく食べるのにスタイルいいし、健康的でナチュラル美人だし。気立てもよくて、十分魅力的なんだからありえない話じゃないのに」

「ありがとう。お世辞だとしても褒められてうれしい」

　私があっさりと返すと、敦子は「お世辞じゃないのに！」とさらに力説してきた。

　そうこうしているうちに、マフィンはできあがり、無事にラッピングまで終わらせられた。




　翌日。私は敦子と出勤し、業務をこなしていた。

　敦子が取り計らってくれて、私は無事に約束の時間の少し前に休憩に入れた。

　妙な緊張を抱き、ロッカーにエプロンをしまって外へ出る。

　うちの料理教室は一面ガラス張り。今日はとてもいい天気だとわかっていたけれど、やっぱり実際外に出ると心地いい日差しや温かな風、春の香りを感じられる。

　待ち合わせ場所のカフェへは徒歩一分。入り口へ向かう間にガラス越しに店内を見たら、席に着いてタブレットを眺めている佐渡谷さんがいた。約束の時間まであと五分あるが、すでに待っている佐渡谷さんを見つけたため、慌てて小走りで入店する。

「すみません！　だいぶお待たせしてしまいましたか？」

　私が声をかけたら、彼は手にしていたタブレットをカバンにしまった。

「気にしなくていいよ。予定より早く仕事が終わったんだ」

「そ、そうでしたか」

　どのくらい待っていたんだろう。私は申し訳ない気持ちを残し、おずおずと向かいの席に座る。店員の女性がオーダーを取りに来たので、アイスティーをオーダーした。

　改めて彼と向き合い、緊張する。そろりと目線を上げていくと、彼はコーヒーを口に含んでいた。

　うわあ。おしゃれなカフェと素敵な男性……すごく絵になる。映画や雑誌のワンカットみたい。綺麗すぎてジッと見ていたいところだけど、目が合ったら気まずいし。

　そわそわとして視線が定まらない。飲み物がまだ来ていないから手持ちぶさただ。困っていたら、佐渡谷さんがカップをソーサーに戻して口を開く。

「宇川さんは今どのくらい時間ある？　昼はもう済ませた？」

　彼の艶やかな声で『宇川さん』と呼ばれると、ドキッとする。

「休憩中なので一時間弱くらいは。昼は仕事で軽く食べた程度ですが……」

　瞬間、自分の腹部から、きゅるると高い音が鳴った。さほど大きくない音だったとはいえ、向かいの佐渡谷さんには聞こえていたに違いない。

　私は自分の顔が熱くなるのを感じ、たまらず俯いた。

「す……すみません……」

　ああ、もう。恥ずかしすぎて消えてしまいたい。

　ギュッと目を瞑り、硬直していたら、「ふっ」と笑い声が聞こえた。

　私はゆっくり佐渡谷さんを見る。彼の表情は面白がってなどおらず、柔和な瞳で受け止めてくれていた。

「宇川さんさえよければ、このまま食事に付き合ってくれないかな？　俺、この後も外回りだからここで食べようと思ってて」

　これは……お腹が鳴った私を助けようとして提案してくれただけ。ともすれば、断る権利など私にはない。

「は、はい。私でよければご一緒させてください」

　ガバッと頭を下げて返事をするなり、正面から今度は楽しげな笑い声がした。

　佐渡谷さんて、こんなによく笑う人なの……？　光汰とのいざこざの時は泰然自若でそういう印象はなかった。

　意外な一面に呆然としていたら、彼からサッとメニューを差し出される。

「なににする？」

　私はおどおどとメニューを受け取り、目を落とす。直後、たちまちメニューに意識を集中させてしまった。

　実は、このカフェは以前から気になっていた店。職場から近いわりに、なかなかタイミングが合わなかったのだ。きっと、今後もこの店でランチする機会はそう多くはなさそうだし、美味しいものを食べたい。

　慎重に悩んだ末、魚のフリットがメインの写真に指を置いた。

「ランチプレートＢにします」

「わかった」

　ちょうどそこに、先ほどオーダーしていたアイスティーが運ばれてきた。

　佐渡谷さんがオーダーを済ませてくれている時、テーブルの上に置いておいた紙袋の存在を思い出す。

　信じられない！　お礼のために時間を割いてもらったのに、肝心のお礼の品を渡す前にメニューに気を取られてしまっていた。

　スタッフが下がった直後、話を切り出す。

「これっ……先日と昨日のお礼です。お口に合えばいいのですが」

　深々とお辞儀し、焼き菓子を佐渡谷さんに差し出す。

「ああ。どうもありがとう」

　佐渡谷さんが受け取る際、微かに指先が触れた。それだけで心臓が大きく跳ね、私は咄嗟にまた俯く。

「い、いいえ。こちらこそ、色々とお世話になりました」

　動揺していたのもあり、当たり障りない言葉になってしまった。

　大体にして、佐渡谷さんみたいな眉目秀麗な人、自分の視界に映すだけで緊張する。ただ座って飲み物を口にしているだけで絵になるほど、魅力のある男の人。そんなスペックの高い男性にこれまで出会った経験などない。そりゃ、どう頑張ったって平静を取り戻せるわけないよ。

「料理教室の講師にまでなるってことは、料理が好きなんだ」

　長い足を組み、軽く頬杖をついた彼に言われ、私はこくりと頷いた。

「はい。小さい時から唯一の趣味でした」

「そう。だったら調理学校に通ってたり？」

「そうなんです。実家は周りが畑や田んぼばかりの田舎で、当時は私が希望するような学校があまりなくて、思い切って東京の専門学校に……」

「へえ。上京してきたんだ」

　言葉を重ねるたび、徐々に緊張がほぐれていく。私にとって話しやすい内容の会話のおかげかもしれない。

　そこに、先ほどオーダーしていたランチプレートが運ばれてきた。目の前にプレートを置かれ、私は一瞬で料理に興味を引かれる。

　白身魚の他に、じゃがいもやシソ、春野菜のフリット。緑や赤の彩りの綺麗なサラダ。雑穀米にスープもついている。

　スープの香りもいいけれど、やっぱりフリットの薄づき衣が一番食欲を掻き立てる。

「美味しそう！　ここ、気になってはいたものの今まで利用したことがなかったのでうれしいです」

「へえ。こんなに料理教室から近いのに」

　佐渡谷さんはそう言って、木製のカトラリーケースからフォークを取ってくれる。私は会釈して受け取った。

「仕事が仕事なので。受講生の皆さんと一緒に食事するんですよ。お菓子作りの時は自宅でお弁当を用意しますし。外でランチすること自体あまり馴染みがないんです」

「なるほど。じゃあ、今日はお弁当があったんじゃない？」

「あ……それが今日はうっかり寝坊して。そんな日に限って、午前中の担当レッスンはお菓子だったので……誘っていただけてよかったです」

　昨晩、敦子とマフィンを焼いた後も話に花が咲いて、寝るのが遅くなったために朝寝坊してしまったのだ。

「そう。空腹時、目の前に食べ物がある仕事って我慢するのが大変そうだな」

　佐渡谷さんは慣れた手付きでカトラリーを扱う。スマートな所作で食事をする姿に、またもや見惚れた。

　彼が伏せていた瞼を上げ、黒褐色の瞳を露わにする。その魅力的な瞳にドキッとしつつ、どうにか答えた。

「いえ、案外平気なんです。好き嫌いもなく、食べるのは大好きですが、私はどちらかというと、食べてもらえる方に喜びを感じますし」

　そう思うようになったのがいつからだったか、もうわからない。気付けば自分が作ったものを食べてもらうのがうれしくなってた。

「『美味しい』って笑顔を見せてくれるのって、私たちが生活する中で一番シンプルな幸せのかたちだなって思うんです」

「なるほどね。確かに、そんな無邪気な笑顔見ればうれしくなるわけだ」

「え……？」

　つい自分の気持ちを語るのに集中していて、彼からまっすぐな視線を向けられていたとは知らなかった。わかった途端、いっそう動悸が激しくなっていく。

　彼は手にしていたナイフとフォークを一度置いて、さわやかに頬を緩める。

「他人の幸せを語る今のきみも、すごくいい表情してるよ」

　褒め言葉よりも、クールな印象の佐渡谷さんが、とびきり柔らかな顔を見せたことに衝撃を受けた。私の胸は高鳴り続け、彼から視線を外せない。

「ところで宇川さんは小食だったりする？」

「え？　あっ、いえ……お恥ずかしながら……結構食べます」

「よかった。それじゃあ、これ。よかったら先に少し分けるよ」

　佐渡谷さんはそう言って、自分のプレート上の切り分けてあったチキンをカトラリーで掬う。そして、私のプレートの隅にそっと移してくれた。

「ええっ。すみません！　私、そんなつもりじゃ」

「職業柄いろんな味を試してみたらいい。さっきもメニュー見て迷ってたみたいだし」

　さらっと指摘され、びっくりした。彼の言う通り、魚と肉どちらをオーダーするか迷っていたから。そこまで見抜かれていたなら、今さら取り繕う必要もない。

「ありがとうございます。気付かれてたなんて恥ずかしいです……。普段から観察力に長けてらっしゃるんですね」

「いや、きみがとても難しい顔をしてメニューを見ていたから単純に気になって」

　いったい私はどんな顔していたんだか。

　想像するのも恥ずかしくて、それ以上考えないようにした。羞恥心をごまかすようにプレートに目線を戻し、ナイフを持つ手を動かす。

「もしご迷惑でなければ私のものも……」

　この対応が合っているかわからないが、流れ的に伺ってしまった。しかし、なんの心配もないくらい、佐渡谷さんはあっさり受け入れてくれる。

「いいの？　じゃあお言葉に甘えて」

「は、はい。もちろんです」

　私が素早く自分のメインディッシュであるフリットをひと通り取り分けると、彼は「ありがとう」とまた微笑んだ。

「さあ、食べようか」

「そうですね。いただきます」

　彼に促され、両手を合わせてからランチプレートと向き合う。アスパラのフリットにフォークを近付け、ぽつりと呟いた。

「佐渡谷さんはこういうの、嫌なタイプじゃないんですね」

「ん？」

「ほ、ほら！　シェアは抵抗ある人もいますから！」

　男女問わず、そういう行為を好まない人はいると知っている。現に光汰がそういうタイプだった。光汰は基本的に、自分のものは自分のものというスタンスだったから。

　別にそれに対して苛立つわけじゃない。人それぞれの価値観だ。私も自分の考えを押しつけようとは思わなかったし。

　ただ、私は同じものを食べて美味しさを共有するのが好き。

「俺は気にならないよ」

　だから……彼のひと言が素直にうれしい。

　取り分けた料理がお互いのプレートにあるのを見て、妙にドキドキする。

　私が譲ったフリットを、佐渡谷さんは上品に口に運ぶ。

「佐渡谷さんって、お食事の仕方がとても綺麗」

　本当に言葉の通り、目を奪われていた。彼は口元に軽く握った手を添え、笑いを噛み殺す。

「そんなことはじめて言われた」

「し、親切で作法もきちんとしていて！　完璧な人ですね」

　私が勢い任せにずっと抱えていた思いを吐露すると、彼はふいに横目で私を捕らえた。そして、苦笑してフォークで雑穀米を掬う。

「そうでもない。実はこういう豆類は得意じゃないんだ」

　私はぽかんとして、フォークの上に乗った雑穀米を見た。数秒後、笑いが漏れる。

「ふふっ。確かに男性はあまり雑穀米を好まないイメージがあります」

「いい歳して好き嫌いなんて恥ずかしいだろう？」

　佐渡谷さんは口の端を上げながら長い睫毛を伏せ、雑穀米を食べた。

　彼のリラックスした雰囲気に、以前とは確実に違う印象を抱く。

　私は緊張が徐々に薄れ、いつしか対等な心持ちになってすらすらと発言する。

「まあ、嫌いなものだけお皿の隅に除けるのは見栄えはよくありませんが……無理までしなくてもいいと私は思うんです」

　今度は私も自分のプレートから黒豆をフォークにのせる。

「黒豆はカルシウムやたんぱく質が豊富に含まれてますが、どうしても無理なら乳製品やブロッコリーからでもいいですし。別の食材で栄養を摂取すればいいんですよ」

　ぺらぺらと話をしたのち、きょとんとしている彼を見てハッとする。

「あ……。なんか職業病で……。えらそうにごめんなさい」

「いや。謝る必要はないよ。為になった。さて、宇川さんの時間も限られてるし、急いで食べよう」

　その後、私は何度も彼に意識を奪われつつ、いつもよりも上品に食事を進めた。




　約三十分後。

「佐渡谷さんっ。ダメです。ちゃんとお支払いしますから」

　カフェを出た私は、財布を手に佐渡谷さんの背中を追いかけていた。

　佐渡谷さんは足を止め、さらりと断る。

「いいから。お礼のお礼ってことで。ランチは俺が誘ったわけだし」

　佐渡谷さんは私がさっき渡した紙袋を見せ、さらに続けた。

「それより休憩時間ギリギリじゃないか？　俺の昼に付き合わせて引き留めて悪かった。間に合う？」

「あ、はい。すぐそこなので平気です」

　腕時計を見れば本当に時間ギリギリ。ランチ代金の支払いの件をきちんとしたかったが、これ以上は時間がない。私は致し方なく、彼の厚意を受け取るしかなかった。

「すみません……ごちそうさまでした。会社までお気を付けて。失礼します」

　深々と頭を下げ、職場へ急ごうと踵を返した瞬間。

「ごめん。やっぱり待って」

　突然手首を掴まれ、驚いた。私は足を止め、目を見開いて佐渡谷さんを振り返る。

「俺の連絡先教えておく」

「え？」

「またなにかあった時、ひとりでも頼れる人間が多い方がいいだろ？」

　彼は内ポケットから名刺を取り出し、私の手に握らせる。

〝また〟なんて、そこまで甘えるわけにはいかない。とはいえ、本当にまた次なにかあったら……。

　戸惑いを隠せずに瞳を揺らしていたら、彼の低く力強い声に意識を引かれる。

「……っていうのは口実で、きみとの時間がとても有意義なものだったから。もう少し話をしてみたいと思ったんだ」

　私は彼の精悍な目を見て、胸が大きく鳴った。

「用がなにもなくてもいい。いつでもいいから連絡待ってる。じゃ、仕事頑張って」

　佐渡谷さんは一方的に言い残し、颯爽と去っていく。

　私は彼のたくましい背中を茫然と見送り、彼の姿が見えなくなってから手元の名刺に目を落とした。

「『七なな井い物産』……社長……？　ええっ！」

　七井って、不動産や銀行、製紙会社に放送局まで傘下にある『七井グループ』？　七井物産もグループに属する大手総合商社だったはず……。

　私は名刺から視線を戻し、再び彼が去っていった方向を見る。

　佐渡谷さんの正体に驚愕する反面、彼のこれまでの堂々とした立ち居振る舞いを思い返し、納得したのだった。




　その日の夜。帰宅してから、しばらくスマホと睨めっこをしていた。ため息とともに大きく項垂れる。

　ローテーブルの上のスマホの横には、佐渡谷さんの名刺。

　昼過ぎの職場に戻った後の話だ。私は当然敦子から、佐渡谷さんとはどうだったのかと聞かれた。休憩時間いっぱい彼と会っていたのもあり、『絶対なにかあったでしょ』とにやけ顔で詰め寄られた。

　気恥ずかしさがありつつも、特に隠す内容でもなかったし、私はありのままを伝えた。そうしたら、敦子は大きくさせた目をキラキラさせて、『今夜中に連絡しなよ！』と強く念押しされた。

　敦子の真意はどうであれ、確かに別れ際にお礼は伝えたものの、改めてメッセージを送るのが礼儀かもしれない。わざわざ名刺までくれたわけだし。

『もう少し話をしてみたい』

　ふいに彼の艶やかな声が脳内で再生される。

　いったいどういう意味合いで言ったんだろう。

　テーブルにやおら頬を乗せ、名刺を指で摘まみ上げる。

　私の人生、ここまで立派な肩書きの人と関わる機会もないだろうな。最初で最後と思えば、メッセージのひとつくらい……。

　私はむくりと上体を起こし、スマホを取った。

【宇川です。今日はお礼のためにお会いしたはずが、逆にごちそうになってしまいすみません。ありがとうございました】

　そこまで打ち終えて入念に文章を確認したら、勢いをつけて送信する。送信済みのショートメッセージ画面を一瞥し、スマホを伏せた。直後、着信音が鳴り始める。

　――佐渡谷さんだ。

　私は狼狽えつつ、勢いで応答した。

「は、は、はい！」

《あ、ごめん。今忙しかった？》

「いっ、いえ……突然でちょっと驚いただけで」

　ただでさえ色っぽい声なのに、直に耳孔に入ってくれば、当然ドキドキしてしまう。

　いきなり電話だなんて。反応があるとしてもメッセージの返信程度だと思っていた。

《ああ。悪い。だけど、電話っていつもふいうちに来るもんじゃないか？》

「確かに……」

　佐渡谷さんの指摘に萎んだ声で答えると、スピーカーからくすくすと笑い声が漏れ聞こえてきた。彼の笑い声はめずらしくて、どぎまぎする。

《ところで宇川さんって、下の名前〝マキ〟って呼ばれてたよな？　どう書くの？》

「え？　真実の〝真〟に希望の〝希〟……ですが」

　突拍子もない質問に唖然とし、戸惑い気味に回答する。

　まさか、そのためだけの電話？　嘘でしょ？

　狐につままれた気分でいたら、佐渡谷さんから柔らかな声が返ってくる。

《いい名前だな。イメージにぴったりだ》

　はじめての感覚に襲われた。誰かの声で、こんなにも胸が高鳴る。

　早いリズムを刻む鼓動が落ち着かなくて、私は胸をグッと押さえた。

「も、もしかして名前を聞くために、わざわざ電話を……？」

　って、まさかそんなわけないか。

　そう心の中で思った直後。

《そう。きみの名前を登録したくて》

　あっさりと肯定されて愕然とした。困惑するも、彼は構わず話を続ける。

《それと、用件はもうひとつあるんだ。宇川さん、次の休みっていつ？》

「休み……ですか？」

《うん。土曜とか日曜はやっぱり仕事？》

　ぽんぽんと質問を重ねられ、頭の中はさらにパニック状態。

《宇川さん？》

「あっ、す、すみません！　そうですね。基本的に土日祝日は仕事です。次の休みは明後日から二連休で……」

　正座でピンと背筋を伸ばし、壁にかけてあるカレンダーを見て答えた。

《予定は？　空いてる？》

　心拍数が急激に上がる。手に汗をかきながら、信じられない気持ちで口を開く。

「ええ……特になにも予定は入っていませんけれど」

　私の思い違いじゃないよね……？　これって、佐渡谷さんに誘われてる……？

《なら、明後日の夜、空けておいて。また一緒に食事したい》

　困惑している私に、決定的な誘い文句がスピーカー越しに聞いて取れた。

　一瞬で思考が真っ白になる。忙しなく視線を部屋中に彷徨わせ、ぽつりと呟いた。

「食事……」

　当然ふたりで、だよね？　そんな、まるでデートみたいな……。

　状況を理解しきれない。わかっているのは、自分の気持ちが高揚している事実だけ。

《じゃあ、また連絡するよ》

「はっ、はい。わかりました」

　慌てて返事をしたら、声が裏返った。

　急な展開でいっぱいいっぱいなのが、電話越しにでも気付かれていそう。

　私は自分の服の裾をギュウッと握りしめ、固く瞼を閉じた。その時――。

《楽しみだ》

　喜びを含んだような声音に、さらにドキッとさせられた。同時に、涼しい目を柔らかく細める彼の顔が浮かんだ。私との約束でうれしそうにしている佐渡谷さんに、私は口元を引きしめる。だって、そうしなきゃときめくあまり、頬が緩みっぱなしになりそう。

　私、どうしちゃったの？　出会って間もない相手に翻弄されてる。どちらかといえば、堅実的な性格なはずなのに。こうも容易く心を揺さぶられるなんて。

　胸の内で何度も『落ち着け』と繰り返す。しかし、すでに彼の予測不能な言動に振り回され、ペースを握られている。

《あ、そうだ。今日もらった焼き菓子、とてもしっとりしていて美味しかったよ。甘さもちょうどよくて、コーヒーにもよく合った。ごちそうさま》

　当たり障りない話題になり、密かに安堵する。

「本当ですか？　それならよかったです」

《うん。ああ、もう十二時になる。遅い時間に電話してすまなかった。おやすみ》

「はい。おやすみなさい」

　私は通話を終えたにもかかわらず、しばらくスマホを手に持って放心していた。

　数十秒経ったあたりで、おもむろに画面に指を落とす。着信履歴を開くと、今日登録したばかりの彼の名前が一番上に表示されていた。

「もう……信じられない」

　私はビーズクッションに身体を預けるなり、脱力して無意識にそうこぼしていた。




　約束の日。どうにもそわそわしてしまい、朝六時には目覚めていた。

「服はどうしよう……」

　ロフト下のクローゼットを開き、引きで眺めてしばらく考え込む。

　佐渡谷さんからは昨日も連絡が来て、その際、今日のプランも聞いていた。彼の行きつけのフレンチレストランへ連れていってくれるらしい。

　どんなレストランなのか想像しては期待を膨らませていたのも束の間、相応の服装をしなければならないと気付いたのが昨日の深夜。

　ああ、まったく。大失態だ。早い段階で気付いていれば、どんな服がいいか敦子に相談できたのに。恥ずかしがってないで、素直に敦子に報告しておけばよかったんだ。

　シフトがすれ違いだった敦子へ連絡するか迷ったものの、私は色恋沙汰の話題を自ら振るのがどうも照れくさくて控えたのだ。

　今日の約束の時間は午後六時。佐渡谷さんがわざわざアパートまで迎えに来てくれる予定。一度は遠慮したけれど、彼が《いいから》と言ってくれたので甘えることにした。

　約束の時間までには、ちょっと買い物して戻ってくるのは可能だ。幸い、早起きしてショップの開店に合わせて出られる。……いや、待って。よくよく考えたら今日の約束のために服を買いに行くのは、浮かれすぎじゃないだろうか。

　私は数秒考え込んだのち顔を上げ、意を決してクローゼットに手を伸ばした。




　ちょうど日暮れ時。私はひとりで恵え比び寿す駅東口にいた。

　落ち着かない気持ちでスマホと周りを交互に見やる。

　ただ黙って立っているだけなのに、小走りしたみたいに心臓がちょっと跳ねてる。待ち合わせって、ここまで緊張するものだったっけ。

　実は、昼過ぎに佐渡谷さんから着信があった。《会議が長引きそうで……。申し訳ないんだけど、恵比寿駅で待ち合わせに変更してもらってもいいかな？》と打診され、私はふたつ返事で承諾した。もともとアパートまで来てもらうのは申し訳なかったし、迷う余地はなかった。

　男の人と約束して出かけるのは、光汰と別れてから一度もない。ワンピースを着るのだっていつぶりだろうか。

　私は視線を下げ、今着ている服に手を添える。

　落ち着いたネイビー色のアイラインワンピース。去年、敦子と一緒にウインドウショッピングをしていた時に、綺麗なシルエットに惹かれて購入した。普段はもっぱらパンツスタイルの私がつい衝動買いをしてしまったのはいいが、ほぼ着る機会がなかったワンピース。

　変じゃないよね……？　家でもスタンドミラーで入念にチェックしてきたし。

　頻りにロング丈のスカート部分に触れては、そわそわとする。そこに、黒いスポーツカーがやってきた。とても高級そうなその車に目を奪われていたら、私の目の前で止まり、運転席側のウインドウが下がった。

「迎えに行けなくて本当にごめん」

「さ、佐渡谷さん！」

　洗練されたデザインの車に、周りの人も注目している。私も想像をはるかに超えていて驚いていた。

「どうぞ。隣に乗って」

　佐渡谷さんに促されて我に返り、反対側へ回る。恐る恐るドアハンドルに手を伸ばし、車に足を乗せた。シートに腰を沈めるなり、これまで乗ったことのある車との違いを実感する。

「私、外国車ってはじめて乗ります。左右反対だとなんだか変な感覚ですね」

　私はペーパードライバーゆえのゴールド免許保持者。一般的な運転席側に座ったのは、もう五年以上前の話。そのため、今もシートベルトを締める方向に戸惑ってしまった。

　佐渡谷さんは、慣れた手つきで煌々と光っているギア周りボタンを操作し、車を発進させる。

「左ハンドルは俺も慣れるまで違和感あったよ。それより、急な変更をお願いして申し訳なかった。ここまで来てくれてありがとう」

「いえ。いつもの通勤とさほど変わりませんし、気にしないでください」

　手をぶんぶんと横に振って返すと、彼は脱力するような長い息を吐いた。

「愛想つかされて予定キャンセルされるかとヒヤヒヤしてたんだ。だから今、すごくホッとしてる」

　束の間の赤信号で微笑まれ、私はたちまち顔がカーッと熱くなる。

　彼とこうして時間を重ねるたび、ことごとくはじめのビジネスライクなイメージを覆される。『ヒヤヒヤしてた』だんて、そんな風に感じる人とは思わなかったから。

　その後、会話を重ねているうちに、十分もしないで目的地に到着した。

　車から降りてまず、真っ白い壁の隠れ家的なレストランが目に飛び込む。建物の中から漏れるオレンジ色の灯りが、庭の緑を柔らかく照らしていてとても雰囲気がいい。

　私は幻想的な雰囲気にふわふわとした気分で歩みを進めていく。

　おしゃれな造りにうっとりしていたら、佐渡谷さんがドアを開けて待っていてくれているのに気付いた。肩を窄め、慌てて入店する。

　店内もまた外観からの期待を裏切らない素敵な空間で、思わずため息がこぼれる。

　アンティークな調度品、照明……。まるで外国の世界に足を踏み入れたよう。

　そこに、男性スタッフがやってくる。

「いらっしゃいませ、佐渡谷様。お待ちしておりました」

　男性はこちらが名乗る前に名前を口にし、恭しくお辞儀をする。佐渡谷さんが〝よく行く店〟と言っていた通り、かなり懇意にしているみたい。

　私たちは奥へと案内され、個室に通された。スタッフが引いてくれた椅子にそっと腰を下ろし、個室内もじっくりと観察する。

「素敵なお店ですね。雰囲気とか……インテリアまで凝っていて」

　木の温もりが伝わってくるテーブルや、頭上にぶら下がった球体のペンダントライト、窓から覗く庭園すべてが最高級だと感じる。

「世界で活躍している空間デザイナーが手がけたらしい。宇川さんが気に入ってくれてよかった」

「想像以上です。なんだか夢みたい……」

　私は改めて、一張羅のワンピースを選んで正解だったな、と心の中で呟いた。

「夢じゃないよ。料理も気に入ってくれるといいんだけど。ここのシェフとは付き合いも長くてね。今日はお任せでフルコースを頼んでる。前に宇川さんは好き嫌いないって言っていたから」

　佐渡谷さんの言葉に目を丸くした。そんな些細な会話の内容まで記憶してくれていて、ちょっとうれしくなる。

「ふふ。楽しみです」

　すると、佐渡谷さんが人差し指を立て、自分の口元に添えた。

「もし豆類が出てきても、俺が苦手だって件は秘密にしてて」

　彼の潜めた声もまたセクシーだ。

　私はうっかりドキッとして、コクコクと頷いた。私の反応を確認した佐渡谷さんは、苦笑いを浮かべる。

「小さいことだが、カッコ悪いだろう？　だからこの秘密は宇川さんしか知らない」

　さりげなく囁かれた言葉に胸が高鳴る。

　なぜ佐渡谷さんは、こうも私を翻弄するの。

「飲み物はどうしようか？　宇川さんの好きなものオーダーするよ」

　私の動揺など知る由もない彼は、あっさりと会話を進めていく。

　私は差し出されたメニュー表を見て、しばし悩んだ。

「……私、佐渡谷さんと同じもので」

　今日、佐渡谷さんは車だ。きっと帰りも運転するだろうから、お酒は飲まないはず。そんな中で私だけお酒を飲むのは憚られる。

「あー、車のせい？　気遣いは不要だよ？」

　佐渡谷さんは私の思考を見透かしたのか、やさしく言った。

「いえ。やっぱりミネラルウォーターにします。料理の味がよくわかりますし」

　佐渡谷さんは私の判断に目を丸くした後、「さすが」と笑う。それからスタッフを呼び、ミネラルウォーターをふたつオーダーしていた。

　再びふたりきりになった途端、私の胸は普段と違う鼓動を打ち始めた。

　正面から彼の視線を感じて――。

「今日は雰囲気が少し違う」

　そう言って、いまだに視線を注いでくるものだから、私の心臓はバクバクしてる。

　だったら、佐渡谷さんだって同じだ。今、目の前にいる彼は揉め事から助けてくれた時よりも、カフェで食事をした時よりも魅惑的。彼の双眸と向き合うと、時間も場所も忘れて意識を奪われそう。

「服装のせいでしょうか。いつもは動きやすさを重視してパンツスタイルなので」

「ん。あと、髪型かな」

「あ……。そうですね。仕事では必ず結ぶから癖で普段は滅多に下ろさないですね」

　今日、私はワンピースに合わせて髪を下ろしてみた。うまくアレンジできればよかったのだろうけれど、あまり得意ではなくて。

「下ろしていても似合う。綺麗な髪だ」

　片時も視線を外さずにそんなセリフ言われたら、勘違いしちゃうよ。彼と見つめ合っているうちに、どんどん気持ちが大きくなっていきそう。

　そこに、いいタイミングでスタッフがやってきた。

「お待たせいたしました。お飲み物とアミューズをお持ちいたしました」

　手慣れた様子で私たちの前に飲み物と、もうひとつずつグラスを置いていく。

　私は目の前に置かれた、コロンとした丸みを帯びたオールド・ファッションド・グラスに注目した。

　背が低いグラスの上には、細長いパンのようなスティックが添えられている。中身はとろりとしていそうなクリーム状のものが浅く入っていて、上には半熟の卵黄が盛りつけられていた。

　まじまじとグラスを見ていたら、正面から短い笑い声が聞こえてくる。

「ああ、ごめん。きみは料理を前にすると表情が一段と明るくなるなあと思って」

「えっ。ど、どんな顔をしてるんですか……？」

「いい表情してる」

　無意識のため自分じゃよくわからない。そういった指摘されるのははじめてで、戸惑って頬に手を添えた。

　私はなんとか平静を取り戻して乾杯をしてミネラルウォーターを口に含み、アミューズと向き合った。

　グラス口にのったねじったかたちのスティックに、細部まで遊び心を感じられる。そっと指でつまみ、ひと口食べてパイ生地だとわかった。いよいよグラスの中へスプーンを沈ませると、とろっとした感触がした。未知の料理にわくわくが止まらない。

　まずほんの少しの量を掬って口に入れた。それにもかかわらず、口内いっぱいにまろやかな味が広がっていく。

「うわあ。すごく濃厚な卵。クリームソースと卵だけだと濃すぎるけど、バルサミコ酢がさっぱりしていていいアクセントですね。へえ……こういう料理もあるんだあ」

　私は味わい足りなくて、もう一度スプーンを口に運んだ。喉を通るたび「美味しい」と呟いてしまう。そのうち手が止まらなくなって、あっという間に完食した。

　ふと佐渡谷さんがこちらを見ているのに気付き、恐縮する。

「あ。すみません……いちいち反応しちゃって、うるさかったですよね」

「いや？　本当に美味しそうに食べるなあって、こっちまで楽しくなってただけ」

　今日の佐渡谷さんはすごく柔らかな表情をする上、言葉がストレートだ。どうもペースを乱される。

「前にきみが言っていた話、改めて実感したよ」

「え？」

　私、なにか言ったっけ？

　必死に記憶を手繰り寄せるものの、瞬時に答えが出てこない。心あたりを思い出せず、焦り始めた時に佐渡谷さんがニコリと笑う。

「美味しそうに食べてる顔を見ると幸せになる、ってやつ」

　正解を聞いて、目を丸くした。それは、なにげなく話した内容。まったくと言っていいほど、印象的な会話ではなかったと自覚してる。

　佐渡谷さんは人がいいだけでなく、記憶力もコミュニケーション力も高いんだろう。だって、一緒にいてすごく楽しい。

　彼と目を合わせ小刻みに跳ねる鼓動を感じているところに、ノックの音がした。

「失礼いたします。オードブルをお持ちいたしました。〝春の香り〟です」

　スタッフの手にはガラスのスクエアプレート。

　野菜が散り散りに盛りつけられていて、まるで絵画。内容はアスパラ、さやえんどう、筍、ルッコラ……。

　私は興味津々にプレートに注目し、ナイフとフォークを手に持ってまずは筍を口へ運んだ。職業柄色々と食していると思っても、これまで口にしたものとは別格だ。

「口に入れたら、ふわっと春野菜独特の香りがしますね。余韻が残るくらいに」

　私は鼻に抜ける微かな香りを堪能し、感嘆した。

「さっきのアミューズの卵もだけど、ここの野菜はすべてオーガニック素材なんだ。やっぱりプロの舌からしても、風味が違う？」

「プロだなんて！　でもなるほど……。オーガニック野菜ですか。どうりで素材の味が濃いわけですね。こんなに多くの種類を……。贅沢だなあ」

　シンプルな調理法で出されたせいか、普段自分で作る料理との違いがよくわかる。

　最高の食材を使用し、腕利きのシェフが腕によりをかけて作ったもの。ひと口ひと口に感動するのは当然だ。

「ここでその味に感動して……。それから、うちの会社でも積極的にオーガニック製品を取り扱うようにしたんだ」

　佐渡谷さんがそう言って軽く睫毛を伏せ、ミネラルウォーターを飲む様が優雅。

　こちらを見ていないのをいいことに、彼をこっそり見つめる。

「その辺は俺もまだ勉強不足な部分もあるから、料理教室の講師であるきみの感想はきっととても参考になると考えていて。予想通り、きみのレポートは上手だ」

　――急に突き放された気がした。

　彼の淡々とした言葉に自分でも驚くほどショックを受ける。たった今、噛みしめていた味がぼやけてしまうほどに。

　いったいなにを期待していたの。彼はあくまで仕事の延長で私に声をかけてくれただけ。特別な感情があるわけじゃない。

　現実を突きつけられた私は、その後、食事を進めるのがやっと。会話の内容も頭に入ってこない。

　食事を終えてからは、彼が車で私のアパート付近まで送ってくれた。

　私は到着するまで上の空で、ほとんど彼の顔をまともに見ることができなかった。




　昨夜、ひと晩中考えに耽っていた。カーテン越しに朝陽を感じ、慌てて固く目を閉じた。おかげで、せっかくの休日二日目なのに目覚めるのが遅くなってしまった。

　私はむくりと身体を起こし、ゆっくりとロフトから下りた。

　時刻はもう十時を過ぎたところ。

　テレビをつけてはボーッと眺め、十一時になる頃ようやくキッチンに立った。

　ぐるぐると昨日の自分の言動を思い返すたび、相当浮き立ってた気がして羞恥心に苛まれる。

　現実に引き戻すかのごとく、ガステーブルの警告音が聞こえた。私は慌ててスイッチを押し、フライパンの上で茶色くなった卵焼きを取り出した。

「あ～あ……」

　今日は甘い卵焼きにしたせいで焦がしてしまった。いや、味つけのせいではなく、料理中にぼんやりしていたのが原因なんだけど。

『きみは料理を前にすると表情が一段と明るくなる』

　ふいに佐渡谷さんの言葉が脳裏をよぎる。

　異性にそんな風に言ってもらった経験がなかったから、やけに印象強く残ってる。

　……うん。そうだ。単に言われ慣れない言葉だったせい。決して〝彼だから〟というわけじゃない。

　朝昼兼用の食事を終え、キッチンを片付けた流れで部屋を掃除する。掃除機をかけながら、ふとかけ時計を見上げた。

　昨日の今頃は……気持ちが落ち着かなくて料理してたな。

　スタンドミラーに映る自分と目が合って、思わず鏡の中に映る人を嘲笑う。瞬間、髪を留めていたクリップが外れて落ちた。胸元で揺れる毛先に、昨夜の記憶が蘇る。

『下ろしていても似合う。綺麗な髪だ』

　重症だ。こうしてなにをしていても、意識していなければ彼の言動を思い起こしては、胸の中が彼でいっぱいになる。

　私はふるふると首を横に振った。

　落ち着け。時間が経てばもっと冷静になれるはず。彼とはもう会う機会もないから、このままおぼろげな思い出に変わっていく。

　――今だけ。こんな思いで過ごすのは。

　一心不乱に部屋を整え、ひと通り終えた私はコーヒーを一杯飲んだ後、行き先も決めずに家を出た。




　五月中旬ともなれば、陽も長くなってきて夕方もゆったり過ごせる。

　あてもなくふらりと近所を歩いていくうちに、街並みが夕暮れにのまれていく。赤々と照らす太陽が、自分の影を長く伸ばしていた。

　もうどのくらい来ただろうか。距離にしたら三キロくらい歩き続けていた気がする。

　そろそろ引き返すタイミングを考えなければ、と足を止めた先に一軒のラーメン屋が目に入った。スマホで時間を確認したら、六時半を過ぎている。

　帰りはバスに乗ればいいか。今夜は楽をしてラーメンを食べて帰ろう。

　そう決めて一歩踏み出した時だ。ジーンズのポケットにしまいかけたスマホが高い音を鳴らした。私は動きをぴたりと止め、もう一度スマホを見る。ディスプレイを確認した途端、大きな動揺に襲われた。

　発信主は【佐渡谷拓馬】となっている。

　どうして……。

　一番に浮かんだのは疑問だ。しかし、すぐに昨日と同様、仕事に関わる話だろうと覚悟した。期待すればするほど、自分が滑稽に思えてしまうから。

　応答を迷う間も、ずっと着信音は続いている。

　私は思い切って、彼からの通話を繋いだ。

「……はい。宇川です」

《もしもし。今、なにしてた？》

　耳孔に響く声は、やっぱり色気があってドキドキさせられる。頬は熱くなり、胸の奥がきゅうっと締めつけられる。

　私は胸に手を当て、すうっと息を吸った。

「特になにも。近所を散歩していました」

　素っ気なく答えたのは、自分の迷いをきっぱり断ち切るため。

　そもそも電話を受けたのも、これで彼との繋がりを絶とうと思って。しかし、意に反して心が苦しい。

　私は足元を見ながら、佐渡谷さんの返答を静かに待った。

《そう。だったら予定はない？　よかったらこれから会えないかな。また食事でも》

　私の突き放し方が伝わりづらかったのか、彼はなにもなかったように誘ってきた。

《食事でも》という言葉に、複雑な心境を抱く。

　再度声をかけてくれた喜びと、それはあくまで彼の仕事に必要なためだ、と戒める気持ちとで葛藤する。

　私はきゅっと唇を引き結び、明るく言い放った。

「すみません！　今すごくラーメンを食べたい気分で。それに私、今日は普段着で出てきてますから、佐渡谷さんに恥ずかしい思いをさせるだけかと。申し訳ありませんが、食事は別の方と楽しんできてください」

　佐渡谷さんほどの男性なら、私が断ったって代わりに声をかける相手はいくらでもいるはず。裏を返せば、わざわざ私に固執する必要はないのだ。食事の感想くらい、きっと誰だって言える。私はひと時、素敵な時間を過ごせた。それで十分。

　自分の中で懸命に区切りをつけた、刹那。

《別の相手なんて考えられない。俺はきみしか誘いたくない》

　彼の信じがたいセリフに、なにも返せない。

《今、自宅付近なんだよな？》

「は……はい」

《俺は新宿にいるから、二十分……いや、十五分待っててくれないか。すぐにそこに行くから。近くに着いたらまた連絡する》

「えっ、ちょっ……」

　佐渡谷さんは一方的に告げ、通話を切った。私はなにが起きたのかわからず、しばらく茫然と立ち尽くす。

　目の前にあるラーメン屋に入ることもできず、スマホを握りしめていた。




　彼から再び連絡がきたのは、宣言した通り十五分ほど経った頃だった。

　近くまで来ていると知っていて逃げるわけにもいかず、私は観念してラーメン屋で彼と待ち合わせた。

　佐渡谷さんは車を駐車場に入れ、颯爽と降りてくる。

「ごめん。待たせて」

　急いで来たって、彼は非の打ちどころがないくらい完璧だ。ピシッとスーツを着こなして、髪型ひとつ乱れていない。だからこそ、ラーメン屋を差別するわけじゃないが、こういう庶民的な印象の店を利用するのに違和感を抱く。

「あの、本当にここへ入るんですか？」

「そのつもりだけど？」

　さらりと即答され、私は目を白黒させた。佐渡谷さんの考えがまったく読めず、困惑する。

「街から離れた場所だとすごく目立ちますよ。車も佐渡谷さんも」

　私は一歩前を歩きつつ、わざと彼との立場の違いを自覚するため、よそよそしい態度を取って線引きをした。

　彼に悪印象を与えたとしても、苦しい思いをするのは今だけ。今後、関わりもしなければなんの問題もない。

「それはよかった。きみにすぐ見つけてもらえる」

　なのに、私の決意などお構いなしに、佐渡谷さんは飄々と歯の浮くようなセリフを言う。絶句した私はこれ以上翻弄されるのが怖くて、思い切ってストレートに返した。

「むっ……無理して私に合わせなくても」

「無理？　俺が？」

　佐渡谷さんの反応から察するに、とぼけているわけではないらしい。

　そう感じ取って、私は素直な気持ちを口にした。

「だって……正直言って、私と佐渡谷さんは全然違う世界の人じゃないですか。生活も立場も、きっと育ってきた環境だって」

　彼について詳しくは知らない。しかし、肩書きを知るだけで十分だ。

　すると、佐渡谷さんははじめて不服な感情を露わにした。凛々しい眉をわずかに寄せ、真剣な顔で反論する。

「きみは、俺が生まれた瞬間から今日まで毎日、スポーツカーで有名店まで走ってフルコースを食べてるとでも思ってる？　俺だって電車を利用するし、ラーメンを食べたりもする」

　さすがに怒らせてしまったかも……と私は肩を竦め、俯いた。

「まあ確かに、これまで別々の世界にいたかもしれないけど、もう俺たちは出逢ったんだから同じ世界にいる。違う？」

　彼のひと言に、自然と視線が上がった。

　佐渡谷さんは、宝石のように綺麗な瞳でまっすぐ私を見つめてくる。彼の眼は本当に美しくて、時を忘れそうになる。

「お腹が空いたな。宇川さんもだろ？　俺が待たせちゃったし。そろそろ中に入ろう」

　佐渡谷さんは私を追い抜き、低めの暖簾がかけられた入り口を頭を屈めて入っていく。私も後を追って店内に足を踏み入れた。

　店内は入ってすぐカウンター席があり、佐渡谷さんが端の席に腰を下ろしたので、おずおずと隣に座った。

「注文は決まってる？」

「え？　あ、塩で……」

「すみません。塩ラーメンと醤油ラーメンをお願いします」

　有名フレンチレストランでも小さなラーメン屋でも、佐渡谷さんは変わらずスマートに行動する。

　下町風のラーメン店は、お世辞にもおしゃれさや綺麗さはない。それにもかかわらず、彼は平然として上質なスーツの上着を椅子の背にかけ、カウンター席で頬杖をついている光景に驚く。おそらく、さっき彼が『ラーメンを食べたりもする』と言ったのは事実なのだろう。

　会話の糸口を探しているうちに、どんぶりがふたつカウンターに置かれた。食欲をそそる匂いとともに、立ち上る湯気がさらに空腹感を煽る。

　ラーメンは時間との勝負。一分一秒と過ぎるにつれ、麺がのびていっちゃう。

　せっかく作ってもらったラーメンを美味しくいただくため、私はひとまず佐渡谷さんとの会話を置いておき、ひとつに括っていた髪を改めてきつく結び直した。

「いただきます」

　どんぶりの前で両手を合わせ、箸をスープに沈ませる。ちぢれ麺を水面から掬い上げた途端、私の顔に湯気がかかった。フレンチを食べていた時とは打って変わり、豪快に麺を口に頬張る。

　私はぽつりと「美味しい」と呟いては、再び熱いラーメンに箸を絡ませる。ふと、隣に座っている佐渡谷さんから視線を感じ、手を止めた。

「色々……がっかりしましたか？　ジーンズにＴシャツで、思い切り麺は啜るし。料理好きと公言する女は、おしゃれで健康的な食事を好むと思ってたのなら、ギャップに驚いているんじゃないんですか？」

　苦笑交じりに言って、彼を横目で見た。

　佐渡谷さんは黙って割り箸を行儀よく割り、おもむろに瞼を伏せる。自分から自虐を込めて言ったくせに、彼の反応に傷ついた。

　私は箸でラーメンを掴んだまま、さらに言い訳がましく言葉を並べ立てる。

「健康を害するほど偏った食べ方はしませんが、我慢はしたくないですし。ラーメンやハンバーガー、スナック菓子だって大好きです」

　いっそ早いうちに幻滅された方が楽。もっと彼に惹かれてしまえば、苦しむだけ。

　嫌われてもいい心づもりで言ったのに、佐渡谷さんはなぜか柔和な表情を浮かべる。

「まあ、最近の女性が〝料理好き〟を公言すると、そういったイメージが湧く人もいるだろうけど。俺ははじめからきみを既存のイメージに当てはめて見てなんかいない」

　彼は麺を掬いながら、さらに続けた。

「俺は髪を上げて、一生懸命食べるきみの横顔に見惚れてただけ」

　唖然としたのも束の間、我に返る。

「じょ、冗談がお上手ですね」

「本気だよ。とりあえず美味しいうちに食べよう。話は後で」

　それから、食事中は一切話をしなかった。その間、私はこっそり彼を盗み見る。

　佐渡谷さんは、ラーメンを食べていてもやっぱりどこか上品な雰囲気を纏っていた。




　数十分後。私たちはラーメン屋を出た。

　私は財布を握りしめ、一歩先を行く佐渡谷さんの背中を追いかける。この光景、デジャヴだ。

「佐渡谷さんっ。昨日もその前も私がごちそうになりましたし、やっぱりダメです。ここはきちんと代金を払います」

　千円札を出しかけた時、佐渡谷さんが立ち止まる。

「それは二回とも俺の都合に合わせてもらったから。そして、今日は俺が無理言って一緒させてもらった上、待たせてしまったからいいんだ」

　私はこれまで、佐渡谷さんのように大人な対応をする男性と関わったこともない。こういう場合、女性側はどうすべきかわからない。

　お金を握りしめて困っていたら、佐渡谷さんがニッと笑った。

「じゃあ、代わりにドライブに付き合って。あまり遅くならないようにするから」

　たとえ彼の誘いを断ったとしても、結局お金も受け取ってもらえないのは目に見えている。

　私は渋々承諾し、彼の車に乗り込んだ。佐渡谷さんは私がシートベルトを締めたのを確認し、ゆっくりと車を発進させる。

　この高級車にまた乗るとは思ってもみなかった。私は窓を流れていく景色を目に映す。数分間、お互いになにも話さず、エンジンの音だけが耳に届いていた。

　緊張感を抱きつつ、『さっき真っ赤だった夕陽はすっかりなくなってしまったな』などと思いに耽っていると、車が赤信号で止まった。

「昨日、俺なにか気に障ることしたかな」

「え……」

「なんか途中からそんな感じがしてた。俺が気付かないうちにきみを傷つけたなら、今日謝りたかったんだ」

　佐渡谷さんが急に会いに来たわけを知り、驚愕する。

　ああ。私最低だ。

　傷ついた……と言えば事実だけど、佐渡谷さんは故意に私を傷つけたわけじゃない。勝手に浮かれていたところに、仕事の一環で誘われたと知って落ち込んだだけ。佐渡谷さんは一度だって、私に気があるとはっきり口にしたわけじゃないのに、ひとりで盛り上がってショックを受けて。挙句、それを悟られて気にさせている。

「いいえ。なにも。逆になにか気にさせてしまったようで……ごめんなさい」

「本当に？　俺の気のせい？」

　私は膝の上で両手をギュッと握り、「はい」と答えた。

　佐渡谷さんは私の答えを聞き、「ふう」と安堵の息を吐いていた。直後、信号が青に変わって、車が走り始める。

　私はフロントガラスに集中する彼の端正な横顔をちらりと見た。

　佐渡谷さんは、とても律義で……やさしい人だ。親切なのは、光汰から二度も助けてくれた時点で知ってはいたけれど。

「実は……嫌われてなかったなら言おうと思っていたことがある」

「なんでしょうか……？」

　突然、さっきまでとは違う堅苦しい切り出し方に背筋が伸びた。彼の怜悧な顔つきにハラハラする。

「それを伝える前に、ひとつ知っていてほしくて」

　本題の前にもなにかあるの……？

　ますます話が見えなくて、私は首を捻った。

　ちょうど広い公園が見えてきて、佐渡谷さんは悠々と駐車場に車を入れた。辺りには一台も車は止まっていない。私たちだけ。

　佐渡谷さんは一度エンジンを切った。しんと静まり返る車内は、メーターパネル等の明かりもなくなって薄暗い。その状況が、いっそう私を緊張させた。

　心臓がドクドクと鳴り続ける中、彼が鈍い光を灯す双眼を向けてくる。

「知ってほしいのは俺の事情。以前、名刺を渡したから俺の肩書きはもうわかっているよね？」

「え、ええ。七井物産の社長、と」

　彼がなにを告げるのか予想も立たない。身構えるしかできない私は、無意識に握った手を胸に当てて佐渡谷さんを見つめていた。

「そう。そして、将来的に七井グループの指揮を執る立場に就くと思う。父がグループの代表で祖父は名誉会長なんだ。俺はいわゆる跡継ぎってやつ」

　私は彼が続けた言葉に目を剥いた。

　彼の若さで社長という役職に就いている理由は、考えれば後継者っていう可能性に行きつきそうなものなのに。私は全然そこまで深読みしなかった。

　いざそうだとわかり、納得しつつもやっぱり衝撃的だ。

　私が驚き固まっているせいか、佐渡谷さんは軽い口調で補足した。

「ああ。でも先の話だよ。まだいろいろと学ばなきゃならないことが多くてね」

「なぜそれを私に……？」

　瞬間、佐渡谷さんはおもむろに私の手を掬い取る。触れられた途端に私の心臓は大きく脈打った。

「俺と付き合ってくれないか」

　さらに重ねられた言葉に驚倒する。

　ゴツゴツとした男らしい指先に触れられている衝撃さえも、一瞬吹き飛ぶ。彼の真剣な双眸しか見えない。

「俺の素性を晒した上で、きみに伝えたかった。肝心なのは気持ちだって言っても、現実はそれだけで判断するにはリスクもあるだろうし」

　気持ち……？　現実？　リスク？

　思考が一周回って弾けた。頭の中は真っ白。私はまるでゼンマイが止まった人形みたいに瞬きもせず、硬直する。指一本動かせない。

　佐渡谷さんが私の顔を覗き込んだ。

「宇川さん？　……そんなに驚いた？」

　当然だ。カッコよくて頼りがいがあって肩書きまである最上級の男性から、出逢って数日で告白されれば、誰だって。

　私は大きくさせた瞳に、佐渡谷さんを映し出すだけで精いっぱい。

　ひと言も発せずにいたら、彼は臆面もなく私の指にキスを落とす。こそばゆい感触に小さく肩を上げ、一瞬目を閉じた。そろりと瞼を押し上げていくと、熱のこもった眼差しを向けられる。

「きゅ、急すぎます……」

　喉の奥から絞り出して呟く。声だけでなく指先も小さく震えた。

　めまぐるしくて、感情が複雑に乱れている。素直に言えば〝うれしい〟よりも〝信じられない〟の方が大きい。

「ごめん。でも本気だ」

　彼は一歩も引かない雰囲気を漂わせ、そうはっきりと言った。

「よく……理解できません。知り合って間もないし、私は自分がごく平凡な人間と思ってますから……」

　この間、高級レストランでエスコートしてくれただけで戸惑った私が、大きな企業の上に立つレベルの彼と付き合うなんて。考えれば考えるほど実感湧かないし、想像もできない。

　すると、佐渡谷さんは目を柔らかく細め、私の手をやさしく握る。

「本当は心細いのに気丈に振る舞おうとする姿がいじらしく思えた。あと、友人思いなところもいい。なにより笑顔に惚れた」

　佐渡谷さんは甘い言葉を囁き、白い歯を見せる。

　静かで仄暗い空間の中、近距離で艶っぽい声で言われたら……もう私の視界も頭も心も、全部彼一色にさせられる。思考が蕩けてしまいそう。

「まあ、まだあるけど、そのうちひとつずつ教えていくよ。ゆっくり時間をかけて」

　彼の話し方や声質は、まるで私を催眠術にかけているみたい。佐渡谷さんしか見えなくなって、うっかり考えもなしに首を縦に振りそうになった。どうにか理性を繋ぎ止め、ぼそっと返す。

「少し……時間を……ください」

　猶予を求めると、佐渡谷さんは「わかった」と、私からそっと手を離した。

　相手が大企業の後継者なら、感情だけで先走れない。

　彼はそれがわかっていたから、後出しではなく、きちんと先に彼の事情を伝えてくれたんだ。

　正直しがない料理講師の私が、有名企業の未来を背負う人と付き合うのは気が引ける。けれども、こうやって真正面から真摯に向き合う誠実な彼にどんどん惹かれてる。

　そろりと目線を上げて彼を窺う。私と目が合った途端、破顔した。

「よかった。即答で断られなかったなら、望みはあるってことだ」

　なんでも完璧であろう彼が、安堵の表情を浮かべて眉尻を下げた。私の答えを聞くのに緊張していたのかと思うと、どうしようもなく胸が高鳴った。

　彼は再び自信に満ちた瞳に戻り、唇に弧を描く。

「ぜひ前向きに検討して」

　それから、まっすぐアパートまで送ってもらった。

　道中、佐渡谷さんが色々と話題を振ってくれたのに、家に着いた時には思い出せなかった。

　彼の告白が、私のすべてを占めていたせいで――。




　三日後。私は出勤前の朝の支度をしていた手を止めていた。

　あの日以降、ふとした時に彼の車で過ごした時間を反芻しては、ぼんやりと答えを探していた。

　佐渡谷さんから連絡はない。私が落ち着いて考えられるよう、あえて連絡を控えてくれているのだと思う反面、もしかしたら気が変わったのかも、とマイナス思考にも囚われた。

　彼は私とはあまりに違う世界にいる人。距離を置いた方がいいってわかっている。……でも。

　繰り返し考えてわかったのは、私にとって彼は気になる存在ということ。

　私、やっぱり佐渡谷さんを好きになっていってる。

　おもむろにバッグからスマホを取り出す。そして、佐渡谷さんの電話番号を画面に表示させ、ジッと見つめた。

　一度きりの人生だもの。怯えて一歩踏み込まずにする後悔は、きっとずっと胸に刻み込まれる。常識とか現実とか取っ払って、純粋に自分の気持ちと向き合って……素直になりたい。

　深く深呼吸をした後、発信ボタンに触れる。コールが聞こえてくる間、かけ時計を見た。今は八時。

　平日だけど朝八時だったら……セーフだよね？

　心臓が早鐘を打つ中、三コール目に差しかかろうとした時に音が途切れた。

　いざ電話が繋がると、緊張がピークに達してスムーズに第一声が出てこない。

《おはよう、宇川さん。どうしたの？》

　結局、こちらが言葉を出す前に、佐渡谷さんから話し出してくれた。私は自分を鼓舞し、いつもよりも大きな口を開く。

「いっ、今、少しお時間大丈夫ですか！」

《ん？　うん。十分くらいは平気だよ》

　佐渡谷さんの落ち着いた口調のおかげで、徐々に気持ちが安定していく。

「本当は直接お会いして伝えるべきなのはわかっているんですが……それまでに決意が揺らぐかもしれなかったので」

《え？》

　恋愛自体久々で、時間を置いたら逃げ腰になりそうだったから。

「先日のお話……お受けします。どうぞよろしくお願いいたします」

　私は部屋の真ん中で、深々と頭を下げる。その体勢のまま佐渡谷さんの返答を待つも、反応が一向に返ってこないため、些か不安になる。

「さ、佐渡谷さん……？」

《狡いな》

　ふいに彼はぽつりと言って、さらに続けた。

《完全なふいうちだ。俺はこの後の会議にどんな顔して行けばいいんだ？》

　彼の声色から、どことなく照れている様子が窺える。そう感じた途端、私まで徐々に頬が緩んだ。けれど、自分の都合でこんな時間に連絡をして、彼の仕事に悪影響を及ぼしてしまったなら喜んでなどいられない。

「ご……ごめんなさい」

　ひとりで浮かれて相手の都合を疎かにするなど、恋人としてはおろか、社会人としても言語道断。

　気持ちを引きしめ直していると、佐渡谷さんがスピーカーの向こう側で短く笑った。

《いや。俺にとって最高の朗報だった。今ならなんでも頑張れる。ありがとう》

　もしかしたら、そう遠くない未来に、互いの立場などの事情で私たちは翻弄され、関係が揺らぐかもしれない。

　それでも、今の自分の心を優先してみようと思った。

　誰もわからない未来を理由に背を向けるより、望む日々を大切にしたい。

『もう俺たちは出逢ったんだから同じ世界にいる』

　そう言った、彼の言葉を信じて。










ときめくほど、好きな人




　今日は土曜日。早番だ。

　告白の返事をした日から、早いものでもう二週間が経とうとしている。

　平日仕事の佐渡谷さんと、基本的に土日祝日は仕事となりやすい私。そんな私たちが会うのはもっぱら、どちらかの仕事後になる。

　といっても、私はまだ佐渡谷さんの会社へ出向いたことはなく、彼が私の職場近くまで迎えに来てくれていた。多分、すごく忙しいだろうに時間の都合をつけてくれているんだと思う。

　六時半になったのを確認し、私は他のスタッフに声をかけてロッカールームへ向かう。着替えを済ませ、いそいそと外へ出た。

　ふと、浮かれすぎて忘れ物はしてないだろうかと荷物を確認して歩いていたら、人にぶつかった。

「すっ、すみませ……」

「下ばかり見てたら危ないよ」

「佐渡谷さん！」

　慌てて顔を上げると至近距離で微笑まれ、たちまちカアッと顔が熱くなる。

　彼はスマートに私の仕事道具が入ったトートバッグに手を伸ばした。

「お疲れ様。荷物持つよ。わ。これ、重いな。なにが入ってるの？」

　佐渡谷さんはあっさりと私の手から荷物を奪い、重さに驚いていた。

「あっ、社販で買ったフライパンが」

「なるほど。じゃあ、今日は約束してて丁度よかった。こんなに重いもの持って電車に乗って帰るのは大変だったろうから」

　荷物を持たせて申し訳なさでいっぱいになる私に、彼はやさしく目を細めた。

　佐渡谷さんは空いた方の手でさりげなく私と手を繋ぐ。近くのパーキングに到着し、車に乗り込んだ。彼はシートベルトを締めながら聞いてくる。

「今日は？　なに作ったの？」

「スポンジケーキです。オレンジフレーバーの」

　夜の時間帯は毎回ディナー系のメニューとは限らない。仕事後にお菓子作りを学びたい受講生も多いのだ。

「そう。じゃあ、お腹空いてるだろう？　俺も真希の顔見たらお腹空いてきた」

　正式に付き合う流れになって以降、佐渡谷さんは私を「真希」と呼ぶようになった。はじめ呼ばれた時は動揺して、ひとりで舞い上がってしまって大変だった。今はようやく少し慣れてきたところ。

「ええ？　やっぱり私のイメージは食べ物ですか？」

「うーん。正直言えば、そうだな」

　今日までデートは五回ほど。私は佐渡谷さんに連れられて、色々と食べ歩いてきた。

　仕事後から会うとなれば、結局一緒にいる時間の半分は食事だし、そういう印象になってしまうのもわかる。

　でもさすがに、料理は作るのも食べるのも好きとはいえ、〝自分の恋人＝食べる人〟っていう公式を確立されちゃうと……複雑。

「せめて〝食べる〟方じゃなく〝作る〟方のイメージに転換できるよう努力します」

　私がぽつりとこぼすと、佐渡谷さんは「ふっ」と笑った。

「語弊があった。イメージが食べ物って言ったのは、美味しそうな料理を見れば、きみのかわいい顔を思い出すって意味」

　か、かわいい……!?

　これまで異性に言われたことのないワードに、思わず彼を二度見してしまった。

　てっきりからかわれたと思ったのに、ニコリと目尻を下げられ、どぎまぎする。

「さて。今日はどうしようか？　和食は前回行ったし、その前はパスタだったかな？　それならイタリアンも避けた方がいいか」

「ちなみに、佐渡谷さんは今日のお昼はなにを召し上がったんですか？」

　私が尋ねると、佐渡谷さんは口元に手を添え、首を捻る。

「今日……ああ、今日はそういえばまともに食事してなかったかも。家にいる時はいつもそんなで」

「えっ。一日なにも？」

　私は一日三食きっちりとるタイプだから驚いた。

　男の人ならよくある話なのかな。まして、今日佐渡谷さんは休日だったし。うーん。普段の会話から自炊はしないっぽいし、きちんと栄養とれてるのだろうか。

　私は余計なおせっかいとは思いつつ、恐る恐る提案してみる。

「もしよければなんですが……。今夜は私がなにか作りましょうか？」

「え？」

「佐渡谷さん、ひとり住まいって言ってましたし外食が多いのかなって。それに、一食もちゃんととっていないのなら、いきなり外食だと胃に負担かかりそうですし」

　なんていったって、私の唯一の長所は料理。そりゃあ、一流シェフのような煌びやかな料理は無理だけど、家庭料理ならそれなりに自信がある。

「自炊なら、自由に一汁三菜考えて作れちゃいますから。ただ、これからうちに来ていただくとしても、車を置く場所が……」

　現実問題、私のアパートに駐車スペースはないし、部屋も決して広くはない。

　やっぱり外食になってしまうか……と考え込んでいた時に彼がさらりと言った。

「だったら、うちに来ればいいよ」

　佐渡谷さんの言葉に目を瞬かせた。

　自分から提案しておいて場所は提供できないなどと言えば、まるで料理を口実に彼の家に押しかけようとしていたみたいだ。

　私の家が厳しいとなると次に浮かぶ選択肢はなにになるかまでは、考えが及ばなかった。ちゃんと先を考えて発言しなかった自分を叱咤する。

「いえ、あの……。急な提案でしたからご迷惑でしょうし」

　光汰がそうだったせいもあって、私は多くの男性は急に自分の家に入られるのを嫌がるものだと思ってる。佐渡谷さんも例外ではないかもしれない。

　おろおろと窺うと、佐渡谷さんはくすくすと笑って答えた。

「全然。真希の手料理が食べられるなら喜んで」

　あまりにあっさりと快くＯＫしてくれて拍子抜け。ぽかんとしていた私は、ハッと我に返る。

「い、いいんですか？　じゃあ献立はなににしましょうか……」

　考えたら、佐渡谷さんは日常的に素晴らしい料理を口にしていて、舌が肥えているはず。私はと言えば、一般家庭に並ぶような料理がメイン。それでがっかりされなきゃいいんだけれど……。

　ひとり悶々と悩んでいるところに、佐渡谷さんはなにかを思い出したのか、「ああ」と呟いた。そして、気まずそうに言う。

「ごめん。うちのキッチンには調理器具や調味料はあまりないな」

「そうなんですか？」

　ということは、予想通り手料理の習慣はないんだ。だったら、今夜の分の他に、常備菜も作ろうかな。やっぱり健康が気になるし。

「調味料は材料と一緒に調達しましょう。そうだ！　あと、フライパンはちょうど私が持ってるじゃないですか。後はお鍋だけ買えばいいですよ。今後も使えますし」

　ひとりで次々と決めていて、はたと気付く。

　今の言い方だと、『これからも私が使いに行きますから』的なニュアンスにも捉えられかねない。

「す、すみません。厚かましい発言を……」

　別にそういう意図で言ったわけじゃない、と慌てふためいたところで、すでに発言してしまったものは取り消せない。

　焦るばかりでフォローの言葉がなにも浮かばずに狼狽えていたら、佐渡谷さんの視線を感じる。

「なんで？　真希さえよければ今日だけじゃなく、これからも作りに来てよ」

　思いも寄らない返しに、口をぽかんと開けた。

「あ。そういやまともに食器もない。失敗したな。こういう機会があるって想定してれば、食器の十枚や二十枚、買い揃えておいたのに」

　彼がわずかに眉を寄せ、ぶつぶつと呟くものだから、私は思わず吹き出した。

「二十枚って。多すぎですよ」

　車内に私の笑い声が響く。落ち着いたところで彼を見たら、温かな表情で私を一瞥した。ほんの数秒向けられた視線にドキッとする。

「それじゃ、真希に選定してもらおう。俺だと不必要なものまで買って無駄にしてしまいそうだしね」

　私は跳ねる心臓を落ち着けようと、敢えて静かな口調で答える。

「だったらあまり多種類を揃えようとしないで、いろんな料理に使えるようなオールマイティなものを選んで……」

「うん。任せるよ。食器の他にも、必要なものは揃えてしまったら？」

「他？」

　私は首を傾げて聞き返す。そこでまた信号のタイミングで車が止まった。

　次の瞬間、佐渡谷さんの綺麗な顔が近付く。思わず反射的に目を閉じてしまった。

　すると、左耳に低くしっとりとした声音で囁かれる。

「今夜は泊まっていったらいい」

　突然の誘いに仰天し、彼を凝視する。

　耳の奥に佐渡谷さんの甘い声の余韻が残ってる。それが胸へと落ちていき、身体の奥が痺れる錯覚を覚えた。

「どのみち明日も約束してたし。どうかな？」

　佐渡谷さんは声だけでなく、その色っぽい視線でも私を誘惑する。彼の真剣な双眸からは逃れられなくて、私は潤む瞳に彼を映し出していた。

　あまりにドキドキしすぎて、呼吸すら忘れてしまいそう。視界も頭も胸の中も、佐渡谷さんでいっぱいにされる。

　私がドキドキするあまりなにも答えられずにいたせいか、佐渡谷さんは眉を下げて困ったように笑っていた。

　決して嫌なわけじゃない。ただ本当に驚いたのだ。

　このままだんまりじゃ、彼を傷つける。それは不本意だし、きちんと気持ちを伝えなければ。

　頭の中ではわかっているのに、面映ゆい気持ちが先に来てなかなか声が出てこない。

「無理強いはしないよ。ま、俺はきみと一分でも長くいたいけどね」

　彼の言動の端々に、私の意思を優先してくれているのがわかる。そんなやさしい彼に、私は完全に心を奪われてる。

「……はい。佐渡谷さんさえよければ……お世話になります」

　彼に求められてうれしくないはずがない。私ももっと彼と一緒に過ごしたい。

　私が首を縦に振ると、佐渡谷さんは一瞬はにかんだ。

　彼が私に素の顔を見せてくれるのが、とても幸せ。




　買い物を終え、佐渡谷さんの自宅に着くや否や驚いた。

　天に向かって高くそびえ立つタワーマンションは、高すぎて何階まであるか数えきれない。おそらく五十階近くまでありそうだ。

　豪然たるシャッターの門を車に乗ったまま潜り抜ける。佐渡谷さんは立っていた警備員に軽く会釈をして、地下駐車場へ入っていった。

　超がつくほど高級なタワーマンション。当然、これまで縁はなかった。

　私はまるでどこかのテーマパークに来たかのように、非日常的な光景に興奮し、周りをきょろきょろと見回していた。

「真希。こっち」

　気付けば佐渡谷さんは車から荷物をすべて下ろし、マンションに興味津々だった私を見て笑っていた。

「あっ。半分持ちます」

　急いで佐渡谷さんのもとへ駆け寄って手を伸ばすと、すいっと躱される。

「じゃあ、内ポケットからキー出せる？」

「え？　は、はい」

　言われるがまま、彼のスーツの上着を少し捲ってポケットに手を忍ばせる。否が応でも距離が近くなり、緊張してしまう。

「これ？　ですか？」

　内ポケットを探って指先に触れたのは一枚のカードだけ。

　キーと聞いて、無意識に自分が持っている普通の鍵を想像していたから戸惑った。

「そう。エレベーターもそれがないと動かないから」

「えっ。そうなんですか？　すごいなあ」

　私は手にしたカードキーがとてつもなく大事なものだとわかり、両手でそっと包み込む。

　佐渡谷さんの指示通りにエレベーターへカードをかざしたら、扉が開いた。中に入ると、行き先ボタンは最上階である四十七階のみ。さっき、まるでテーマパークだ、と心の中で思っていたけれど本当にそれで、絶叫系マシンに乗った気分。

　四十七階フロアで降り、玄関前に着くと、そこでも同じくキーをかざす。直後、静かな廊下にカチャン、と音が響いた。

　佐渡谷さんの両手は塞がっているため、私はおずおずとドアを引く。

「ありがとう」

　先に中へ入った佐渡谷さんに、「どうぞ入って」と声をかけられた。私は一度お辞儀をして、玄関に足を踏み入れる。

　外観も駐車場も廊下も素晴らしいマンション。当然、室内も驚かされるのだろうとは想像していたが、その私の想像をも凌駕する光景に圧倒された。

　うちのバスルーム以上の広さの玄関に戸惑い、磨かれたばかりのように輝いているフローリングを見つめる。佐渡谷さんは一度荷物を置いて、スリッパを出してくれた。

「これを使って」

「ありがとうございます」

　来客用のスリッパに足を通す。ふかふかして履き心地がいい。

　佐渡谷さんの後について、シックな落ち着いた色のフローリングの廊下を歩いていく。彼がリビングに入って電気を点けた瞬間、感嘆の声が漏れた。

「わあ……！」

　スタイリッシュなインテリア。余計なものがなく、シンプルモダンな雰囲気で、モデルルームに立っている感じ。

　次に視線が移ったのは、足元から天井までの大きな窓。高層ビル自体、体験したことがなかったから、眼下に広がる夜景の美しさに驚いた。

「すごいですね。タワーマンションからの眺めはこんなに綺麗なんだあ……」

「気に入った？」

「はい、とても。佐渡谷さんはもう見慣れた景色なんですよね」

「ん、でも真希の喜ぶ顔が見られて、ここに住んでいてよかったと思ったよ」

　……もう。いつも佐渡谷さんは涼しい顔して私を困惑させるセリフを言うんだから。

　ドキドキしている胸にさりげなく手を添え、どうにか気持ちを落ち着かせる。

「えーと、早速キッチンをお借りしても？」

「もちろん。好きに使って」

　くるりと踵を返し、キッチンへ足を進める。

　うちのクッキングルームに負けず劣らずの広いアイランドキッチンだ。汚れひとつなさそうなカップボードを一瞥し、ぽつりと呟く。

「リビングもキッチンも、整然としていますね。使うのにちょっと気が引けちゃう」

　キッチンについてはあまり使用する機会がないのなら、綺麗なのは納得できる。けれど、玄関からリビングまでもが整っているとなれば、常日頃から来客にも気を配っているのではないかと思う。

「確かにこれなら、いつでもお客さんが来ても慌てませんね。見習わなきゃ」

「お客さん？」

「はい。急な訪問でも歓迎してくださいましたし。さっきもスムーズにスリッパを用意してくれて、慣れてるなあと……」

　すると、佐渡谷さんは目を丸くした後に無言で私のもとにやってきた。彼の表情はなんだか少し怒ってる？とも感じられるもので、ビクビクする。

　手を伸ばせば捕まるほどの距離で彼は足を止め、ふいに顔を近付けてきた。硬直する私の耳介に、おもむろに低音で囁く。

「女性を入れたのは、真希がはじめて」

　咄嗟に耳を押さえ、彼を仰ぎ見た。彼はニッと笑みを浮かべている。

「間違っても、女性を誘い慣れてるって思い違いをしてほしくないからね」

　佐渡谷さんは妖艶に目を細め、私の頬に指先を滑らせる。

　私の心臓は早鐘を打ち始め、身動きできない。彼が微かに触れた箇所までも脈打つ錯覚に陥った。熱い視線に囚われて、彼から片時も目線を逸らせない。

　瞬間、佐渡谷さんが急にこらえきれない様子で吹き出した。私はびっくりして目を白黒させる。

「ははっ。真希、耳まで真っ赤。かわいい」

　彼の言葉に、さらに顔が熱くなるのを感じる。彼が楽し気に眉尻を下げて笑い続けるものだから、私は恥ずかしさのあまり背を向けた。

「もう。あまりからかわないでください」

「ごめん。だけど、さっきのは嘘じゃない。俺には真希だけ。覚えておいて」

　後ろからしなやかな腕が身体に巻きついてきて、あっという間に抱きしめられた。

　佐渡谷さんは私の旋毛に唇を落とす。そして、小声でこぼした。

「実のところ、真希が俺の家に来てくれてかなり舞い上がってる」

　胸の奥って、こんなに締めつけられるものなの？

　はじめての感覚に襲われ、頭の中が騒がしい。こういう時どうしたらいいかわからない。もうそれなりの歳なのに、まるで中高生みたいにドキドキしすぎてる。

　ただただ固まっていたら、佐渡谷さんの手がゆっくりと緩んでいく。

「そろそろ夕食の準備をしようか？」

　彼の方から切り出してくれて助かった。あのままだったら、きっと心臓が持っていない。反面、名残惜しい気持ちにもなった。

　私は自分のあさましい感情にハッとして、それを打ち消すために明るく振る舞う。

「佐渡谷さんはいつも通り過ごして待っていてください。私が用意しますので。お仕事があればしていて構いませんし」

　私はバッグの中から職場から持ち帰ってきたエプロンを出し、身につける。ひと言「失礼します」と断ってキッチンに足を踏み入れた。まずは手を洗って……とシンクの前に立った時、佐渡谷さんが隣に立った。

「俺も手伝う」

「ええっ」

　思いも寄らない反応に、素っ頓狂な声を出してしまった。

「あ、今、俺に手伝いなんかできなそうって思っただろ」

　佐渡谷さんにわざとらしく目を細められ、慌てて首を横に振る。

「いえいえ！　そうではなくて。今までそんな風に言ってもらえたりしなかったか……ら……」

　失言した、と今さら気付いてももう遅い。いくら焦っていたとはいえ、元カレを思い起こさせるような言い方をしたのはよくなかった。

　私は視線を合わせられず口を噤む。すると、佐渡谷さんが私の顔を覗き込んできた。

「ふうん。じゃあ、真希も俺がはじめてなんだ？」

「はい……？」

「仕事以外で、こうして並んで料理作る男は俺が最初？」

「そ……そうですね」

　距離が近すぎて、咄嗟に目を逸らしてしまった。

　夢でも見ている感じ。佐渡谷さんみたいな素敵な男性と、こうしてふたりで楽しく……ちょっぴり刺激的な夜を過ごしているなんて。

　それから、気を取り直して彼と並んで料理を始める。

　今夜は鮭の胡麻味噌焼き、豆腐のそぼろ煮、半熟卵を添えたサラダ。それと鶏ささみともやしと胡瓜の和え物、具だくさんの味噌汁だ。

　品数的に『張り切りすぎかも』と頭をよぎったけど、煮物や和え物は明日も食べられると思って。

　料理の終盤に差しかかったところで、佐渡谷さんが料理を盛りつけているのを見ながら苦笑した。

「手伝うって言ったものの、手際がよすぎて俺の出る幕なんかなかったな」

「いえ。助かりました。火加減の管理とか、ひとりだと結構疎かになりがちで」

「これだけの種類を同時進行して作ればそうだろうね」

「今日は正直言って張り切りすぎました。今のうちに言っておきますが、いつもはもっと質素です」

　私はワンプレートになるべく見栄えよく盛りつけ、二枚のプレートを手に取った。佐渡谷さんが「貸して」と、代わりにダイニングテーブルまで運んでくれる。

　最後に味噌汁をよそって、鍋の蓋を閉めた。

「お待たせしました。いただきましょうか」

「あれは？」

　私がキッチンを出る直前、佐渡谷さんはＩＨに視線を送って尋ねてきた。

「あ、あの鍋は明日以降にでも食べてください。ぶり大根ならぬ、鮭大根です。後で煮卵も漬けておきますね」

「えっ。この短時間で明日以降の分も？　すごいな。気を遣ってくれてありがとう」

「いえ。おせっかいをすみません。佐渡谷さんお忙しそうですし、気休めかもしれませんが、少しでも健康的な食生活に貢献できればと」

「おせっかいだなんて思わない。栄養バランスもよさそうだしすごく助かるよ」

　佐渡谷さんはダイニングへ移動し、軽く瞼を伏せてダイニングチェアに腰をかけた。続いて私もキッチンから出て、向かい側の席に着く。

「お役に立ててよかった。私は栄養士の資格も取っているんですが、それを活かす仕事に就くべきか悩んだ時期があって……。けど結局今の職場を選んだんですよね」

「そうなんだ」

「今の仕事、とっても楽しいんです。私には一緒に作って間近で共有し合える講師が合ってるって思ってます。あの時の選択は間違いなかったなって」

「うん。なんとなくわかるよ。おそらく、幸せな気持ちを共有してうれしいのはきみだけじゃなく、きみの周りの人も同じだろうね」

「そうでしょうか……そんな風にはじめて言われました」

　自分が喜びを感じるように、誰かも同じ気持ちでいてくれるかも……とは考えもしなかった。もし、彼の言う通り私のこの感情を共感してもらえたら、そんなうれしい話ってない。

　胸の奥がじわりと温かくなった。佐渡谷さんを見れば、できたての料理を頬張った直後のような、心身ともに満たされているような表情をしていた。

「俺もそう実感してる。ふたりで食事をする時間は俺にとって幸福な時間だからね」

　彼の光に満ちた瞳に吸い込まれ、心臓が早鐘を打つ。

　さっきまでお腹が空いていたはずなのに空腹をすっかり忘れ、全意識が佐渡谷さんに向いている。こんなに幸せでいいのだろうか。

　好きな人と食卓を囲み、自分を肯定してもらって。彼のために役に立ちたいと思っていたのは私なのに、結果的に私が彼に助けられている。

「あっ。お料理冷めちゃうので、どうぞ召し上がってください」

　私は照れ隠しで話を終わらせ、佐渡谷さんへ食事を勧めた。彼は「いただきます」と手を合わせ、まず味噌汁を啜る。

「美味しい。味は濃くないのに、いろんな旨味が出てる」

「野菜ってすごいですよね。具がたくさん入っていると、ボリュームもありますし」

「俺からすれば、急なのにこれだけ品数を並べられる真希がすごいよ。さすがだね」

　佐渡谷さんは、口を開けばすらすらと私を褒め称える。

　それはすごくうれしかったけれど、なにより心を満たされたのは、ひと粒残さず綺麗に食べてくれたことだった。




　夕食を終え、一緒に片付けを終えた後、バスルームを借りた。

　まさか今日、こんな展開になるとはちっとも考えてなかっただけに、時間が過ぎていくにつれ緊張が高まっていく。

　どこもかしこも広い佐渡谷さんの家は、脱衣室も例外ではなかった。

　四畳はありそうな悠々とした空間にもかかわらず、私は隅でササッと着替えた。

　もう一度、髪をタオルドライしていたら、鏡の中の自分と目が合った。

　さっきの買い物中、ちょうどシンプルなＴシャツとショートパンツのセットがあったから決めちゃったものの……露出が多くない？これ。一回意識し始めたら、必要以上に気になっちゃう……。いや、悩んだところで今さらだ。ずっとここにいるわけにはいかないし。

　私は勢いをつけてリビングに向かい、そろりとドアを押し開けた。

「お風呂ありがとうございました」

「どういたしまして。ドライヤー貸そうか。髪が長いから乾かないだろう？　待ってて。持ってくる」

　佐渡谷さんはソファから立って、私の横を通り過ぎてバスルームの方向へ行ってしまった。ドライヤーを手にして戻ってきた彼に、恐縮して頭を下げた。

「わざわざすみません」

　ドライヤーを受け取ろうとしたら、佐渡谷さんはニコッと笑うだけでリビングの奥へ足を進めていく。コンセントを差したのを見て追いかけると、佐渡谷さんがクルッと私を振り返って言った。

「髪を乾かす役、俺がやってもいい？」

「ええっ!?　それはちょっと申し訳ないので自分で……」

「全然。俺がやりたいんだ。ほら、こっち座って。じっとして」

　両肩に手を置かれ、グイッと革張りのＬ字ソファに座らされる。佐渡谷さんはドライヤーを拾い上げ、スイッチを入れた。

　髪に触れる彼の手つきが心地いい。無意識に瞼を閉じて温風と指先の動きに集中し、ついにはうとうとし始める。

　約五分、丁寧に乾かしきってくれた頃には、身体中の力は抜け落ちていた。

「このくらいでいいかな？」

「あっ、ありがとうございます……！」

　ボーッとしていた意識を慌ててはっきりさせて背筋を伸ばす。が、どうやら取り繕ったのがわかったらしく、佐渡谷さんはくすくすと笑う。

「寝てた？」

「き……気持ちよすぎて」

　恥ずかしくて細い声でぽつりと答え、俯いた。佐渡谷さんは私を気遣ってくれたのか、頭を撫でてくれる。

　髪を乾かしてくれた時とは違う感覚で、眠気でぼんやりしていた意識が鮮明に戻る。

「よければワインを一緒にどうかと思っていたけど、やめとく？」

「あ、せっかくなので一杯だけいただきたいです」

「わかった」

　佐渡谷さんはキッチンへ行き、ボトルを持ってくる。

　キッチンにいた際に、ワイングラスが目に入っていた。食器はなくてもワイングラスがあるというのは、おそらく自宅でワインを飲むのだろうと察していた。

　予想通り、コルクを抜き、グラスに注ぐまでの所作に慣れを感じる。やっぱり、普段からワインを飲む習慣があるんだ。

　彼についてひとつ知れて、こっそり喜んでいたら、「どうぞ」とグラスを差し出された。私はお礼を言ってグラスを受け取る。

　やや黄味がかった液体を眺め、「いただきます」とゆっくり口に含んだ。

「美味しい……！」

「年代物のわりに、癖があまりないだろう？」

　ワインの中には、芳醇ゆえに苦手に感じられる種類も少なくない。だけど、このワインは本当に飲みやすい。

　ふた口目を味わおうとした際に、佐渡谷さんがひとり分開けて隣に座った。

　ソファで横並びって、ダイニングで向かい合うのとはまた別の緊張感を抱く。それを解すために、当たり障りのない話題を投げかけた。

「お仕事は順調ですか？」

　私とは違ってリラックスしている彼は、自分のワイングラスをローテーブルに置いて言った。

「そうだな。父が少々せっかちな性た質ちでね。毎日気が休まらないけど、今日は休日を満喫してる」

「それはよかっ……ん」

　佐渡谷さんは、突然私のグラスをスッと奪い、瞬く間に口づけた。互いに冷えたワインを飲んだ直後のせいか、ヒヤッとした感触がする。

　重ねられていた唇がやおら離れていき、情熱的な眼差しに当てられた。瞬間、心臓を鷲掴みされる感覚に襲われる。

　動転、喜び、困惑、ときめき。色々な感情がいっぺんに押し寄せる。彼の真剣な双眸に触発され、たちまち身体が熱くなった。

「真希、好きだ」

　極めつきにそんな甘い声で囁かれたら、もう他になにも見えないし、聞こえない。

　今、私の世界には彼だけ。

「ん、あっ……ふ」

　再び交わしたキスは奥まで蹂躙され、思考をとろとろに溶かされる。気付けば私はソファに横たわっていて、佐渡谷さんと指を絡ませていた。

「は、あっ……ンッ」

　いっそう深くなっていくキスに、息継ぎするのがギリギリ。それでも、やめてほしいとは思わない。むしろ、夢中で彼の吐息を貪って……。

「今の声かわいい。もっと聞きたい。いい？」

　口元で欲情を掻き立てられるような蜜を含んだ声を落とされ、背筋がゾクゾクと粟立つ。私は潤んだ目で彼を見つめた。

「この場合の無言は肯定だって捉えるよ？」

「ひゃあっ」

　佐渡谷さんは言うや否や、羞恥に耐え忍んでいた私を抱き上げる。ぐわっと身体が宙に浮いた拍子に、思わず彼の首にしがみついた。

　彼のたくましい腕に抱え上げられているというのに、うっとりする余裕などない。いわゆるお姫様抱っこが初体験の私は、身体が強張って視界を閉ざしていた。

「怖い？　少し我慢して。すぐ着くから」

　不安を癒す佐渡谷さんの声音に、幾分か力が抜ける。

　ベッドルームに着くと、丁寧にベッドに下ろされた。

　改めて顔を見るのが恥ずかしくて俯いていたら、前髪にキスされる。そのキスをきっかけに再び視線を絡ませれば、たちまち彼しか見えなくなる。

　じりじりと距離を詰められ、次第に私は体勢を保てなくなり、ベッドの上で仰向けに倒れ込む。佐渡谷さんは私を組み敷いて、ジッと見つめてきた。

　彼の目線が少しずつ鼻先まで下がり、最後は私の唇で止まった。伏せられた睫毛を見る間もなく、やさしく口を覆われる。

　経験のない疼きがせり上がってくる。見つめられるのも触れられるのも、ものすごく恥ずかしい。身体を背けて隠れてしまいたいくらいに。

　反面、彼の熱情に満ちた瞳に、もう一度自分を映し出して欲しいと願う。

　小鳥のようなキスを繰り返しているうち、いつの間にか衣服を脱がされかけている。ドキドキしていると手首を掴まれ、グイッと引き寄せられた。途端にキスが長く深くなっていく。

　私は恍惚として夢中で彼を受け入れ、求めていた。

　私の肌にその指先を滑らせて、情熱的に求めてくれたら――。

　数秒先に、そんな淡い期待を寄せている。

「そういう目で見つめられたら、都合よく解釈してしまいそうだ」

　彼は苦笑交じりに言って、私の腕に口づけた。そのまま、彼の唇は肩へ向かってなぞっていく。直接肌を滑る彼の唇の刺激に、身体の奥が甘く疼き始める。

「あ……佐渡谷さ……っ」

　首筋まで到達した矢先、乾いていた唇を塞がれた。私の唇はたちまち潤いを取り戻し、煽情的なキスを繰り返す。息苦しくてめまいを覚えた、刹那。

「真希。拓馬って呼んで」

　朦朧とする中で頼まれて、私は素直に聞き入れた。

「拓馬、さん」

　ぽつりと呟いた声では小さすぎたのか、彼は私を見据え、なにも語らない。

「……拓馬さん？」

　もう一度、控えめに。けれど、さっきよりははっきりと彼の名前を呼ぶ。

「あ……悪い。想像以上にうれしいもんだなって実感してた」

　なににも動じないイメージの彼が、面映ゆそうに頬を緩ませる。

「真希……好きだ」

　彼の一挙一動に翻弄され、徐々に愛おしさが私を支配していく。

　料理も恋も一緒だ。誰かに喜んでもらえたら、それ以上に自分も満たされる。

　照れてばかりじゃなく、時にはきちんと気持ちを伝えよう。

「拓馬さん、好きです」

　それが、幸せに繋がるはずだから。




＊　＊　＊




　あの時の私は、そう無条件で信じていた。

　その後、奈落の底へ落ちていくとは欠片も思い描かなかったのだ――。










さようなら、愛しい人




　六月に入った。

　職場にいた私はエプロンを身に着け、持ち場で講座の準備をしながら思いに耽る。

　前回のデート以降、拓馬さんと会ったのは先週半ばの私の休日。それから一週間、約束をしていない。メッセージのやりとりは何度かしている。彼は仕事が立て込んでいて、しばらく忙しいらしい。

　拓馬さんとの関係が順調で心が浮き立つのと同時に、やはり彼ほどの立場となれば、多忙を極める人なのだと実感させられる。が、こういう状況に必ずなるだろうとはじめから覚悟はしていたから、会えない日々にがっかりはしても不安はない。

「宇川先生、こんにちは。今日もよろしくお願いします」

　突然声をかけられ、ハッとする。顔を上げると、小柄な女性がつぶらな瞳をこちらに向けていた。

　ここのクッキングルームでは基本的に〝先生〟呼びされないので、めずらしい呼称に慣れずおどおどしてしまった。

「左そ右う田ださん、こんにちは。早いですね」

「宇川先生もいつも早くていらっしゃいますよね」

「あ、はい……。ゆっくり準備できるので」

　彼女は今月から通い始めた生徒のひとり。私よりもふたつ年上なのに、実年齢より少し幼く見える上、ふわりとした雰囲気を纏っていて可憐だ。

　正直、普通に『宇川さん』と呼んでくれた方が気楽だが、他のスタッフへも同じ対応をしているので、自分だけ呼び方を変えて欲しいとお願いするのは憚られる。

　左右田さんは着物のような和柄エプロンを首にかけ、長い睫毛を伏せて手を後ろに回し、紐を縛っている。

　私はこっそり彼女を横目で見ては、白い肌に紅色のエプロンがよく映えるなあと思っていた。彼女がふいにこちらを向き直したので、慌ててパッと目を逸らす。

「そうだわ。宇川先生、こちらよろしければ皆様で」

　優美な微笑みで風呂敷に包まれた箱を差し出され、私は戸惑う。

「えっ。これは……？」

「うちのお菓子です。母から、私がお世話になっている先生方へ、と」

　彼女の家は老舗の和菓子屋だ。関東だけでなく、今や全国で『左右田屋』の名は知れ渡っている。もとは静しず岡おかに店を構えていて、本店は静岡にあるのだが、十数年前からは東とう京きょうに二号店を構え、今日では東京店の方がメインになっている。

　私は生徒からの差し入れをどう対処すべきかわからず、咄嗟に手を引っ込めた。

「あ……。ええと、お月謝もいただいているわけですからどうぞお気遣いなく……」

「先生方へ、と職人に今朝作らせたものだと言っていたので、受け取っていただけたらいいのですが……」

　左右田さんは私を上目で見て、儚げに笑った。

　そう言われてしまったら遠慮すれば失礼に当たる気がして、おずおずと受け取った。

「では、今回だけ。お心遣いありがとうございます。くれぐれもお母さまへよろしくお伝えください」

　彼女は「はい」と軽く頭を下げて、調理前の準備を始める。

　そのうち他の生徒もやってきて、調理室は賑わい始めた。




　無事に一日の仕事を終えた。

　敦子と別れ、駅へ向かう道すがら、終業後二度目のスマホチェックをした。

　最近はどうも癖になってしまった。そして、なにも変化のない画面に軽くため息を落とす。

　こんなに連絡が待ち遠しくなったことってなかった。いつの間にか、想像以上に拓馬さんを好きになってしまったみたい。短期間でここまで惹かれている事実に驚く。

　ただ、知らず知らずのうち重い女になりたくないので、メッセージも内容はもちろん、回数も多くならないようにと気をつけてはいる。

　スマホをバッグに入れ、気持ちを切り替えて顔を上げた瞬間、スーツ姿の男性と目が合った。

「宇川真希さんでいらっしゃいますね」

　突然見知らぬ相手にフルネームを口にされ、警戒する。『はい』と肯定するのも怖くて、無言で相手の出方を窺った。

　きっちりとスーツを着て清潔感のある男性。四十代半ばだろうか。眼鏡の奥の目は怜悧なもので、シルバーフレームが一層冷たさを感じさせる。

「驚かせてしまって申し訳ございません。わたくし、七井に勤めております秘書の佐さ野のと申します」

「七井……！」

　じゃあ、拓馬さんの秘書……？

　男性の正体が明らかになっても、声をかけられた理由がわからない。

「私になにか……御用でしょうか？」

　そう問いかけながら、嫌な予感が渦を巻く。それは、佐野さんの表情もひとつの原因だった。

　彼の言動は、はじめから友好的な態度とは思えない。むしろ、敵対している相手でも見る感じで、薄ら眉間に皺を作っている。

「拓馬さんの件で大切なお話があります。少しお時間いただけませんでしょうか」

　佐野さんは、業務の一環のごとく淡々とした口調で言う。

　警戒心は強まる一方で、私は〝拓馬さんの件〟が気になってしまい、おとなしく彼についていった。




　近くのカフェに入り、数分前に知り合った人と向かい合って座っている。

　オーダーしたコーヒーがふたつ運ばれてきた時に、本題が来る、と予感した。

「単刀直入に申し上げます。拓馬さんとの関係を清算してください」

　思った通り、佐野さんはコーヒーには目もくれず、私をまっすぐに見て言った。

　見知らぬ男性に声をかけられ、一緒にカフェに来たっていう状況だけでついていくのがやっとなのに、切り出された内容に驚愕する。

「おふたりは恋人関係になって間もないですよね。きっとそこまで親密にもなっていないでしょうし、さほど情も持たれていないでしょう。難しい話ではないはずです」

　悪気もなく他人の事情をつらつらと口にされ、呆気に取られてしまった。同時に、自分のプライバシーを暴かれた不快より、拓馬さんに同情する。

　人の上に立ち、会社を経営する立場になるからって、彼の私生活に介入するのはいかがなものかと憤慨した。

「そういったものに期間は関係ないかと思いますが」

　動揺よりも反抗心が勝った私は、佐野さんに屈しなかった。

　拓馬さん本人から言われたならまだしも、部外者に『親密にもなっていない』からだなんて大きなお世話だ。

　強い気持ちで佐野さんと対峙すると、やれやれといったため息をあからさまに落とされた。私はムッとして問い質す。

「逆にお伺いしますが、今回は拓馬さんのご指示ですか？」

「ええ。まあ。そういったところですね」

　そんなはずないと決め込んで投げかけた質問だったから、なんの迷いもなく即答されて正直衝撃を受けた。

　いや。今の佐野さんの答えは曖昧だった気もするし、ここで狼狽えちゃいけない。

　疑いの眼差しを向けるも、佐野さんはなんとも形容しがたい微笑を浮かべている。彼の心の中はまったく読めない。

　無言で視線を交わしている間、じわりと汗が額に滲む。性格的にあまり駆け引きは得意ではない。が、どちらにしても答えは変わらない。相手の出方を待って臆病になるくらいなら、自分らしくいよう。

「お断りします。大体こういう話は、どちらかが一方的に決めるものではないのでは？　まして、第三者を介してだなんて」

　なるべく感情的にならぬよう、落ち着いた声を意識して反論する。私が少しでも怯めば、その隙に畳みかけられそうな気がして。

　佐野さんは、ふっと笑い、おもむろにコーヒーを口に運んだ。彼がカップをソーサーに戻すまでの時間、私の緊張感は高まる一方。

　佐野さんが落としていた視線を静かにこちらへ向ける。

「ふむ。ご指摘はもっとも。しかしながら、得てして世の中は理想通りいかないものじゃありませんか？　男女関係に至ってはことさらに」

　人を悪く言いたくはないが、彼からは目的遂行のためだけに業務をこなしている感が否めない。おそらく私がなにを言ったって、眉ひとつ動かさず、機械のように対応するんだろう。

　私が押し黙っている間にも、佐野さんは続ける。

「ひとつ申し上げておきますが、こちらは決してあなたを不幸にさせたいわけではありません。今回の〝ご相談〟は、あなたと拓馬さん、おふたりの最善の道をご提示したまでで」

「意味がわかりません」

　私がひと言で突っぱねた瞬間、彼は軽く瞼を伏せた。そして数秒後、厳しい目つきで敵対心を露わにする。

「いずれ離れなければならないのなら、早々にけじめをつけた方が傷は浅いという意味です。察してください」

「私がどう感じるかは、あなたには関係な……」

「あなただけの話じゃないですよ。彼にとっても、です」

　私の言葉を遮って放たれた声は、やたらと柔らかく、かつ力強かった。思わずビクッと肩を震わせてしまった私は動揺を自覚し、内心慌てた。

「彼だってひとりの人間だ。いっときでも惹かれた女性と別れれば傷心するでしょう？　失恋の傷をいかに軽く済ませられるか、という話です」

「……どこまでいっても別れる前提なんですね。すみませんが、これ以上お話するのはお互いに時間の無駄かと」

　どうにか態勢を立て直し、気丈に振る舞ってみせた。

　私は財布からコーヒー代を出してテーブルに置き、席を立つ。次の瞬間、信じがたいフレーズが耳に届いて目を剥いた。

「拓馬さんにはご婚約者がいらっしゃるんですよ」

　佐野さんは動けずにいる私を見上げ、精悍な顔つきでさらに言い放つ。

「より正確にお伝えすれば、〝近々婚約者になる方〟ですが」

　悔しいけれど、大打撃だ。

　自分の知らない事実を突きつけられ、途端に足元がぐらつく。

　私はギュッと唇を噛むだけで、立ち去ることも耳を塞ぐこともできずにいた。

　それを知ってか知らずか、佐野さんは私に追い打ちをかける。

「拓馬さんは、ここ一週間ほどご多忙と聞いていませんか？　それは正式な婚約へ向け、お打合せがあるため」

　心臓をひと突きされた感覚に襲われた。彼の指摘は真っ当で、心当たりがある。

　愕然として立ち尽くしていると、佐野さんはスッと椅子から立って伝票を持った。

「まあ、気持ちの伴わない政略結婚と思われがちですが、どうやらお相手の方は違うようですよ。会社の利益になって妻も自分を愛してくれるならば、拓馬さんもなにを選択すべきかわかっていると思いますけどね」

　物語でよくあるやつだ。今はビジネス婚とでも言うのかな。あれって、本当に現実にある話なんだ。

　どこか他人事みたいにそう思って固まっていたら、佐野さんはすれ違いざまに囁く。

「あなたももう、彼がとても聡明な方だととっくにご存知でしょう？」

　佐野さんが会計へさらに一歩歩みを進めた際に、私ははっきりと言った。

「私は、彼の口から直接聞くまでは……なにも変わりません」

　そう。なにを言われても聞かされても、私の中の想いが覆るわけじゃない。

　だって、私は覚悟を決めて彼の隣にいるのだから。

　すると、佐野さんは半身だけ振り返り、私を一瞥した。

「そうですか。それは構いませんが、拓馬さんから直々に婚約者の報告があった暁には、決して縋りつかないでくださいね」

「なっ……」

「そうでしょう？　彼が真実を伝え、関係を清算しようとしているのにあなたが引き留めれば、やさしい拓馬さんはより苦しむだけですから」

　佐野さんは正論を振りかざす。私は悔しさのあまり、手のひらに爪を食い込ませた。

　どうやっても言い負かされる。とにかく早くひとりになりたい。

　店内の床を見つめていたら、佐野さんに呼ばれる。

「ああ、宇川さん」

　キッと敵対心丸出しで視線を送ったが、彼は動じず穏やかな表情で続けた。

「よければご自宅までお送りいたしましょうか。お金に困ってる元恋人の心配もあるようですし」

　元恋人って……。光汰とのいざこざまで知られているの？

　拓馬さんだけでなく、私のプライバシーまで侵害されていたのだと知り、絶句する。

「結構です!!」

　つい大きな声になってしまったが、今ばかりは周りの目など気にしていられない。

「それは失礼しました。あと、コーヒー代はこちらでお支払いします。では」

　佐野さんがカフェを出て行くのをドアチャイムの音で察し、私は再び椅子に腰を下ろした。すっかり冷めたであろうコーヒーふたつを瞳に映し、茫然とする。

「婚約者……か」

　無意識にぽつりとこぼしていた。

　佐野さんの言っていた話は嘘じゃないのだろう。

　会社の繁栄のための結婚……。現実にあるものなんだなあ。将来を期待されている人は、簡単に自分が選んだ相手と一緒になれないんだ。

　自分は彼のプラスになれる、と胸を張って宣言できないのがつらい。

　生い立ちは普通。実家は山梨で、父は役場で働いていた。母は近所でパートをして、大学四年の妹とはそれなりに仲がいい。私は料理専門学校を出て、料理を教える講師として勤めていて……それ以外の特技は思い当たらない。

　平凡だ。けれども、そんな自分や毎日に不満などなく、穏やかに日々を送っている。

　ひとりの人と一緒にいるために、家柄や才能を欲するなんて滑稽な女だろうか。

　ショックが大きすぎて、逆に笑いが漏れる。

　互いの気持ちだけで結ばれるのが当然至極と思っていた。それは自分の世界の常識であって、彼の世界では違うとも知らずに。

　私はぬるいコーヒーを一気に呷り、ふらりと立ち上がった。

　カフェを出て、ぼんやりしながら帰路につく。気付けばアパートに着いていて、私はバッグを放ってクッションに顔を埋めた。

　自宅に着くまで、何度も心の中で〝気にしない〟って呟いていた。そうしなきゃ、背後に迫っている闇に呑み込まれそうで。

　無造作に置いたバッグに目をやり、拓馬さんに今日の出来事を報告すべきか悩んだ。

　佐野さんのニュアンスだと、拓馬さんの相手はまだ正式な婚約者ではなさそう。

　しかし、真実を突きつけられるのが怖くて、電話をかける勇気まではない。

　そうして夜も更けた頃、どうしてもひとりでは抱えきれなくなって、ついに彼にメッセージを送ってしまった。

　ただひと言、【会いたいです】と。




　翌日は休みだった。

　それは私にとって都合がよかった。寝不足で仕事なんてまともにできなかったと断言できる。

　枕元のスマホを細めた目で見て時間を確認する。朝六時半だ。

　寝付きが悪かったわりに、いつもとほぼ同じ時刻に目覚めてしまった。もう一度目を閉じたところで、どうせもう寝られない。それならいっそ起きてしまおう。

　寝ぐせの髪をかき上げて、ロフトから下りる。気分をさっぱりさせたくて、シャワーを浴びた。

　着替えを終え、タオルで丁寧に髪を拭いていたらスマホが鳴り出す。私はビクッと肩を竦め、硬直した。

　え？　こんな朝から……職場から？　欠勤のスタッフでも出たかな。

　慌ててスマホのもとに行き、画面を見て一瞬思考が止まった。表示されている文字は【佐渡谷拓馬】。

　一週間、物わかりのいい恋人を演じてきた。

　彼のすべてを知った上で気持ちを受け入れたのだから、と仕事の邪魔をするのは避けていた。電話はおろか、メッセージも極力送らなかった。内容だって、決して返信を催促する文は入れないよう気を付けて……。

　けれども、昨夜はどうしてもひとりで抱えきれなくてわがままを言った。

　改めて思い返し、自分の意志の脆さを痛感する。

　これじゃあダメなのに。理想の行動と現実の感情が、かけ離れてしまっている。

　とはいえ、私は久方ぶりに着信画面に表示された彼の名前を無視する強さも持てなくて、応答ボタンに触れた。

《真希？》

　拓馬さんの声がした瞬間、ついさっきまでの鬱々とした気持ちを忘れ去る。そして、空虚な心はたちまち満たされ、危うく涙がこぼれそうになった。

《もしもし？》

「……はい」

《朝早くからごめん。起こしちゃった？　でもなんか……声が聞きたくなって》

　やさしい声音に自然と瞼を閉じていた。

　すでに彼の温もりを知ってしまったからこそ、声を聞いただけで切ない思いがあふれ、会いたくなる。

「ふふ……光栄です。もう起きてたから平気ですよ」

　穏やかでゆったりとした時を噛みしめていたら、拓馬さんが急に言った。

《真希。俺も会いたい》

　思いも寄らない拓馬さんの気持ちを聞き、目を開けた。

《会って、一緒に美味しいもの食べに行って、真希のうれしそうな顔が見たい》

　彼の低音ボイスは、まるで心が落ち着くクラシックを聞いているようで、刺々していた心が丸くなる。

「はい」

　私は再び視界を暗転させ、全神経をスマホの向こうの拓馬さんに集中させた。

　そうすれば、まるですぐそばに本人がいるみたいに感じられる気がして。

　しかし、拓馬さんの次の言葉で一気に現実に引き戻される。

《でも生憎、今日から二泊、静岡への出張が入ってしまって……》

　私はパッと壁のカレンダーに視線を移す。

　今日は金曜日。つまり、拓馬さんは土日も休めないってことだ。

「週末まで仕事詰めって……大変ですね。きちんと食事はとれてますか？」

《ああ。大丈夫だよ。心配してくれてありがとう》

　その後、数秒沈黙が流れる。

　私はこのタイミングで昨日の話を切り出すべきか迷った。

《真希は？　変わりない？》

「はい。変わらずですよ。拓馬さん、出張お気を付けて」

　喉元まで出かかっていた言葉を引っ込め、明るく振る舞った。

　ダメだ。自分から連絡したならともかく、今回は拓馬さんからの電話だったし、急でちゃんと話せる自信がない。

　自己嫌悪に陥っていると、拓馬さんの柔らかな声音が耳孔に響いた。

《真希。日曜日中には帰るから、次の日に会おう》

「えっ？　仕事終わりだと遅くて拓馬さんが大変なんじゃ……」

《この土日まともに家にいられない分、月曜は早く仕事を切り上げる》

「わかりました。お仕事頑張ってください」

《ありがとう。また月曜に》

　拓馬さんとの通話を終え、両手の中のスマホに目を落とす。

　他人がなにか言ってきたって、こうして拓馬さん本人と話したら、私の不安は掻き消される。

　大丈夫。拓馬さんが私を必要としてくれている限り、悪い展開にはならないはず。私だって彼を大切に想っているし、今もその気持ちは変わらない。

　私は毎日変わらずご飯を食べて、働いて、笑顔で拓馬さんに会いに行けばいい。




　週末が過ぎ、月曜を迎えた。

　今日は私が拓馬さんのオフィス付近まで行く約束。拓馬さんは忙しいみたいだし、ちょうど私も早番だったため、そういう約束にした。

　六時半に仕事を終えて駅に向かい、虎とらノの門もんへやってきた。おしゃれなオフィス街を、きょろきょろとしながら歩く。私はすぐに彼のオフィスを見つけ、圧倒された。

　高くそびえるビルは、私の職場のビルとは大違い。高さは三倍近いし、広さもデザインもどこかのラグジュアリーホテルみたいでとても目立つ。

　とりあえずオフィスの場所はわかったし、約束の時間まで余裕があるからコーヒーでも飲んで待っていようかな。拓馬さんにどうやってこの間の出来事を説明しようか、もう一回きちんと考えておこう。

　オフィス前でくるっと踵を返し、スマホで近くのカフェを検索しかけた際、ひとりの女性が視界の隅に入った。初めは和装なんてめずらしいな、って気持ちで意識を向けただけだったが、よくよく見れば女性の顔に見覚えがある。

　あれは、左右田さん？　着物姿で髪もまとめているからわからなかったけれど、彼女に違いない。

　私は彼女に注目するも、向こうはこちらに気付いていない。左右田さんとの距離は数メートル。声をかけるには微妙だった。

　もう少し近付いてきたチャンスで……と思っていたら、彼女はタイミング悪くスマホを取り出して電話をかけ始めた。

　相手は気付いていないし、電話の邪魔になるからもう移動しようかな。

　左右田さんから目線を外し、そばのカラタネオガタマの垣根に身を寄せた時だった。

「もしもし。拓馬さんでいらっしゃいますか？　突然申し訳ございません。静しず香かです」

　彼女の口から飛び出した名前に仰天する。

「お渡ししたいものがあって、今オフィスの前に……。ええ。わかりました。ではお待ちしていますね」

　左右田さんは左手に包みを抱え、ビルを仰ぎ見てそう言うと通話を切った。深みのある艶を放つ山葡萄のかごバッグにスマホを戻し、オフィスへ続く数段の階段を上っていく。ちょうど私がいる垣根の隙間から彼女の着物が見えた。

　嫌な予感がしているのに、動き出せない。知らない方がいいと思っても、知りたいという本心に抗えずにいた。

　私は俯いて肩にかけたバッグをきつく握りしめる。それから二、三分後。

「静香さん」

　垣根の向こう側から聞こえた声に、ドクン、と心臓が大きく脈打った。そろりと頭を回し、生垣の葉の隙間から奥へ目をやるも、当然顔までは確認できない。

　私は大きな不安に煽られたが、必死に息を潜め、耳をそばだてる。

「拓馬さん！　お疲れ様です！」

　左右田さんの鈴を転がすような声がして、疑心は確信に変わっていく。

「今日はどうして……？」

「拓馬さんが毎日とてもお忙しそうだと父から聞いたので差し入れを……」

　ふたりの姿は見えなくても、どんな状況か目に浮かぶ。

　さっき左右田さんが大事そうに抱えていた包み。あれが拓馬さんへの差し入れだ。

　彼女は今いじらしい表情を浮かべ、それを拓馬さんに差し出しているのだろう。

「最近お料理の勉強を始めたんです。お口に合えばいいのですが」

　もしかして、拓馬さんのためにうちの料理教室に……？

　ひと言では到底説明のできない、複雑な気持ちになる。寒いわけでもないのに全身が震え、ただ必死に自分の手を強く握って得体の知れないなにかをこらえていた。

「あっ。でもきっと、これまで拓馬さんは手作りのものをもらったりした経験がおありですよね？　比べられたら恥ずかしいな……」

　左右田さんの浮き立った弾む声が、私をさらに追い込む。

「でもいいんです。拓馬さんは素敵な男性ですもの。そういった過去があっても、私は拓馬さんが……」

「いや。そういうことはなかったから」

　突如、拓馬さんが左右田さんの話を遮るように言った。彼の言葉に引っかかりを覚え、身動きできない。

「そうなんですか？　てっきりこれまでお付き合いされてきた方が手料理を振る舞ったりしていたのでは……と思っていたのですが」

　佐野さんが言っていた婚約者になる予定の人って、まさか――。

　ひとつの予感が浮かび、警鐘を鳴らす。

　ここにきて、つい出来心でふたりの話を聞いてしまったのを後悔する。今すぐこの場を立ち去りたい。だけど、もう遅い。

「ああ……父のもとで本格的に勤め始めてからは、仕事を覚えるのに必死で、もうずっと特別な相手はいませんでしたから」

　拓馬さんの回答に雷に打たれたような大きな衝撃を受けた。スマホを握る指先が震える。

　私、自惚れていた。彼が私を必要としてくれているって。求められている限り、どんな試練だって乗り越えられる気がしていたんだ。

　思い違いが発覚し、一気に恥ずかしさが込み上げ、消えてしまいたくなる。

　私は居たたまれなくなって、ようやく張りついていた足を動かす。前だけを見て、決して振り返らずに必死で駆けた。

　来た道を戻り、駅が目前になったところで立ち止まる。肩で息をしながら、ずっと握っていたスマホを操作した。

【すみません。今日のお約束をキャンセルさせてください】

　今はまだ左右田さんといるだろうから、私のメッセージも見るまでに時間がかかるだろう。それまでに、少し気持ちを落ち着けておけば……。

　そうして送信済みのメッセージを閉じ、スマホをバッグに入れようとした矢先だった。手の中のスマホが振動し始める。相手は拓馬さんだ。

　一瞬ためらったものの、問題を後回しにすると余計に気が重くなるはずと思って、勢いで着信に応答した。

《真希？　メッセージ見たよ。なんかあった？　体調でも悪い？》

　私の声を待たずして、拓馬さんの慌てた声が耳に届く。

　彼が心配してくれていても、今は素直に受け止められない。心のどこか彼の気持ちを疑ってしまう自分がいる。

　それでも嘘をつくのは憚られて、たどたどしく答えた。

「体調が……悪いわけじゃ……」

《え？　違うのか。よかった。じゃあ他に予定が入った？》

　拓馬さんに尋ねられ、すんなりと返事が出てこない。なぜなら、会いたい気持ちと顔を見るのが怖いという思いがせめぎ合っているからだ。

　無言になって立ち尽くしている間、近くの道路を消防車が音を上げて通り過ぎていく。私は音の鳴る方へは目もくれず、アスファルトだけを見つめていた。

《……もしかして、すごく近くにいるんじゃないか？　サイレンの音が微妙に重なってる気がする。俺、今外にいるんだ》

　拓馬さんの指摘にギクッとして顔を上げる。無意識にオフィスの方向を振り返り、彼の姿を探していた。

《真希。今、どこにいる？》

　彼の凛とした声に、心が揺れる。

　彼女に会うために外にいたんでしょう？　そう捻くれる傍ら、私を追いかけてきてほしいとも思ってる。

「……駅の手前、です」

　結局、自分の欲望には抗えず、中途半端に彼に縋って答えてしまった。

　もう、自分がどうしたいのかよくわからない。

《駅？　うちのオフィスの近くの？　待ってて。今そっちに急いで向かう》

　拓馬さんは通話のままにして、こっちに向かい始めた。彼の息が少しずつ上がっていくにつれ、ここへ近付いているのだと思うと胸が苦しくなった。

《いた》

　人で溢れかえっているのに、彼はまっすぐに私のもとへ駆け寄ってくる。

「駅に入る前に電話してよかった！　いったいどうし……た」

　私は拓馬さんが話している最中、人目も気にせず抱きついた。

「真希……？」

　冷静さを取り戻した後には、考えられない大胆な行動を取ったと後悔するかもしれない。でも、周りを気にすらできないくらい、精神的に参っていた。

「急に都合でも悪くなった？」

　拓馬さんに頭を撫でられながら聞かれ、私は無言で首を横に振った。

「なら、一緒にいられるよな。とりあえず一旦オフィスへ戻ろう。真希は先に車に乗ってて。支度して戻るから」

　彼は人前で目立つ行動を取った私を咎めもせず、やさしく宥めてくれる。それに比べ、取り乱したせいとはいえ、浅はかな自分に恥ずかしさが募った。

　拓馬さんの居心地のいい腕に支えられ、私はおとなしく一緒に駐車場に向かう。そして、言われた通り車の中で彼の戻りを待っていた。

　時間が経てば動揺を落ち着けられるかもと考えていたが、甘かった。結局彼が戻ってきても心を立て直せずに、まともに会話もできない状態。

　拓馬さんは帰りがけに『どこかへ食事に行こうか？』などと気遣ってくれたけれど、それを断って、まっすぐマンションへ行きたいとだけお願いした。




　車で十分程度走れば、拓馬さんのマンションに着く。

　私はリビングの入り口に立ち、スーツの上着を脱ぐ拓馬さんを見ていた。

　こうしてお願いすれば易々と自宅へ招き入れてくれるのに、存在を隠される私の立ち位置って、拓馬さんの中でいったいどういうものなの……？

　さっきの左右田さんとの場面を思い返し、複雑な心境に駆られる。

「本当にまっすぐ帰ってきたけど、夕食はどうする？　デリバリーにしよう、か」

　振り向きざまに言われた言葉を遮って、私はほどよい筋肉のついたしなやかな背中に抱きついた。

「真希……？　やっぱりなにかあったんじゃ……」

　当然、これまでとは違う行動を取る私に拓馬さんは疑問を抱いている。

　抱えている感情を、本人へきちんと言わなきゃいけないって頭ではわかってる。けれど、自分でさえもぐちゃぐちゃすぎてうまく扱えない気持ちを、スマートに伝えられるとは到底思えない。そのせいか、なによりもまず安心したくて……彼の熱を一心に求めていた。

「好き」

　私は彼の背中でぽつりと呟いた。

　誰になにを聞かされても、結局、想いは変わらない。

　ぎゅっと目を閉じ、彼の腰に手を回したままでいたら、右腕を掴まれた。あっという間に拓馬さんはくるりと反転し、私の両目を覗き込む。

「久しぶりに会って、すぐ押し倒すのは紳士的じゃない……って我慢しているのに。きみがそう煽ってきたらダメだろ」

　余裕な口ぶりに反して、拓馬さんの双眸の奥には熱情がたゆたう。私は彼に抑えている感情を曝け出してほしくて、彼のワイシャツをきゅっと掴んで引いた。

　少し動けば唇が届く距離で、なにも言わずジッと視線を交錯させる。

「……悪い子だ」

　拓馬さんの口の端が微かに上がったのを、薄らとした視界の中で見た。私が睫毛を伏せたのとほぼ同時に、唇が重ねられる。

　拓馬さんの大きな手が腰を力強く引き寄せた瞬間、私の中でなにかが弾けた。受け身になるのではなく、背伸びをして自ら彼の首に両手を回し、熱い想いをキスにぶつける。

　拓馬さんは驚いたのか、一瞬距離を取る。私は物足りなくて、上目で彼を見つめ続けた。

　彼はふいに私の耳に口を寄せる。

「そのまま掴まってて」

　そう囁かれるや否や、ふわっと抱き上げられた。

　私がしがみついてドキドキしている間に、ベッドルームに連れられる。

　彼は私を広いベッドに下ろした直後、再び貪りつくようにキスをした。角度を変えては、深く蹂躙されている時に、しゅるっとネクタイを引き抜く音がする。たったそれだけで、私はさらに欲情した。

　おもむろに口づけが止み、ゆっくりと瞼を押し上げていく。彼はワイシャツを脱ぎ捨ててベッドに両手をつき、私を閉じ込める。

　彼の双眸は獲物を狙う獣のごとく鋭い。身体の奥から、ゾクゾクッと甘く激しい感覚が湧き出てくる。

　私は気付けば上半身を起こし、彼に噛みつくようなキスをした。

「んっ」

　私のふいうちのキスでこぼれ落ちた彼の色っぽい声に、嗜虐心が擽られる。

　拓馬さんの顔を両手で包み込み、上唇から唇の隅へと撫でては、下唇を自分の唇で挟んだ。挑発的なキスを続け、彼の甘やかな吐息が聞こえるのを楽しむ。

　自分の動きひとつで拓馬さんが反応してくれるのがうれしかった。

　この瞬間、苦しい感情は奥底に閉じ込めて、目の前の恍惚とした時間をなにも考えず感じたい。

　そっと離れて悩ましげな吐息を漏らし、彼を見つめる。

「今日は随分、積極的だな」

「……ダメですか？」

「いいや。そういうのもまたかわいいし、そそられる」

「あ、あっ……」

　拓馬さんは口元を緩ませた瞬間、私の服を脱がせる。直後、少々荒々しく私を押し倒した。

「何日もずっと触れたいと思っていたところに真希に煽られたら……止められない」

　ぼそりと耳孔に直接囁かれ、私なんて手も足も出ないほど、頭も心も身体もとろとろに溶かされる。

　声や手、唇……拓馬さんのすべてに反応し、なにも考えられなくなっていった。

　彼が蜜を含む声で、「真希」と繰り返し呼びながら執拗に攻め立てる。そのうち、私は敢えなく果ててしまった。

　拓馬さんの重みに幸福感を抱きつつも、〝もっと彼を感じたい〟という欲望は止まなかった。貪欲に彼を求めて手を伸ばした矢先彼は起き上がり、煽情的な眼差しを向けてくる。

「真希。まだだよ。全然足りない」

「え……」

「もっと欲しい。会えなかった時間の分だけ――」

「ん……っ、あっ……あぁ」

　彼も私と同じく思ってくれているのだと驚嘆するのも束の間、自分の口から甘い嬌声がこぼれ落ちる。彼の指先に敏感になり、なにもかもが蕩けていく。

　恥ずかしい。だけど、これでいい。身体を重ねているうちは、余計な思考は消えていくから……。

　理性を手放す直前、不安な感情が出てしまいそうで咄嗟に自分の顔を手で隠した。

　刹那、両手を掴まれ顔から外される。

「そうやって恥じらわれたら余計に暴きたくなる」

「え、違っ……う、んんっ」

　完全に野獣と化した拓馬さんに牙を剥かれ、たちまち快感の渦に呑み込まれた。

「真希……かわいい。もっと乱れて。もっと俺を求めて」

　キスの雨が降り注ぎ、私の奥を暴く彼の興奮が伝染して、わずかに残った理性すら飛んでしまう。なによりも、いつも冷静な拓馬さんがここまで余裕をなくして私の名だけを口にする姿が、私の心をいっそう熱くさせた。

「拓馬……さっ……それ、ダメ……あぁっ」

　互いに我を忘れ、何度も何度も求め合う夜はとても長く、儚かった。




　私が意識を取り戻したのは翌朝。遠くから聞こえた微かな話し声がきっかけだった。

　眠っていた思考が徐々に動き出し、その声が拓馬さんのもので、別室からだとわかった時にはすっかり目覚めた。

　広いベッドでひとりきり。むくっと身体を起こして、ドアへ視線を向ける。

　スマホで時刻を確認すれば、午前六時半。とりあえず、出勤には十分間に合うと安堵して、ベッドから足を出した。

　こんな早朝から電話となれば、急な用件で込み入った話だろう。それを盗み聞くのはあまり行儀のいいものじゃない。

　しかし、静かな部屋には拓馬さんの声がなんとなく届いてくる。はっきりと単語が聞こえなくとも彼の声色から、不穏な雰囲気は薄々感じ取れた。

　とりあえず服を着て支度を整え終える。ちょうどそのタイミングで、話し声が聞こえなくなったため、ベッドルームから出てリビングへ向かってみた。

「……おはようございます」

　そろりとドアから顔を覗かせ、声をかける。拓馬さんは少し驚いた様子でこちらを振り返った。

「ああ。おはよう。うるさかった？　悪い」

「いえ。これ以上寝ていたら出勤準備が間に合わなくなっちゃうところだったので。それにしても……随分と早い時間から電話したりするんですね」

「たまたまね。昨夜はメールにも気付かず寝てしまったから」

「あ……っ。ご、ごめんなさい」

　瞬時に昨夜の濃密な時間が思い返され、私は頬が熱くなる。

「真希が謝ることじゃないよ」

　拓馬さんはやさしく笑って言った。……が、なんだか様子がおかしい。

　だって目が合ったのって、さっきふいうちで私がリビングに来た時だけ。以降、私の方をまっすぐ見ようとしていない気がする。

　私は小さな不安を抱え、拓馬さんの横顔を見る。彼はやはりこちらを見ぬまま、言い出しづらそうに切り出した。

「ただ、ちょっと真希に相談というか……」

「私に？　なんですか？」

　心臓がゆっくりと嫌な音を立てる。

　ここからすぐ逃げ出したい。きっと私の予感は当たる。

　昨日の幸福な時間は続かない、と――。

「しばらく距離を置かせてほしい」

　水を打ったように静まり返った空間ではっきりと耳に届いた言葉は、決して意外なものではない。なのに、想像以上に衝撃が大きくてまだ処理しきれない。

「なぜ……？」

　ようやく絞り出したひと言は、無意味なもの。

　なぜかなんて、私も知っているくせに。

　けれど、腑に落ちないのは〝別れよう〟ではなく〝距離を置こう〟と言われたこと。

　距離を置いて婚約者の事情を優先させた後、私との関係を改めて考え直すって話？

「仕事が……立て込んでるんだ。それが落ち着けば、これまで通り」

「嘘。婚約者がいるからですよね？」

　私がストレートに質問をぶつけると、いつも冷静な拓馬さんが目を剥いていた。

「な……んで」

「やっぱり本当なんですね」

　驚愕する様に、佐野さんが言っていた内容はすべて事実なのだと確信する。

「別れではなくひとまず距離を置く方を選んだのは、私に情が移ったから？　それとも罪悪感？　急に突き放すのがかわいそうと思って、段階を踏めば多少ショックも軽減されるかもって？」

「そうじゃない！　ただ無下にできない相手だから、うまく話をまとめてからちゃんと真希と」

「ちゃんとって言うなら、私と深い関係になる前に整理しておくのが普通なんじゃないですか」

　絶対に感情的にならないって決めていたって、いざとなったら冷静でいられなかった。カッとなって、頭に浮かんだ言葉がどんどん口から飛び出す。

　私が拓馬さんをひどく責め立てるのも、こんなにも悔しく悲しい気持ちになっているのも、予想以上に彼を好きになってしまったから。

　そうかといって、都合のいい相手になってまでこの恋を貫き通す自信なんかない。

　言い訳すらさせない勢いで捲し立てたせいか、拓馬さんは慌てて言葉を並べる。

「きみと出会った後で、急に具体的に話を進められていて！　正式な婚約はしていないんだ。言い訳がましいのはわかっ……」

「私、拓馬さんの立場は理解していたつもりです。だけど、婚約者がいる覚悟まではしていなかった！」

　私が寛容じゃないだけなのかな。言われずとも、自分でそこまでの可能性を考えて備えておくべきだった？　……だとしたら、私にははじめから無理だ。

　どんどん重く、暗い思考に囚われていく。その時、拓馬さんが私の腕を掴んだ。

「事後報告になってしまったのは謝る。頼むから俺を信じて」

　懇願する彼を見て、ぐっと胸の奥を掴まれる感覚になる。

　彼を嫌いになってはいない。しかし、今ここで簡単に『信じる』って答えられるほど強くない。なによりも、昨日見聞きした事実が私の心を醜くさせ、蝕んでいく。

「私、聞いてしまったんです」

「聞いたって……なにを？」

　拓馬さんは手を離さぬまま、神妙な面持ちで尋ねてきた。私は一瞥したのち、顔を背けて抑揚もつけずに淡々と答える。

「婚約者に……左右田さんに、私の存在を隠してましたよね。『特別な相手はいない』って。私、嘘をつかれているよりも、自分をなかったように振る舞われたのが……耐えられない」

　最後は拓馬さんの目を見てはっきりと言い放った。

　拓馬さんはもはや言葉を失い、散瞳するほど私の発言に度肝を抜かれたらしく、固まってしまった。

　私は拓馬さんの手を振り払い、リビングに置いていたバッグを拾い上げる。

「別れます。さよなら」

　去り際にそう言い残し、足早に玄関へ向かった。

「真希！　待って！」

　靴に足を通し終えるや否や、今度は肩を掴まれた。振り向いた先には、綺麗な眉を寄せて縋るような瞳をしている彼がいる。

　一瞬心がぐらついたが、私は肩に置かれた手を、そっと解く。

　そんな表情をするくらいなら、なぜあの時、はっきりと私の存在を彼女に話してくれなかったの。あなたの中で私はそこまでの存在ではないって事実を突きつけられてしまえば、この先そばにいても苦しいだけ。

　私にとってあなたは視線ひとつで決意を揺らがすほどの存在なのに、あなたにとっては違ったんだ……と悲しくなるだけ。

「こんな状況で距離を置く、なんて。……私には……無理」

　込み上げてくる涙を必死にこらえ、玄関を飛び出した。

　エレベーターホールまで駆け出し、すでに待機していたエレベーターに乗り込む。降下する室内でとうとう涙腺が決壊した。

「う……っ」

　口を覆って嗚咽しながら、ボロボロと足元に涙を落とす。

　人の気持ちも料理する時のように数字で計れたら、こんな風に不安になって疑ったりしなくてもいいのに。……いや、数値で表してしまえば自分との想いの差が明確になって、それはそれで苦しむのかな。

　つまりは、互いに目に見えないものをどれだけ信じ抜けるか。

　どうやら私は自己中心的な人間で、自分の気持ちを処理するのが精いっぱいみたい。これじゃあ、どのみち将来的に同じ結末が待っていた気がする。

　エレベーターが一階に着く頃には、私の気持ちも奥底へと落ちていった。




　一度アパートへ戻り、早番のためバタバタと着替えを済ませ、すぐ出勤した。

「お、真希にしてはめずらしくギリギリだねえ。おはよう」

　ロッカールームに駆け込むなり、すでに準備を終えていた敦子がにやけ顔で言ってきた。

「おはよ……」

　敦子の思考はお見通しだ。差し詰め、拓馬さんと一緒にいて遅くなったと考えているってところ。

　実際、私は朝帰りをした。あながち間違いではないのだが、生憎冷やかしの眼差しを笑って受け流せるような精神状態ではないのだ。

　私は気持ちにも時間的にも余裕がなく、さらりと躱した。

　ここで私情を出してしまったら、絶対に今日一日、仕事に影響する。それがわかるから、敦子には申し訳なかったけれど詳細を伏せた。

　敦子がいなくなって、私はロッカールームにひとりきりになった。ちらりとロッカーに置いたスマホを見れば、拓馬さんからの不在着信が三件。

　彼とのやりとりは、まだ数時間前の出来事。当然鮮明に思い出せる。考えたくないのに、油断したら意識をそっちに引っ張られてしまう。

　私は強めに首を横に振り、目をギュッと固く閉じた。ゆっくりと瞼を上げていくと同時に、気持ちを切り替える。

　ロッカールームを出て隣の事務所に一歩入った瞬間、なにか不穏な空気を感じ取った。挨拶しようとしていたのも躊躇し、口を噤む。

「えっ。ダメになるかもしれないってどういうことですか？」

　ひとりのスタッフが、店長に真剣な顔つきで問い質している。

「どうしたの？」

　こっそりとみんなが集まっていたところに合流し、敦子にひそひそと尋ねる。

「あ、真希。なんかね。ほぼ確定していたはずの夏の目玉イベントが急に白紙になったとかなんとか」

「ほぼ決まってたイベントが白紙に？」

　きょとんとしていたら、ホワイトボードの前でさっきの子が店長に泣きついていた。

「ずっと温めていた企画で、今回やっと先方に了承いただけたのに！　なんでこんな突然に……」

　どうやら彼女の発案らしい。店長に切実に訴えかけている姿から察するに、かなり気合いを入れていた様子だ。詳細がわからずとも、彼女の雰囲気だけで胸が痛くなる。

「じゃあ、別の方面へ依頼しなおしてみたら……」

　私たちの横にいた別のスタッフが提案するも、店長が浮かない表情で小さく頭を横に振った。

「お願いしていたのは左右田屋よ。今さら他の店は考えられないし、仮に承諾してくれても、後で左右田屋の代わりだったと知られたら……」

「左右田屋……？」

　思わずぽつりと漏らしていた。

　今の私は〝左右田〟のワードに敏感になっている。

「そう。夏の涼菓作りっていう企画で、左右田屋の職人が特別講師だったから」

　店長は苦々しい表情で言った。すると、急に発案したスタッフが私を凝視する。

「ねえ。今月から左右田屋のお嬢さんが入会してるじゃない！　お嬢さんからお父さんへもう一度話を通してもらうのは？」

「え……」

「彼女、宇川さんの講座をよく受けているわよね。まずは宇川さんからそれとなく話してみてもらえない？　家でなにか事情を聞いていないかとか、些細な情報でもいいから！」

　彼女の熱意の矛先がこちらに向けられ、私はたじろぐ。

　左右田さんが拓馬さんの婚約者だと知った今、普通に生徒として接するのもできるかどうか不安なのに、そんな大事な役目……果たせる自信がない。

「で、でも」

「お願い！　正攻法がダメだった今、もうそのチャンスに懸けるしか……！」

　周りのスタッフの目がある中で、必死に頭を下げられたら断れない。

「話せそうな雰囲気であれば……でよければ。絶対って約束はでき――」

「ありがとう！　お願いします！」

　言下にお礼を言われ、手を固く握られた。内心とてつもなく憂鬱だけど、引き返せない。

　その後、通常通り業務の準備をそれぞれ始める。

「大丈夫？　まあ、もしうまくいかなくても真希のせいじゃないからね」

　敦子がこっそりと私に耳打ちした。私は「うん」と頷いたものの、やっぱり責任を感じる。

　今日は色々と抱えるものが重い日だ。うっかりしていたら、ため息ばかりこぼしてしまう。

　そして無情にも時間は過ぎていき、左右田さんがやってきた。

「こんにちは」

　確かに目が合ったと思ったのに、彼女は私の挨拶になんの反応も示さなかった。ちょっと引っかかったものの、私も昨日の今日で左右田さんと話ができる心境ではなかったため、自ら距離を取った。

　しかし、いざ講習が始まれば彼女は私のグループなので、否が応でも近くなる。しかも、よりによって調理過程で二手に分かれる際、私と左右田さんがペアになってしまった。

「では、そちらは海老の下処理を。こちらはイカの皮を剥きますね」

　広い調理台で一方のペアは和気あいあいと作業を始めていた。

　私は気まずい思いを抱え、左右田さんの横に並ぶ。

「えーと、乾いたタオルを使えば結構簡単に皮剥きできるので」

　ひと通り工程を話しながら実演したものの、彼女は一向に手を出そうとしない。ちらっと彼女を見たら目が合って、小声で言われる。

「ごめんなさい。実は私、海鮮類触るの苦手なので、やってもらってもいいですか？」

「え……あ、そうだったんですね。わかりました」

　私は下処理に集中するふりをして黙っていた。が、それも耐えられなくなってきて、さっき事務所で頼まれた件を切り出そうと覚悟を決めた。

「左右田さんってご実家暮らしでしたっけ」

　まずは家の話題に寄せていって……。

　左右田さんは急な質問に驚いたのか長い睫毛を瞬かせ、儚げに笑った。

「はい。母は仕事が忙しくて料理しないし、祖母は和食中心な上、最近足の調子が悪いみたいで。だからここへは主に洋食を習いに来てるんです」

　触れてはいけない部分だったのでは……と後悔していた、その時。

「なんちゃって。まさか今の本当に信じたの？」

「なっ……」

　彼女の豹変ぶりに、瞬時には頭が動かない。

　これまで左右田さんは家格を重んじた、おしとやかな女性だった。それが、どういうわけか今目の前にいる彼女は、はじめの印象とは百八十度異なる。

　まるで別人に変貌した左右田さんは、同じグループの生徒に気付かれないように嘲笑った。

「わざわざ料理を覚えるために料理教室に通うなんて面倒なこと、するわけないじゃない。うちへは各方面の著名人が来るの。本当に料理を習いたかったら、もっと腕のいい料理人を選ぶわ。こんな大衆向けの教室じゃなく」

　私はいまだに衝撃的で言葉が出なかった。左右田さんはそんな私を見て、ニイッと口角を上げる。

「佐野さんから聞いて知ってるんでしょ？　私も知っていてここへ来たの」

　彼女の発言に目を見開く。

　完全に騙されていた。今までの彼女が本質だって信じ切っていた。

　まさか、はじめから目的は私だったとは――。

　彼女は私の横にぴたっと寄り添って、私が洗っていたイカをさっと取っていく。まな板にイカを置き、包丁で一度タン！と軽快な音とともに輪切りした。

「私ここ数日考えてわかったのよ。拓馬さんが私にあなたの存在を伏せていたのは、婚前の期間限定のお遊びなんだろうなって。だってあなた平凡だもの。彼が本気になるわけないわ。彼から存在を隠されてるくらいだしね？」

　左右田さんは艶やかな唇をゆっくり開き、さらに続ける。

「なので、宇川さん。今後も庶民の料理を教えてくださいよ。もしかしたら、彼はあなたの料理にほんの少し興味を引かれたのかもしれないし」

　にっこり顔で言い終えた左右田さんは、再び手元に視線を落として包丁を動かす。私はというと、手も口も動かせなかった。

「あ。やっぱり今のなし。どうせなら拓馬さんには一流の料理を召し上がっていただきたいし。覚える必要性はないわね。そう思わない？」

　手際よく切り終えた左右田さんが、ふいに私のもとへやってきて顔を寄せる。びくっと肩を震わせた瞬間、彼女は私が出しっぱなしだった水を止め、ぽつりと耳の近くで囁いた。

「あ、そうだ。あと、うちの店と仕事の約束してたよね？　それ、私から〝人の婚約者に手をつけるような講師がいるところとは一緒に仕事をしてほしくない〟って父にお願いしておいたから」

「お父さまにお願いって……！」

「宇川さーん。海老の皮剥き終わりましたあ」

　話の途中で声をかけられ、はっと我に返る。ふたりの生徒はいつも通り、楽しそうな雰囲気で私の次の指示を待っていた。

「あ、えっと、じゃあ次はお米を三合と具材を炒めて……」

「わかりました！　フライパン持ってこよ」

　動揺を顔に出さぬようにして次の工程を口にすると、すでに慣れているふたりはパッと行動に移した。

　調理台には、また私と左右田さんのふたりきり。

　左右田さんは手を洗いながら、なにげない会話でもするように言う。

「私がちょっと言えば、企画を続行させてあげられるのよね。父は私に甘いから」

　左右田さんの横柄な態度はおもしろくはない。けれども、原因は私が拓馬さんと個人的な付き合いをしていたせい。

　拓馬さんと企画の件は別のはず。まずはイベントの協力が先だ。理不尽なことを言われても、ここは聞き流すのがベスト。

「……お願いします。涼菓の企画はスタッフが一生懸命準備していたもので」

　私は周りに気付かれない程度の声で頼み、頭を下げた。

「ふふふ。じゃ、ひとつ条件を出すわ」

「条件……？　って、なんですか」

　訝しげに聞き返すと、彼女はやたらと柔らかな微笑を浮かべる。

「私たちが正式に婚約するのに邪魔だなあって。私たちの前から消えてほしいの」

　表情と言葉の内容がちぐはぐで、恐怖すら感じた。

「あ、もちろんこの教室に左右田屋が関わるんだから、ここも早く辞めてね。左右田屋の職人に近付かれるのも嫌なの」

　彼女は、言い終えるなり〝左右田屋の令嬢〟の表向きの仮面を被り、戻ってきた生徒ふたりとなにやら話をしている。

　私が茫然と三人を眺めていると、左右田さんがくるりと私を振り返った。

「宇川先生。さっきのお願い、大丈夫ですよね？」

　よそ行きの声のトーン、仕草、表情の作り方。私はついさっきまでまったく見破れなかった。

「……大丈夫です」

　彼女の完璧な使い分けを目の当たりにし、講義時間中は平常心を保てず、ミスをしないのが精いっぱいだった。

　そして、左右田さんは何事もなかったように帰っていった。




　彼女の姿がなくなっても、私はずっと彼女の言葉や表情が頭から離れない。

　メインキッチン下の収納スペースに調理用品をしまっていたら、すでに着替え終えた敦子がやってきた。

「真希、まだいたの？　もう上がったら？」

「あ、うん。わかってる」

「じゃあ、私今日ジム行く日だから先帰るね。お疲れ様。彼氏によろしく～」

　敦子はにやけ顔で手をひらひらとさせて去っていった。

　私は苦笑して敦子を見送り、ため息をこぼす。それから暗い気持ちで帰る支度をして、重い足取りで外に出た。

「お疲れ様です」

　待ち構えていたようなタイミングで声をかけられ、びっくりして肩を上げる。

「さ、佐野さん！」

　顔を上げたら拓馬さんの秘書の佐野さんがいて狼狽える。

「名前を覚えていただき光栄です。ところでひどくお疲れのようですが？」

「ちょっと……仕事が忙しくて……大丈夫ですから。ご心配なく」

　咄嗟に顔を背け、たどたどしく答えると鋭い視線で射抜かれる。

「本当は左右田静香さんが原因なのではないですか？」

「なっ……知って……？」

　核心をつかれ、佐野さんを凝視する。

　そういえば左右田さんも佐野さんの名前を出していた。ふたりは繋がっていたって、すっかり忘れてた。

　佐野さんは今回なにを伝えにきたのか、瞳を揺らして思考を巡らせる。考えが纏まる前に、佐野さんに直球を投げられた。

「彼女の機嫌を損ねたせいで、職場に影響が出てしまいましたね」

　私が原因だったのは、左右田さん本人の言動で知った。でも、彼女の出した条件さえ守ればイベントの企画はもと通りになるはず……。

「ちなみに、大変なのは宇川さんの周りだけじゃないんですよ。我が七井物産との取引も危ういものになっていて」

「は？　七井物産も……？」

「拓馬さんも今は左右田屋へのフォローで手いっぱいですね」

　突然知らされた事実に頭の中が真っ白になり、佐野さんの声もどこか遠くに感じる。

　まさか、それすらも私のせいだって言うの？　もう私は拓馬さんとはなんの関係もなくなったのに。

　茫然と立ち尽くしていると、佐野さんが続けた。

「わたくしが今日ここへ来たのは、彼にもう会わないでほしいと伝えるためです」

　そんなの……もうとっくに本人から言われてる。

〝会いたくない〟って直接的な表現ではなかったけど、〝距離を置きたい〟という言葉は私にとって同義語だ。

「わかってます。会いに行きませんし、連絡もしません。仕事も辞めます。これで満足ですか？」

　本人から言われた挙句、彼の側近にまで念押しされれば自棄にもなってしまう。

「すでに覚悟されてるとは知らず、失礼しました。退職後のフォローはいたしますのでなんなりと。代わりに、すべての連絡手段を絶っていただきたいんです」

「心配しなくても、さっき言った通り連絡は取りませんし、援助も要りません」

「申し訳ないですが、わたくしたちの世界では口約束ほど信用できないものはないんですよ」

　こっちが胸がつぶれる思いで決めたのを、こう何度も指摘されるのはさすがにおもしろくない。

　私は我慢しきれず、少々苛立ちをぶつけてしまった。

「なんですか？　誓約書が必要とか言ってるんですか」

「いえ。ただ連絡が取れる可能性があると、どうしても疑ってしまいますので」

　佐野さんに言われ、ムッとしてバッグからスマホを取り出す。その場で着信拒否設定をしようとして、寸前に止めた。そして私は、設定画面のまま佐野さんへ手渡す。

　佐野さんは私のスマホを持って、目を白黒させた。

「こちらは？」

「だって、ここで拒否設定にしたところで、私はいつでも解除可能なわけですし。削除した後、向こうからかかってくる可能性は私にはどうにもできませんし？　もうこれを預けるのがてっとり早いと思って」

　さすがに突拍子もない行動だったかな。まあ、別れると決めたのは私だし、このくらいの覚悟を持たないとダメだよね。

「こんな大胆な……。もしも、わたくしがこれを悪用したらどうするんですか」

「えっ。悪用するんですか？」

　疑う頭もなかった。だって拓馬さんの秘書なら、変なことはしないだろうって先入観を持っていた。

　すると、堅い印象の佐野さんが突如笑い出し、私は唖然とした。

「いえ、しませんよ。潔くておもしろい方ですね。彼が興味を引かれる理由がわかった気がします」

「あんまり褒められてる気がしないんですが」

　ぶっきらぼうに返すと、佐野さんは目尻に皺を作ってスマホをこちらに向けた。

「それにしても、他にも友人やご家族のデータが入ってるでしょう。どうなさるつもりだったんですか」

「ＳＮＳは別の端末からもログインできるだろうし、家族はメモしてるからなんとかなるかなって」

「そうですか。それならばいっそ、今から電話番号を変えるのはいかがですか？　それとアパートも引き払って……。あなたならすんなり受け入れてくださりそうだ」

「はあ？　なんでアパートまで」

「電話と同じ理由ですよ。あなたが会いに行かなくても、万が一彼の方が気の迷いで……って可能性もあるでしょう？　そのたびあなたも疑われるのって疲れませんか？　拓馬さんが七井グループの後継ぎなのはこの先も変わらない事実ですから」

　さすがの私も開いた口が塞がらない。ここまでするかと、これ見よがしに盛大にため息をついた。

「仕事を辞めて引っ越し……なんて現実的じゃないですよ」

「ですからフォローは全面的にこちらで」

「ああ、もう。わかりました。フォローは不要ですってば。私は彼との関係をお金で解決したとは絶対に思われたくないんです。家と仕事は今月いっぱいくらいは猶予をください」

　一気にいろんなことが起きすぎだ。私はもう面倒になってきて、半ばやけくそになっていた。

　佐野さんは私の返答に満面の笑みを浮かべ、手で前方を示される。眉根を寄せて佐野さんの顔を窺うと、彼が言った。

「ではお送りしますよ。最寄りの携帯ショップまで」

　抜かりのない言動に私は降参し、渋々佐野さんの車に乗り込んだ。




　その日以降、私の生活は一変した。

　まず仕事はシフト上、月末まで働き、それから退社した。

　突然の話で迷惑をかけたものの、全国展開している料理教室のためスタッフは補充できるし、ちょうど翌月の七月は大きな人事異動があってタイミングは悪くなかった。

　ちなみに私が退社したのと同時に、敦子は別の店舗へ異動になった。

　今回の件は事情が事情なだけに、どうしても敦子に話しづらくて、『実家の手伝いをするから』ともっともらしい理由で終わらせてしまった。

　左右田屋とのイベントは、当初の予定通りに進むと聞いて安心した。おそらく七井グループの方もトラブルは回避できただろうと読んで、私から詮索は一切しなかった。

　そして、アパートはと言えば、佐野さんと話をした翌週に引き払った。

　我ながら早い行動を取ったと思う。けど、ちょうど契約更新のタイミングだったし、うだうだと現状を考えて暗くなるより、環境を変えて忘れてしまいたかったのだ。

　さすがに新居を探すのは時間もお金もかかると判断し、恥を忍んで上京していた大学四年生の妹を頼った。

　彩さ希きは文句を言いつつも、『もう内定ももらってるし、落ち着いた時期だからいいよ』と私を迎え入れてくれた。

　当然、私も姉としてこのまま世話になり続けるわけにはいかない、と求人情報を漁っていた。

　調理師の資格を活かせたらいいとはいえ、こだわってもいられない。

　そう思って、結局近場の飲食店のホールスタッフを受け、採用された。

　環境が一変したのは、自分とはまったく違う立場の人と付き合った代償――。

　けれど、ふた月前の選択はそれを覚悟した上だったから、今の私は後悔などしていない。




　それから約一週間。七月下旬に差しかかった頃。

　まだ完全に仕事に慣れないものの、フルタイムでシフトを入れてもらって、その日も朝から仕事に専念していた。

「宇川さん？　なんか最近顔色悪いんじゃない？　夏バテ？」

「あ……いえ。大丈夫です」

　ホールマネージャーに言われ、私は懸命に笑顔を作った。

　実際、指摘された通り、ここ最近体調が芳しくない。もともと暑いのが苦手ではあるが、熱中症や脱水症状には気を付けているし、一度もなったことはないのに。

「外は炎天下で店内は冷房きいてるしね。温度差で身体がおかしくなったんじゃない？　無理しちゃダメだ。今、ホールも落ち着いてるし少し休んできていいよ」

「そうですか……？　すみません。ありがとうございます」

　申し訳ないと思いつつ、本当に調子が思わしくないので厚意に甘えさせてもらった。

　私はホールから下がり、休憩室へ向かうためパントリーを歩く。

　なんだろう、これ。具合悪いっていうか、気持ちが悪い。そういえば最近食欲もない。本当に夏バテかも……。

　原因を考えてもピンとくるものはない。ストレスという線もあるけど、正直ストレスなら、ひと月前がピークだったはずだし。

　俯いて早歩きでパントリーを抜ける直前、厨房から油の匂いが漂ってきてグッとこらえる。最後は走って休憩室に飛び込んだ。そして、室内の小さな冷蔵庫から自分の飲み物を取って口に含み、気を逸らした。

　危なかった。胃からなにか込み上げてきて……。ホールに立った時もこんな調子じゃ迷惑だ。

　私はすとんとカーペットの上に座り、壁に寄りかかった。上を向き、冷えたペットボトルを額に当てる。

　胸の不快感はまだ残ってる。なんとかしたくてゆっくりと呼吸を繰り返す。

　ふと、壁にかかっているカレンダーに目が留まる。瞬間、ギクッとした。

　まさか、この症状って……。

　浮かんだひとつの理由を胸の奥にしまい、動揺をひたすら抑え込む。

　けれど、私はなんとなく原因がわかってホッとした部分もあった。さらに、意外な感情が膨らんでいく。

　なにもかも失った私に、たったひとつ新しく与えられた小さな光。

　その可能性を感じ、ずっと陰鬱としていた気分が変化していく予感がした。

　もちろん、事実であれば戸惑いもある。が、それよりも私にとっては立ち直る力をもらえる気がした。




　それから私は仕事をどうにかこなして一日を終え、帰り際に一軒のドラッグストアに立ち寄って帰宅した。

　彩希はバイトでいない。私はひとり、ローソファに転がっていた。

　手には一本の妊娠検査薬。ボーッとそれを眺めるのは、もう何十分か。

　そこには、くっきりとブルーの線が浮かんでいる。

　予想していた通り、陽性だった。

　もともと月のものは不順な上、通院もしていなかったから妊娠の可能性をまったく読めなかった。当然、子供の父親は……彼だ。

　こうなった以上、真剣に現実と向き合わなければ。妹のところで世話になって、保障もないアルバイト生活の現状ではいけない。

　大きな不安を感じ、神経が昂っていて落ち着かない。だが、悩みは今後〝ふたり〟で生きていくヴィジョンについて。我が子の生死に関わる迷いは、まったく浮かんでこなかった。

　子供を産み育てるために、もちろん働く。だが現実問題、私ひとりで抱えられるものじゃない。

　子供を抱えて生きていくのは未知の世界だ。この子を守るために、誰かに助けてもらわざるを得ないだろう。

　私は自分の腹部に、そっと右手を添える。

　私がどんないばらの道を歩むことになったって構わない。プライドや恥を投げ打ってでも、この子へ最大限尽くしたい。




　それから数日後――。

　病院で検査を受け、妊娠していると正式に診断された。

　事実を報告したら、妹はかなり驚いていた。しかし、私の気持ちを尊重してくれた上、実家へ報告する時には付き添ってくれて、すごく心強かった。

　私は妹が心配そうにしている横で両親に頭を下げ、未婚で出産をする意志を伝えた直後、アルバイトを辞めた。勤め始めたばかりで迷惑だとは重々承知していたけれど、妊娠による体調の変化からしばらく普通に働くのは無理だと判断して。

　仕事もできないのに彩希のアパートにいつまでもいられない。なにより、東京に執着する気持ちもない。

　そうしてまもなく、私は迷わず両親のいる山梨へ帰ったのだった。










ずっと、忘れられない人




　自ら彼のもと離れ、約一年が経った今、季節は秋。暦は十月に変わった。

　三日前、私が二十七になった日、理玖は七カ月になった。

　両親には妊娠時期から今日まで、協力してもらっている。

　実家に甘えると決断したからには、産後は一日でも早く働こうと決めていた。

　幸い安定期の頃にお世話になった職場がとてもいいところで、〝産後も雇うよ〟と言ってくれていた。そこが、今の勤務先の介護老人福祉施設だ。

　復帰して、かれこれ二カ月が経った。福祉施設の仕事に身体が慣れてきたら、夜間に時間が短めのバイトを探そうかと思っていた。

　私がすべきことは、がむしゃらに働いて、空いた時間はすべて理玖と過ごすこと。

　脇目も振らず、これまでそうやって過ごしてきたのに。

「なんで、今さら……」

　出勤途中の信号待ちで、ぽつりと漏らした。

　昨日、突然来訪した拓馬さんを思い出しては、胸がドクドクと騒ぐ。

『真希と、俺の……だね？』

　ああ言われて、どう答えたら最善なのかわからなかった。私の腕の中にいた理玖を見る彼を、ごまかせなかった。

　なにより、あの頃からひとつも変わらない拓馬さんの力強い瞳を前にしたら、嘘をつくのは憚られた。

　だから私は、必死に立ち去る方法を考えて……冷たく言い放った。

『別れた日から今日まで、私たちはそれぞれ別の道を生きてきたんです。真実よりもその事実がすべてじゃないですか』……と。

　そうして彼の答えも聞かずに、逃げるように走り去ってきたのだけど。

　どうしよう。昨日は追いかけてはこなかったとはいえ、今日は？　明日は？　多分彼は、私の居場所をもう掴んでいる。彼は結婚してる？　子供は？

　考え出すと不安はいくつもよぎる。一番の心配は――理玖だ。

　再会した拓馬さんは昔と変わった感じはなかった。しかし、実の息子がいるって知ったらどう出てくるか。

　私から理玖を取り上げたり……しないよね？

　その時、プァッとクラクションを鳴らされて現実に引き戻される。私は慌てて車を発進させた。

　うん。大丈夫。理玖は実家にいるし、勝手に連れ去られるなんてありえない。

　第一〝きちんと理玖を見たら〟……彼は『自分の子ではない』と断言するだろう。

　私は理玖を思い出し、複雑な気持ちでハンドルを切った。

　とにかく今日も仕事をちゃんと終わらせて、急いで家に帰ろう。

　早く理玖を抱っこして、安心したい。




　仕事を終え、急いで帰宅して玄関に入る。

　台所からはいい香りが漂っていて、リビングからはテレビニュースの音が漏れ聞こえる。我が家の日常だ。

　いつもと変わらぬ雰囲気に、ホッと胸を撫で下ろす。

　私が「ただいま」と声をあげたら、母に抱っこされて理玖がやってくる。私の顔を見るなり、理玖が「まーまー」と言って手をバタバタさせた。

　私は理玖を見て、改めて安堵する。

「理玖。一緒にお風呂入ろうね。待ってて。支度してくるから」

　そして靴を脱ぎ、洗面所へ足を向けた時だった。

「真希」

　母に呼ばれて視線を上げると、神妙な面持ちをしていてドキリとする。

「なに……？」

「今日、お客さんが来たわ。佐渡谷さんっていう男の人」

　母の報告を聞き、予感していたにもかかわらず、大きな動揺に襲われる。

「い、いつ？　それで、どうしたの？」

「五時半頃かな。お父さんが門前払いして、帰っていったみたい。お母さんはお父さんに言われて理玖くんと部屋にいたからどんな話をしたかまでは」

　父が対面したなんて。どんな空気になったのかな……。まさか暴力を振るったりはしていないとは思うけど……。

「そ、そう……。じゃあ、私からお父さんに話した方が……」

「今日はしなくていいと思うわ。お父さんも平気な顔して見せても動揺してるのよ。それより、お父さんが勝手に追い返しちゃったのはよかったの？」

「うん。いいの。彼も忙しい人だし、もう来ないんじゃないかな」

　すでに昨日、私があれ以上話をするのを拒否したし、父親にまで拒絶されたのなら、さすがに来ないはず。

「わかったわ。じゃあ、理玖くんとリビング行ってるからお風呂の準備してきて」

「うん」

　私はパタパタと小走りで部屋へ向かう。タンスから着替えを出した後、目を閉じて「ふうっ」とゆっくり息を吐いた。

　落ち着け。昨日から想定していた話じゃない。父も拓馬さんを家に上げなかったんだし、大丈夫。もしもまた私の前に現れても、昨日と同じ言葉を言えばいい。それ以外に伝えることなんかない。

　そうやって懸命に自分の中の不安を打ち消し、長い夜を過ごした。




　しかし、あくる日。再び仕事から帰宅した際、母から『今日も来た』と報告された。

　それは翌日も次の日も続き、さらに、その次の日も訪問してきたと聞いた。

　三日目あたりからは、さすがに私も悠長に考えてはいられず、職場にまで現れるんじゃないかと終始そわそわしていた。結局、彼は職場に姿を見せなかったけれど。

　母が言うには、拓馬さんが訪問してくる時間帯はいつも決まっていないらしい。

　仕事に追われる中、時間の合間を縫ってわざわざ山梨まで来ているのかもしれない。

　そう思うと、私の胸は理性に反して、きゅうっと切なく締めつけていた。

　拓馬さんと遭遇してから五日経過した。

　仕事から帰宅するなり母の顔を窺えば、黙って一度頷かれた。それは〝彼が来た〟というサイン。もうこれで五日間連続。ついには私も驚きも焦りもしなくなって、母の報告を受けては複雑な心境に陥っていった。

　追い返されるってわかっていて、毎回東京から来るのは生半可な気持ちじゃできないと思う。

　拓馬さんは、それだけ私に未練が……？　いや。都合よく解釈するのはよそう。

　それにしても、どういうルートで実家を探し当てたかは知らないが、そこまで知られているならおそらく私の職場だって調べ上げているはず。……にもかかわらず、職場には一切来ず、ひたすら実家にやってきては何度も頭を下げているっていうんだから……決意した心が揺らいでしまう。

　夕飯後、理玖と母が和室で遊んでいる隣のリビングで、テレビを眺めている父にぽつりと言った。

「お父さん、嫌な役させてごめん」

　すると、父はリモコンでチャンネルを変えながら返してきた。

「別に。理玖の世話はほとんど母さんがしている。俺の役割はこういう時に守ってやることだ。気にするな」

「ごめんね。ありがとう……」

　いざこざがあって理玖が心配になっても、変わらず私が仕事に行けるのは父と母のおかげ。同時に、今回の父の対応を思い返しては、やはり男親の存在は頼れるものなのだと痛感した。自分が大人になり、父が歳をとっても、それは変わらないのだ。

　これまでずっと、理玖には後ろめたい気持ちが消えなかった。

　いつか〝自分には強くてカッコいいお父さんはいない〟とがっかりさせると思って。

　私がどんなに頑張っても、唯一理玖に与えてあげられないもの。

　私ひとりでも理玖にたくさんの愛情を注いで、ちゃんと育ててあげようと心に決めていた。

　けれども、それには限界があるのをまざまざと突きつけられた。




　翌日は、五日ぶりの休み。特に予定もなく過ごす一日は、穏やかでいて幸せだ。

　昼も過ぎた頃、理玖は遊び疲れたのか気持ちよさそうに寝息を立てている。

「真希～。買い物頼めるかしらー」

「いいよ。ちょうど理玖も寝たし。ついでに理玖の服も見てきていい？」

「夕飯までに間に合えば平気よ。久々にゆっくり買い物してきたら？」

「ありがとう。行ってくる」

　私は車に乗ってエンジンをかけた。敷地を出てすぐ、拓馬さんと再会した畦道が視界に入る。途端に心音が速くなった。

　昨日まで毎日来ていたなら、今日も来る可能性が高い。いや……昨日であきらめたかもしれない。でも……。

　ぐるぐると考えを巡らせているうち、ベビー用品専門店に到着した。

　随分と気温も下がってきたため、羽織り物や秋冬用の肌着を見て回る。途中、新生児用品コーナーを通りかかり、懐かしい思いになった。

　何店舗か買い物して回り、実家に戻ったのは約二時間後の夕方五時前。

　夕飯の材料を待っている母と、昼寝をしていた理玖が起きて待っているかもしれない。そう急いでいたら、ひと時の間、拓馬さんの存在をすっかり忘れていた。

　家の前に止まっている高級車に気付いた瞬間、焦りに襲われる。

　ドクドクと騒ぐ胸を押さえ、そろりと玄関のドアを開けた。すると、足元には紳士物の革靴がきちっと揃えられていた。

　私は動揺のあまり玄関のドアも閉めず、固まっていた。『ただいま』の言葉も忘れ、ただ綺麗に磨かれた革靴を凝視するだけ。

　心臓が跳ね回る。私は静かに玄関のドアを閉め、息を潜めて家に上がった。足音を立てぬようリビング前まで移動したら、理玖の楽しそうな声が聞こえてくる。

「ボール？　どうぞ。ほら、投げられるか？」

　低くて、どこかやさしい声……。間違いなく拓馬さんだ。どうして家の中に……？

　衝撃が大きすぎて足が動かない。ドアの隙間から中を覗いた瞬間、私は瞬きすらできずに固まった。

　そこには、彼に遊んでもらってうれしそうな理玖がいた。

　はじめての光景に、胸が締めつけられる。

「入らないのか」

「おっ……お父さん……！」

　廊下の奥からやってきた父に驚いて、思わずリビングから見えぬように身を引っ込めた。父は私を見据え、口を開く。

「お前、彼とはちゃんと子供の話もした上でけじめつけてきたのか？」

「彼に……なにか言われたの？」

　この数日間、門前払いしていた父が拓馬さんを家に上げるなんて。

　予想外の展開にまだ状況が理解できない。気持ちも追いつかない。

　父は渋い顔つきで首を横に振った。

「いいや。彼はなにも言わない。毎回、お前と今後の話をする許可をくれってだけだ。俺ァ、正直はじめはぶん殴りそうになるのをこらえたんだが……」

　そうして父は腕を組み、リビングの方向へちらっと視線を移して言った。

「二、三日して感じたんだ。あの男は一発食らわせたところで怯みもしなさそうだなって。あいつはまっすぐ俺の目を見てくる。普通、後ろめたくて下げた頭すら上げられないだろ」

　父からこれまでの拓馬さんの様子をはじめて聞き、得も言われぬ感情が込み上げる。

　私が勝手に〝終わらせたことだから〟と、取りつく島もないほど彼を拒絶した。そして、父に指摘された通り、理玖の存在を伏せたまま実家に戻ってきてしまった。

　再会していなければ、それでよかったのかもしれない。しかし、もう現実には彼に知られてしまった。

　……なら、逃げないでもう一度、彼と向き合うのが理玖の母としての義務。

　私は顎を引き、覚悟を決めてリビングに足を踏み入れた。

「ただいま」

　私の声に拓馬さんは、一瞬目を丸くさせて固まった。その後、小さく微笑んで「おかえり」と言う。

　私は両親に引き続き理玖をお願いし、拓馬さんを外に連れ出した。




　数日前に再会を果たした畦道を、ふたりで並んで歩く。

「この前思ったんだけど、真希痩せたな。ちゃんと食べてる？」

　先に口を開いたのは拓馬さん。心配そうな目でこっちを見ている。

　私は彼のやさしさに触れながらも、気が緩まないよう気を引きしめた。

「ええ。私が疲れて料理する元気がない日も母がいますし、ちゃんと食べてます」

　確かに拓馬さんと別れてから妊娠・出産を経て、妊娠前よりも体重は落ちていた。とはいえ、体調不良ではないし、拓馬さんと別れて弱っていたせいだと勘違いされたくない。

「そうか……」

　彼と今一度向き合うと決めたものの、まだ動揺していて拓馬さんの顔を見られない。俯いて、足元から前へと長く伸びる影を瞳に映していた。

「ごめん。きみが今も俺を憎んでいても、俺はやっぱりきみに会いたかった」

　憎む……？　私、この人を憎んでいたっけ……？　突然彼がここへ来た際には冷たくあしらったし、別れ話の時も喧嘩っぽかったかもしれないけど……。

　拓馬さんの言葉に違和感を抱く。

　彼は視線を落とし、たどたどしく切り出した。

「しかも……まさか……子供ができていたなんて考えもしなくて。男の俺がもっとしっかり気をつけるべきだったのに。今まで気付きもせず、真希ひとりに背負わせ苦労させてしまった」

　彼との関係は短い期間だった。それでも、こんなふうに肩を落として弱々しい声を出す姿はめずらしいとわかる。

　私はようやく拓馬さんを見て答えた。

「最後の夜は……私自身があなたを強く求めていたんです。あなたは私の願いに応えてくれただけ」

　あの日は婚約者の存在を目の当たりにして、焦ると同時に独占欲が湧いて出た。拓馬さんを好きな気持ちが大きくなりすぎて、感情が暴走していたから……。

「さすがに妊娠がわかった当初は動揺しましたが、今は理玖がいて幸せなんです。あなたが気にする必要はないです」

　拓馬さんのせいで、とはたったの一度も頭を掠めたりしなかった。どちらかと言えば、理玖の存在を知った後、じわじわと幸福感に包まれた気がする。

　歩いていくうち、私たちは木陰の下にベンチを見つけ、どちらからともなくそこに腰を下ろした。

　拓馬さんは自分の手を合わせ握り、夕陽を眺めながらぽつぽつと話し始める。

「別れると言われた後、もう一度会って話をしたかった。なのにその日は、スマホを紛失してしまって。翌日無事に届けられたのはいいが、真希と連絡がつかなくなっていて。まさかそこまで嫌われていたとは……って。……ショックだったよ」

「あ……」

　その日は、私が佐野さんに連れられて携帯番号を変更した日だ。

「いや。すぐに会いに行けばよかった話なんだよな。当時は本当に公私ともにいっぱいいっぱいで。順序を間違っていた」

　苦笑いする彼を見て、胸がきゅっと苦しくなった。

　当時私は、柔軟性もなくて自分の気持ち以外見えていなかった。

「聞いてもいいか？　短期間で番号もアパートも、仕事まで辞めて……。あそこまで徹底的に避けるほど嫌いな男との子供を、どうして産んでくれたんだ……？」

「誤解しないで……！　私、拓馬さんを嫌いになったわけじゃない。ましてや憎んだりなんかしてません」

　顔を上げて拓馬さんと向き合うと、心の奥にしまい込んでいた感情が解き放たれる。

　それは、まるで昨日のことのように鮮明に。

「ただ大きなショックを受けただけです。そんな矢先、秘書の人に念押しされて、売り言葉に買い言葉で……。すべてから解放されたくて番号もなにもかも変えたんです。気持ちの整理をつけるにはいいかなと思ったし」

「秘書？　って……うちの大おお村むらが？」

　拓馬さんが怪訝な表情で聞いてきた。私は一拍置いて、やおら答える。

「拓馬さんの秘書の……佐野さんっていう男性ですよ」

　一年以上経っても忘れていない。秘書の名前も、言われた内容も。

「佐野？　佐野……。ああっ！」

　腕を組んで考え込んでいた拓馬さんは声をあげ、目を見開いて私を見た。

「それは俺の秘書じゃない。親父のとこの秘書だ！　俺の秘書は三年前から変わらず大村という女性なんだよ」

「え？　お父さまの……？」

「読めたぞ。あの時点で俺たちの邪魔をしてたんだ。姑息な真似しやがって……！　真希はどうしてそれを真っ先に言ってくれなかったんだ」

「それは」

　急に責め立てられ、眉を寄せて反論しようとしたら、彼が続けて言った。

「――いや。言えなくさせていたのは俺か。俺が先に嘘をついてしまったから」

　私の答えを求めず、自分を悪者にして歪に笑う拓馬さんに唖然とした。

　思わず感情的になるところだったが、もともと彼はとても心やさしい人。

　自分を責めて傷つく姿を見て、無性に触れたくなる。けれども、私は両手をグッと握り、自分の膝の上に留めた。

　私が心の中で葛藤を続けていると、拓馬さんは半ば無理をして柔和な表情を見せる。

「全部話すよ。今さらだってわかってる。……それでも。聞いてくれるか？」

　どうして私ばかり傷を負ったと思っていたの。大変なのは私だけだなんて。

　今の彼を見ればこの一年、同じように苦しんでいたって伝わってくる。そんな彼のお願いを無下になんかできない。

　私は静かに「はい」と返事をした。

　拓馬さんの口から紡がれる過去の話は、とてもシンプルな内容だった。

　左右田さんとの婚約は、本当に周りがお膳立てして本人の意向を後回しにされていたっていうこと。結局、拓馬さんが先方に丁重に断って縁談は白紙になり、一時取り引きが危ぶまれたものの、彼の懸命な努力で無事に事なきを得た、と。

　一度失った信頼を短期間で取り戻すのは、並大抵の努力では叶わない。それに拓馬さんのことだ。左右田さんを傷つける結果になり、心苦しくもあっただろう。

　彼は淡々と時系列に添って語ってくれたが、相当大変だったと思う。

　諸々の事情が重なり、余裕がなくて私との時間を取れずにいたと、申し訳なさそうに話してくれた。

　さらに、『距離を置きたい』という言葉の真意は、婚約の話が浮上してしまったからには、きちんと清算してからでないと、私に対して不誠実になると考えたらしい。

　拓馬さんは小さく項垂れて続ける。

「静香さんの件は……彼女があえて真希の料理教室を選んだと知って、様子を窺っていたのもあって、きみに話せなかった。真希にも変に意識させてしまっては、仕事に差し支えるかもと思ったから」

「えっ……」

　拓馬さんの言い分をはじめてちゃんと聞くと、驚きの連続だった。

　一年半前の私は、なにひとつ彼の気持ちを汲み取れなくて、歩み寄る余裕もなくて。最終的に、自分だけでなく彼をも苦しめていたんだ。

「スムーズにいっていた左右田屋との取引も雲行きが怪しくなって。彼女が一枚噛んでいる可能性を考えたら、真希にも影響するんじゃないかと慎重になっていた」

「ああ、確かに……。あの夏に予定されていた左右田屋との企画が中止になりかけましたね。中止を撤回してほしいなら、仕事も拓馬さんも諦めるよう選択を迫られて」

　私が漏らすと、拓馬さんは目を剥いて私を振り返る。

「まさか、それが理由で……」

「確かに理由のひとつではありますが、彼女と話した直後に佐野さんからも色々と言われたし、私も粘る気力がなかったので」

　今思えば、私は喪失感から悲劇のヒロインぶってた。そして、逃げていた私に現実と向き合うきっかけをくれたのが理玖だった。

　やっぱり、理玖が私のところに来てくれたのは必然で、一生をかけて愛すべき存在だと改めて思う。

「矛先が真希にいくのだけは避けたくて、彼女の前では俺の真希への気持ちを押し隠していたのに……。佐野までもが裏でひと役買っていたとは……。いや。それだって、冷静に考えていれば気付けたよな」

　拓馬さんは悔し気に唇を噛み、ぽつりとこぼす。

「そうなれば、スマホの件もきっと、佐野の自作自演だろうな」

「それって、どういう……」

「真希に振られた日、佐野がふらりと会いに来たんだ。で、机の上のスマホがなくなっていて困っていたら、次の日、自分のものと同機種だったため間違って持って行ってしまったと返された」

「え……そんな勝手に……ひどい」

「俺の記憶では、佐野が机の上に誤ってカバンの中をぶちまけたんだよ。まあ、それもわざとだったんだろうな。さすがにあの時は疑いもしなかったよ」

　私が言葉を失っていたら、拓馬さんはベンチからおもむろに立ち上がった。ポケットに手を入れ、空を仰ぐ彼を見つめる。

「私はなにも知らずに……捨てられるのが怖くて、一方的に心を閉ざしてしまった」

　赤く染まる夕陽が地に消えゆくのを見て、約一年前の自分を思って呟いた。

　色々な感情はあった。でも、拓馬さんの立場を思って諦めたのも事実だった。

「原因は俺にある。俺は当時抱えていたそれらの問題を、ビジネスと同様に考えていたんだ。タイミングや順を間違えないように……俺の視点に重きをおいてね」

　赤々とした光に照らされた端正な横顔は、苦渋の色を浮かべていた。

「恋愛はビジネスと違った。ふたりの問題なのだから、ひとりで解決するべきじゃなかった。この一年ちょっと、ずっと後悔し続け、猛省したよ」

　彼の懺悔は身につまされる思いだ。私なんて、ついさっき父に気付かされた。

　時間が経った今、ひとりで抱え込み、傷つくのを恐れて目を背けるのではなく、ふたりで考えればよかったのだと失笑する。

　一度選択を間違えたからこそ、今日この瞬間を後悔しないように――。

「拓馬さん。この後のご予定は？」

「今日はすべての予定を終わらせてきた。真希に会ってもらえるまで粘ろうと思って来たんだ」

　拓馬さんは、少し気恥ずかしそうに口角を上げる。

「じゃあ、お夕飯……食べていきますか？」

　これは過去のしがらみから抜け出し、前へ踏み出す第一歩。

　これから先のイメージは、まだ明確には浮かばない。ただ、ここからはひとりじゃなく、ふたりで考えていくのが正解なのははっきりとしたから。

「え……いやでも、ご両親が」

「平気ですよ。父が敷居を跨がせた時点で拓馬さんの粘り勝ちです。それに、今日は山梨名物のほうとう鍋ですから。お鍋だからひとりくらい増えても平気ですし。理玖もほうとう鍋の野菜、好きなんですよ」

　私が答えたら、彼ははじめ迷っていた様子だったが、次第に頬を緩めていった。

「じゃあ、お言葉に甘えて」




　母と夕食の支度をしている間、背後からは理玖の楽しそうな声が時折聞こえてくる。

　私はちらっとリビングを盗み見ては、理玖が拓馬さんと触れ合っている光景に自然と目尻が下がった。

「仲直りしたの？」

　母にふいに聞かれ、どぎまぎする。

「仲直りっていうか……まあ。今後の話はなにもしてないけれど」

　喧嘩……ともまた違う気がするし。

　私たちの過去から現在までを説明するのは、ひと言じゃ難しい。

「これまで真希がなにも話さないから聞かなかったけど、やっぱり理玖くんの父親はどんな人なのかなって思ったりはしたのよね」

　そう言って鍋のつゆを小皿に取って味見をする母を見て、小さく返した。

「……ごめん」

　母も父も、事情を根掘り葉掘り聞いたりせず、私を支えてくれていた。

　私は本当に親不孝だな、と痛感し、俯いて下唇を噛む。すると、母が朗らかな声で話し始めた。

「今日もね。佐渡谷さんが連日訪ねてくるものだから、いよいよお父さんが一喝しようとしてたの。でもね、さすがに彼の方も焦り始めていたのか、顔を合わすなり玄関先で膝をついて頭を下げたのよ」

「えっ……？」

「そして懇願してたわ。『一度道を間違えてしまったからこそ、二度は間違いません。真希さんと子供と一緒に幸せになりたいんです』って」

　母の話に絶句し、なにも返せなかった。

　土下座なんて……そんなことをさせてしまって罪悪感を抱く。けれども同時に、彼の強い思いが伝わってきた。

　さらに母が教えてくれた。

『真希さんの料理の味と彼女が幸せを語ったときの顔が胸に刻まれていて、それはこの先も消えずにずっと残り続けます。ご両親が真希さんの幸せの基盤だと思うと、真希さんとご両親に対し、誠実に向き合わなければと思っています』

　拓馬さんは父を仰ぎ見、真剣な目でそう言ったらしい。

　私は柔らかな表情で理玖をあやす拓馬さんを見るたび、胸の奥に熱いものが込み上げてきた。




　拓馬さんを交えての食事は、両親もやっぱり日常とは異なる余所行きの雰囲気にはなっていた。一番話をしてくれていたのは母。父はほとんどしゃべらなかったけれど、拓馬さんが席を立つまでリビングにいてくれた。

　決して悪い空気ではなく、きっと結婚相手を両親に紹介する際の特有な空気はこうなのかなという、心地いい緊張感だった。

　八時目前になった時、拓馬さんが両親に改めて挨拶をし、玄関に足を向けた。私は彼を見送るため、一緒に外に出る。

　田舎にある実家は、庭がそこそこ広い。車まで十数メートルの距離を、私たちはゆっくり進んでいく。

「本当に美味しかった。さすが真希と真希のお母さんの料理だ。そりゃあ理玖もたくさん食べるわけだ」

　穏やかな時間に、私は自然と心を開いていた。

　……だから、秘めていた思いを素直に口に出せる。

「この前……拓馬さんは理玖を見て、疑いもせず『俺の子だね』って言ったじゃないですか。あれ、うれしかったな」

　拓馬さんは目を丸くして私を見る。

　突然再会した時は、頭が真っ白になって動揺して……。彼を突き放すので精いっぱいだった。でも実は、密かに彼の言葉を思い返しては、胸の奥が温かくなっていた。

「だって、あんな別れ方をした女が再会した時に子供を抱いていたら、別の人との子じゃないか……って勘繰られたりしそうなものでしょう？」

　男女の関係って、一度拗れれば余計なフィルターを通して見てしまいそうだし、なんとなく男の人は『自分の子じゃない』と否定したがるイメージがあった。

「真希の浮気を疑うなんて、これまでもこの先もないよ。きみは出逢った日から正直で誠実だった」

　過去、私は拓馬さんへ半ば一方的に別れを告げた。正直ではあったかもしれない。けれども、誠実ではなかったと思う。

　私は奥歯を噛みしめ、小さく首を横に振った。彼は月明かりのごとく、柔らかな笑みを浮かべる。

「きみの選択と勇気がなければ、俺は今以上に後悔する羽目になっていた。真希。理玖を産んで……育ててくれていてありがとう」

　涙で前が滲む。なにか言おうとすれば、目からこぼれ落ちるのが容易に想像できて、私はギュッと唇を引き結んだ。どうにか昂ぶる気持ちを抑えて、ぽつりと言う。

「そういえば。さっき、豆料理食べてましたね。私はてっきり克服したのかと思って見てたら、どう見ても頑張って食べてるんですもん。笑っちゃった」

　拓馬さんの苦手なもの。昔、一緒にランチをした些細な思い出を、今もちゃんと覚えてる。

　彼はばつが悪そうに頭を掻いた。

「あー、好き嫌いしている姿を理玖に見せるのはよくないんじゃないかと思ったんだ」

　なにげなく答えたんだろうけれど、自然に子供への影響を考えていた拓馬さんに驚かされる。

　拓馬さんの車までたどり着き、どちらからともなく足を止めた。彼はドアハンドルに手を伸ばしかけ、ぴたりと止める。

「美味しい食事に笑顔を見せてくれるのがシンプルな幸せのかたち……。真希は以前そう言っていたね」

「えっ……」

「その言葉の重み、今日真希の実家で食事をごちそうになって改めて実感した。まさしくささやかで、なににも代えがたい幸せだった」

　私が拓馬さんの嫌いなものを覚えているように、あなたも私のたわいのない話を忘れずにいたの？

　びっくりした後、徐々にうれしさが込み上げてくる。

　ふいに彼が私に手をスッと差し出した。

「真希。また俺の手を取ってくれないか。きみの人生を俺に預けてほしい。もちろん、理玖も。もう二度と傷つけたりしない。誓うよ」

　私はすぐに手を取れず、じっと拓馬さんを見つめた。

「俺はまだ父親としては頼りないだろうけど、失った時間の分、努力して早くきみに追いつくから。俺の望みは、きみとあの子との未来なんだ」

　真剣な眼差しから、彼の本心だとわかった。それでもなお、心は揺れる。

　彼とこうして話ができてよかったと思ってる。が、私の中には葛藤があった。

　ふと、彼の差し出したままの手が視界に入る。男らしい大きな手が、わずかに震えていた。

　いつも堂々として頼りがいのある彼も、私と同じで震えるほど緊張もすれば、必死に繋ぎ止めようと他人に頭を下げたりもするんだ。

　こんな風に追いかけてもらえて、うれしくないわけがない。

　彼の本気を目の当たりにした刹那、私は迷いから一歩抜け出せた。

「好き嫌いみたいに何事も挑戦するのは大切だと思います。ですが、どうしても無理なものもある。そういう時は、つらい思いをしてまで頑張らなくていいです」

「どういう意味？」

　彼は軽く眉根を寄せ、神妙な面持ちで尋ねる。

　私は拓馬さんと向き合い、ゆっくりと口を開いた。

「ひとつだけ約束してください。これから先、私たちと居るために自分を犠牲にしてまで頑張らないって」

　私が真摯に伝えるも、拓馬さんはまだわからないといった様子で首を傾げる。

「なぜそんなことを？　真希や理玖と一緒にいて自分が犠牲になるなんてない」

「理玖を見て、なにか感じませんでしたか？」

「なにかって？」

　訝しい顔で尋ねる彼に、私は一拍置いてすうっと息を吸った。

「あの子の髪色、そして瞳……。ちょっと日本人離れしてますよね」

　理玖はよくハーフに間違われる。

　顔の作りは日本人寄りだが、瞳の髪色の色素がかなり薄いせいだ。

　理玖の父親は百パーセント拓馬さん。拓馬さんは髪色も瞳も、ごく一般的なものに見える。しかし理玖の瞳は、青みがかったグレーのような色をしている。

　理由はまったくわからない。生まれつき、そういった容姿をしていた。

「よく間違われるんです。お父さんは外国の人なのかって。あの子は拓馬さんの子だと誓って言えます。でも、ああいう特徴で生まれてきたから……拓馬さんはもちろん、ご実家からも、本当に拓馬さんと血が繋がっている子供なのかと責め立てられそうで」

　内密に私へ自分の秘書を送り込むお父さまだ。私の存在をおもしろく思っていないのはわかりきっている。理玖の顔を見れば、開口一番に『うちの子ではない』と反発を食らいそう。ＤＮＡ鑑定をしたところで、それをぶら下げて歩くわけでもない。明らかにしたって外見は変わらないのだ。

「理玖はもちろん、あなたへも……家族や世間の風当たりが強くなるのは嫌です」

　他人は見た目だけで判断し、陰で噂するのかと思ったら我慢できない。

　まして、拓馬さんはこれから会社を背負って立つ身だ。事実でなくともスキャンダルとして取り上げられたらマイナスだろう。

「なるほど……。それがずっときみを悩ませていた？」

　やさしい声で言われ、私は無言で頷いた。地面を見つめたまま、引き結んでいた唇を微かに開き、ぼそりと呟く。

「私は拓馬さんの重荷にはなりたくない」

　だったら一緒にいられなくてもいい。ふたりを守るためなら、離れていたってひとりで育てるくらい頑張れる。

　拓馬さんと再会して甘えが出そうだった自分を戒める。

　――刹那。頭に温かい手の感触がして、目を見開いた。拓馬さんを瞳に映し出す。

　彼は口元を弓なりに上げて、力強いまなじりで言った。

「心配いらないよ。むしろ、俺の子供だって証明になりそうなものだ」

　拓馬さんの子だという証明……？　どういう意味？

「俺の祖母はロシア人で、俺はクウォーター。つまり、理玖はワンエイスになる」

「ワンエイス……」

「日本語で言えば、八分の一って意味かな」

　はじめて知った事実に、この上なく驚倒した。

　自分自身、芯がしっかりしていれば、周りにどう思われていたって大丈夫だと言い聞かせてきた。そうは言っても現実は甘くなくて、理玖の容姿を話題に出されるたびに心の余裕がなくなっていた。見た目に囚われていたのは私自身だったのだ。

「まあ、確かにめずらしいかもな。ワンエイスだとほとんど日本人と変わらない容姿の子が多いと思うから。だけど、色素の薄い子が産まれても変ではないよ」

「そう、だったんだ……よかった」

　ぽろぽろと安堵の涙が頬を伝う。私たち三人が親子だとようやく認めてもらえた気がして、緊張の糸がぷつりと切れたらしい。

　とめどなく流れる私の涙を、拓馬さんはそっと拭ってくれた。

「ひとりですべてを抱え込んで不安だったんだな。本当にごめん」

『あなたが謝る必要はないよ』と伝えたかったが、声が出ない。

　俯いて懸命に泣き止もうとしていたら、今度は背中に手を回された。

「これからは俺が支えたい。一緒に暮らそう、真希」

　私は拓馬さんの速いリズムの心音を感じながら、彼の切実な願いを聞いていた。




　翌日になり、私は通常通り出勤していた。

　いつものルーティンで仕事をしつつ、昼休憩の今も何度も昨夜を思い出す。

　私は昨日、結局拓馬さんの手を取らなかった。

　抱えていた不安を吐き出して気持ちは楽になったものの、現実的な問題は多々あるから。

　仕事だってそう。この職場には恩がある。両親や妹にだって散々心配や迷惑をかけておいて、『お世話になりました。それでは』というわけにはいかない。

　なによりも、拓馬さんのもとへ行くと決めれば、理玖は事実上七井グループの後継者候補となるはず。それは、理玖の人生を大きく変える話だ。簡単に答えは出せない。

　あとは、自分の弱さもひとつの原因だった。

　拓馬さんに再会してわかった。私は今でも彼と会えば気持ちが大きく揺れ、心を奪われる。

　拓馬さんの気持ちについては、もう疑ったりしない。

　彼は誠実でやさしい。一緒にいられたら、とても幸せだと思う。だからこそ、また前みたいに周囲の人たちに横やりを入れられ、再び離れざるを得なくなったりしたら……。きっと二度目はもう、立ち直れない。

　私は残りわずかの休憩時間を利用して、気晴らしに敷地内の金木犀を眺めがてら散歩していた。ここの金木犀には昨年、とても癒された。

「見事だねえ。芳しい香りがまたいい」

　上ばかり見て歩いていたから、裏口前に人がいるのに気付けなかった。突然話しかけられた私は、びっくりして声がした方を振り返る。

　そこには私と同じように金木犀を仰ぎ見ている、七十代半ばほどの男性がいた。

「美しい色と甘美な香りに心が安らぐ」

　老人が顔を綻ばせるのを見て、私は相槌を打った。

「そうですね」

「私の妻も金木犀が好きでねえ。うちの庭にも金木犀を植えたくらいなんだ」

　敷地の外から眺めているところを見れば、入所している人ではないのかな。話し方もしっかりしているし、近所の家から散歩してきた人かもしれない。

「へえ。私も広い庭があれば植えたくなるかもしれません」

　私は老人への警戒心を解き、言葉に応えた。

　老人は、さらに会話を弾ませる。

「お嬢さんは花言葉を知っているかい？」

「いいえ。お恥ずかしながら、私は料理の勉強ばかりで他は全然なんです」

「料理か。いいんじゃないかな。美味い料理は人生を明るくしてくれる」

　私と似た考え方を持つ老人に、ついうれしくなった。

「はい。落ち込んですごくつらい日でも、美味しいものは、ひと時でも人を笑顔にさせてあげられると思ってるんです」

「ほう。お嬢さんはそういう方法で誰かを支えてあげるんだな。幸せな家族の絵が見える」

「ほっ、本当ですか……？」

　自分のこれからの人生が幸せであってくれるのかと、偶然居合わせただけの人の言葉に思わず縋ってしまった。

　そんな焦りや不安が滲み出ていて伝わったのだろう。老人は目元の皺を伸ばし、驚いた顔をしている。

「うん？　変なことを言ったかな」

「いえ……。そうなれたらうれしいです」

　控えめに答えた後、黙って金木犀を瞳に映す。

　なんだかひとり気まずくなって、そろそろ仕事場に戻ろうかとした時だった。

「さっきの話の続きだがね。金木犀には色々と意味があるらしいが、隠かくり世よという言葉もあるらしくてね。金木犀の強い香りは死後の世界と繋がっている、というものらしいが」

「死後の……」

「ああ、怖がらせたかい？　私は死後の世界と通じていると思うと、亡き妻も今時分は黄泉で同じようにこの香りを楽しんでいるのかと想像して、頬が緩むんだよ」

　そうか。この人が金木犀を柔らかな面持ちで眺めていたのは、大切な人と繋がりを感じていたからなんだ。

　老人のやさしい横顔を見て、私はなんだか羨ましくなった。

「さて。そろそろ戻ろうかね」

　私は老人を見送ってから戻ろうと動かずにいたら、精悍な目つきでじっと見据えられる。どぎまぎしているうちに、老人の表情がふっと笑顔に変わった。

「謙虚。それでいてどこか気高い……お嬢さんも金木犀がよく似合う。まあ、私の妻には負けるがね」

「えっ」

「それじゃあ、また」

　そう言って、彼は金木犀に背を向けてしっかりした足取りで去っていく。

　私は茫然と老人の後ろ姿を見送った。




　仕事を終えて実家に帰る道中、ハンドルを握りながらまたぼんやりとしていた。

　今日何度目かもう数えきれないほど、拓馬さんの言葉を反芻してる。

『真希が決断して、準備が整うまで気長に待つよ。平気さ。それまでは俺がここへ会いに来ればいいんだから』

　はっきりと『一緒に暮らそう』と言った拓馬さんは、多分本当は一日でも早く私たちが東京に戻るのを望んでる。しかし、自分の思いを押し込めてまで、私の気持ちを優先してくれているとわかっていた。

　夢や理想で一歩踏み出すのは難しい。私ひとりの問題ではないだけに、どうしても慎重にならざるを得ない。

　玄関を開け、「ただいま」と言うなり、理玖を抱えた父がやってきた。

「おかえり。ご苦労さん」

「あれ？　めずらしいね。お父さんと理玖が一緒に出迎えてくれるなんて」

　いつもは母と理玖だったから、ちょっと新鮮だ。

「母さんは今、彩希と電話してるんだ」

「彩希と？　そっか」

　私は靴を脱いで理玖に微笑みかける。洗面所へ行ってから父と交代しようとした矢先、ぼそっと言われた。

「ところで……あいつは昨日話がついたから今日は来ないのか。あれだけ毎日来ていたのに」

　父を見れば仏頂面だ。もしや、佐渡谷さんが私を説得して目的は果たせた途端顔を見せなくなって、調子のいい人だと憤慨してる……？

　私は佐渡谷さんを誤解させたくなくて、ちゃんと説明する。

「ああ、佐渡谷さん？　そういえば、今日から出張だって言ってた」

「出張？　……そうか。商社は休みも仕事があるのか」

　父は私の答えに拍子抜けしたのか、わざとらしく目を逸らして小さく返していた。

「多分。デパートとか見て回ったり？　戻ったらまた来るって言ってたよ」

　私がさらに補足すると、父は背中越しに言った。

「そうか。予定がわかるなら事前に教えろ。ほら……母さんも夕食の支度とか急だと困るだろうしな」

　そうして、理玖を連れてさっさとリビングへ戻ってしまった。

　茫然として立っていたら、今度は電話を終えた母が顔を出す。

「あ、真希。おかえりなさい」

「ただいま。彩希は変わりなかった？」

「元気よ。明日からの連休に帰ってくるっていうから、真希の件は電話ではなにも話してないわよ」

「うん。わかった。彩希には最近あったこと直接きちんと話すから」

　彩希は私が妊娠して、はじめに相談した相手。実家に戻ってきてからも、しょっちゅう私や理玖を気にかけてくれていた。

　明日久々に帰ってくるなら、ゆっくり話を聞いてもらおう。




　お風呂に入り、理玖を寝かしつけた後リビングに戻ると母がいた。

「起きてたんだ。なにしてるの？」

「理玖くんの冬の帽子を編もうかと思って」

　カーペットに座っていた母は老眼鏡をかけ、色々な色の毛糸を見比べている。

　私は料理こそすれど、裁縫はまるっきりダメ。これから理玖が成長するにつれ、裁縫する機会もあるだろうから母を見習わなければ。

「ありがと」

　ぽつりと感謝の言葉を口にして、数秒置いて続けた。

「あのね。私、昨日佐渡谷さんにはっきり言われた。『一緒に暮らそう』って」

　母は「そう」と私の方を見ずにひと言答え、毛糸ばかり見ていた。

　私はソファに腰を下ろして続ける。

「詳しい内容は省略するけどね。昔はちょっとしたボタンの掛け違いで……私が佐渡谷さんを突き放したんだ。だから、次に一緒にいると決めたら、もう絶対に血迷って離れたりしないし、こんな私を迎えに来てくれた感謝を忘れない」

　気丈に話をしていたが、リビングの隣の和室に転がっていた理玖のおもちゃを視界に入った途端、次第に声が震え出す。

「ただね……。それは私自身の望みであって、理玖はどうかなって。理玖を中心に考えたら、私の選択は違うんじゃないかと思って」

　自分の幸せが子供の幸せとは限らないのではないか。

　特に理玖の父親である拓馬さんは、家柄が普通とは違う。その差は当然、生活環境や周りの人たちの対応も変えるだろう。今はゆったりと穏やかな環境下で育てている理玖を、私の私情と独断で巻き込んではいけない。

　膝の上で合わせていた手を、ギュウッと強く握りしめる。おもむろに瞼を下ろし、冷静に、客観的に、と心の中で唱えていたら母が言った。

「悩むのは当たり前よ。かわいい我が子を思う親はみんなそう。真希が言わんとしていることもわかるわ。でもね。裏を返せば〝真希が考える理玖くんの幸せ〟が〝理玖くんにとって一番の幸せ〟とは限らない」

　母の鋭いひと言にハッとさせられた。

「これからまだまだ子育ては続いていくのよ。真希はずっと守りに入ってるつもり？　そういう母親の雰囲気は子供に伝わるわよ。いつか、理玖くんに『お母さんは自分のために我慢してる』って思われかねない」

　母は手元を動かしながら重みのある言葉を次々と並べ、おもむろに手を止めた。そして私をまっすぐ見据え、凛然と言う。

「確かに、大切だと守りたくなるわよね。間違ってはいないと思う。でも、広い視野を持って、もっと強い母になりなさい」

「強い……母に……」

「佐渡谷さんは真希が選んだ人なんでしょう？　自信を持ちなさい。一度違えたからこそ、得るものがあったはず。理玖くんの母親は、どんなことがあっても真希しかいないの」

　理玖の母親は、私だけ。

　改めて人から口に出されたら、身が引きしまる思いになる。

　やっぱり〝母親〟には敵わない。

「――はい」

　私は宣誓する気持ちで返事をした。母は再び手を動かし始めて小さく笑う。

「ちなみにお父さんもお母さんも、もう歳だからね。大きくなっていく理玖くんをいつまで満足に抱き上げられるかわからないし。真希だって大変になっていくだろうから、誰か理玖くんを抱っこしてあげられる人がいてくれたらいいなと思うわ」

「お母さん……」

「真希が覚えてる昔の幸せって、なに？　子供の頃の幸せって、真希だって過去になにか経験してるはずでしょ」

　私が覚えてる昔の……。なんだろう。

　みんなでどこかへ出かけたり、ひなまつりやクリスマスなどのイベントも楽しかった気がする。けれど、懐かしいなあと率直に浮かぶのは、彩希と父と母と家族みんなで囲んだ食卓の光景。みんなで食べるのが大好きで、私は調理に関わる仕事を選んだ。小さい頃の毎日の団欒が、現在の私に繋がってる。

　今となっては、とても貴重な温かな時間だった。

「今度は真希が自分でそういう家庭を作るのよ。大丈夫。子供の幸せの第一歩は、母親の心からの笑顔よ」

　途端に目頭が熱くなる。昨日の一件から、どうも涙腺が緩んでいるみたい。

　私はさりげなく目元を押さえ、深呼吸をしてから母を見た。

「ありがとう、お母さん」

「別に。自分じゃわからないんだろうけど、真希、佐渡谷さんと話した日から、すっきりしたいい顔してるよ」

　母は私を一瞥して、気恥ずかしそうに早口になった。

「え、嘘」

「それが答えだと思うわ。うれしい話じゃない。あんたはひとりじゃない。もうひとり支えてくれる人が増えたんでしょう？」

　そうだ。一年前はどん底の中でひとりもがいていた。今は私が手を伸ばせば、引き上げてくれる人がいる。

　欲張ったっていいじゃない。

　私は家族三人で、最上級の幸福を掴みにいく。

「いつでも帰っておいで。三人で」

「――うん」

　たくさんの愛情に支えられて、私はこれからも生きていく。




　小さな寝息を立てている理玖に、布団をかけ直す。しばらく寝顔を見つめた後、スマホを手に窓際に座った。

　昨夜、帰り際に拓馬さんと連絡先を交換した。

【佐渡谷拓馬】と表示されている画面に視線を落とし、昔をほんの少し思い出す。

　当時は自分から彼に連絡をする際、ありえないほどドキドキしていた。

　そして現在。変わらず緊張している自分に思わず笑ってしまう。

【こんばんは。今、少しだけいいですか？】

　短い文章を作成し、送信ボタンに触れる。一瞬で既読がついたと思えば、スマホが震え出した。

《もしもし。どうした？》

　電話はしようと思っていたけれど、向こうからかかってくるとは想定していなくて取り乱す。そわそわとカーテンの裾を触りつつ、用意していた言葉を口にした。

「本当は次に会った時にゆっくり話せばいいかなって思ったんですけど、やっぱり今伝えたくて」

《うん》

　耳に心地いい低い声は、私を安心させる反面、胸を甘くしめつける。

　私はカーテンの隙間から丸い月を見上げ、囁いた。

「私、拓馬さんを愛してます」

《え……》

　スピーカーの向こう側で、彼がびっくりしているのを感じた。しかし、顔から火が出るほど恥ずかしくて、すぐさま言葉を繋ぐ。

「なので、すぐには無理ですが、そっちへ行く準備を……」

　スピーカーから深いため息がして、ハラハラする。

《なんで今、そんなことを。電話じゃ顔が見られないし、抱きしめられない》

　静寂な中、耳孔に届いた拓馬さんの艶やかな声に、自分の心臓だけが激しい音を立てている。

　彼はさらに言った。

《次に会ったらもう一回言って。いや、これから何度でも聞かせて》

「な、何度もはちょっと」

《俺も同じだけ……いや、それ以上に応えるから》

　こんな甘やかな夜を迎えられるとは……。生きていると、なにが起こるかわからないものだ。

　私は火照る頬を手で軽く扇ぎ、電話だというのに目を泳がせた。

「そっ、そういえば。昨日聞き忘れてました。そもそもどうして私の居場所がわかったんですか？」

　彼がここ山梨までやってきた時は、驚きのあまり理由まで考えられなかった。

　アパートも職場も携帯番号さえも変えた上、さらに東京を出て山梨まで来たから、もう絶対に会うはずないと思っていたのに。

《ああ。取引先の担当者と雑談していたら、話の流れでその人が地元の施設に入所している自分の父の話をし始めて》

「施設？　……まさか」

《そう。真希の職場。彼の話を聞いた瞬間、真希が浮かんで》

「えっ。いったいどういう内容の話だったんです？」

　誰かの会話から私の居場所に繋がったなど、にわかに信じがたい。

《その人は、父は好き嫌いが多くて施設の食事を嫌がっていたのに、最近は食事が楽しそうだ、って。どうやら調理員の若い女性の影響らしい、と話していて》

「そ……そんな些細な会話だけで？　私だと思って……調べたんですか？」

《妙に引っかかったんだ。俺も以前、真希といて同じような感覚を味わったから》

　拓馬さんの言葉に疑問を感じ、首を傾げる。

《はじめて一緒にランチを食べた時、雑穀米が出てきただろう。あの時真希が、無理して食べなくても栄養は他でとればいい、食事は楽しむためにある、みたいな話をしていたから》

「え……」

《あれ以来、俺は雑穀米を目にしたら真希しか思い出さない》

「なんですか、それ」

　私が口を尖らせて言うと、拓馬さんは電話口でくすくすと笑っていた。

《とにかく手がかりが欲しかった。藁にも縋る思いで聞いた施設を調べた。だが、施設に問い合わせたものの、個人情報は教えられないと取り合ってもらえず……。あきらめきれなくて現地までやってきたはいいが、取り合ってもらえるはずもなくて》

　まさか、私の知らぬところで、拓馬さんがそこまで必死になってくれていたなんてと絶句する。

《途方に暮れつつも、以前真希が実家の周りは田んぼだったと話していたのを思い出して。往生際の悪い俺は車を遠回りさせたんだ。そしてきみを見つけた。あの瞬間ばかりは喜びに打ち震えて神に感謝したよ。この機会を絶対に逃さないと心に決めた》

　実家の話をしたことすら覚えてない。それを拓馬さんは覚えていてくれたの……？

　心が震えた。電話からでも、拓馬さんの真剣な表情が目に浮かぶ。彼の熱意はひしひしと感じられた。

「私も……感謝しています。月日が経って遠く離れて……それなのに私の些細な言葉を記憶していて、必死に追いかけてきてくれた拓馬さんに」

　拓馬さんの行動がなければ、今私はこうしていない。

　仕事がある上、会えるかもわからないのに、連日私の実家までやってくるのも大変だったと思う。

「さっき仰っていた方って……もしかして佐々木というお名前ですか？」

　今になって思い当たる人物が頭に浮かび、尋ねてみた。

《うん。食事が憂鬱になる前に相談してくれれば別の方法でフォローします、と実際頑張ってくれている真希を見て、自分も甘えてばかりじゃダメだと思ったらしい》

　やっぱり！　確かに佐々木さんは偏食だ。はじめは好きな食べ物を聞き出す時でさえ、『どうせ説教だろ』と取りつく島もなかった。が、本人ではなく家族や同室の人、担当スタッフに探りを入れて、佐々木さんが好む食事になるよう工夫し、今では『真希ちゃん』と呼んでくれるほどの関係になれた。

《それだけ慕われている真希なら、上司や同僚ともうまくやれているんだろう？》

「はい。みんなよくしてくれてます」

《そうか》

「とてもいい人たちなんです。だから、きっと応援してくれるはず……。私が退職を願い出ても、みんなで私の決断を理解してくれると思ってます」

《え……？》

「……なので、少しだけ時間をもらえませんか？　せめて、みんなの負担が最小限になるようなタイミングを相談したいんです」

　出逢いがあれば別れがあるように、一歩踏み出すには、なにかを手放さなければならない場合もある。その勇気をようやく持てた。

　前に進みたい。そうするために離れなければならない人たちに、多くの感謝を伝えたい。

〝ずっと心の支えでした、ありがとう〟……と。

《もちろん》

　拓馬さんの声を耳に入れながら、星空を見上げる。

　ひとりで背負い込んでいた頃は、こうしてゆっくり夜空を見上げる余裕もなかった。

　理玖がお腹にいるとわかってずっと、日々めまぐるしくて、懸命に〝前を向け〟って言い聞かせて必死に生きてきたから。

《それまでの間、真希がいいなら俺が先にこっちで一緒に住む部屋をピックアップしておこうか？　なにか希望があるなら遠慮なく言っ……》

「いえ、拓馬さんのお家で十分ですよ？　拓馬さんさえよければですが」

　拓馬さんのマンションは十分広かったし……。そこまで考えて、ふと頭をよぎる。

「あっ。もしや、子供がいたらご近所に迷惑とか……？」

《それはないけど、いいの？　もっと子育てしやすい環境がいい、とか……》

「はい。むしろ贅沢なくらいです。あと……拓馬さんのご両親に挨拶して、ご了承をいただきたいです。私の印象がよくないのはわかっています。それでも」

　私たちはまだスタートラインにさえ立てていない。

　拓馬さんのお父さまに許しをもらうのは困難だと、容易に想像がつく。そうかといって、挨拶を蔑ろにするわけにはいかない。

《わかった。だけど、俺は親がなにを言っても、真希をあきらめる気はさらさらないから。覚えておいて》

　語気を強めて言われ、びっくりした。

　私の記憶では、拓馬さんは大人で冷静でスマートな人。そんな彼が必死になったり熱くなったりする様は、幻滅どころかいっそうときめく。

　なぜなら、それらはすべて私のためだと伝わってくるから。

《……俺、独占欲強すぎる？》

　私が感動のあまり返答せずにいたせいか、拓馬さんは打って変わって不安げに聞いてくるものだから、私は小さく笑った。

「少し。だけど……うれしいです」

　すると、拓馬さんは《はー》と深く息を吐いて言った。

《よかった。受け入れてもらえて……。大袈裟じゃなく、俺は生涯をきみに捧げたいと思ってる》

　拓馬さんと再会し和解してから、もう一度彼とともに歩んでいくなんて夢なんじゃないかと思ってしまう時があった。

　しかし今夜は、輝く星も幻想的な光に包まれている月も、彼の声のもとで瞳に映すととてもクリアで、はっきりと現実の中にいるのだと実感できた。

「私のこれからの人生も……拓馬さんに捧げます」

　ほんのちょっと窓を開けたら、香るはずがないのに金木犀の匂いがする錯覚がした。

　ふと、今日老人と交わした言葉を思い出す。

　将来私たちも、あの老人のように死後でも想い合えるくらいの関係を築けたら……。

　きっと、幸せの再スタートを切った今この瞬間を何度だって思い出すのだろう。










ともに、歩んでいく人




　約一カ月後。

　あれから、職場に事情を話した上で退職の相談をし、月末で辞めさせてもらった。ちょうど新しいスタッフが二名決まっていたらしく、全員快く私を見送ってくれた。

　拓馬さんが引っ越し業者を手配してくれて、日曜日に東京へ移った。

　両親が少し寂しそうにしていて、こっちも泣きそうだった。けど、笑顔でお礼を伝え、別れてきた。

　こちらに来てすぐ、拓馬さんのご両親に挨拶をしたかったのだが、彼いわく、『忙しい』の一点張りで取り合ってもらえないらしい。

　そして、さらに約二週間が経とうとしていた。

　たった半月じゃ、高級タワーマンションの生活にはまだ慣れない。

　私は広々とした玄関の隅に立って、拓馬さんを見送る。

「拓馬さん。今日、食事はいりますか？」

「ん。週明けだから帰りは多少遅くなるかもしれないが夕食は家で食べるよ。と言っても、真希も理玖を丸一日見ていたら大変だろう。無理しなくていいから」

「料理は息抜きにもなるから気にしなくても大丈夫です。拓馬さんこそ、無理をして早く帰宅しようとしなくて、も……っ」

　革靴を履き終えた拓馬さんが、急に私の腰を引き寄せた。彼の腕の中で動転していると、耳介で囁かれる。

「無理してでも帰ってきたいんだよ」

　そして、額に軽くキスが落ちてきた。

「行ってきます」

「い……ってらっしゃい」

　玄関の扉が閉まっても、私はしばらく立ち呆ける。

　拓馬さんの息がかかった耳に触れ、ドクドクと騒ぐ心臓を必死で抑制する。そこにリビングから物音がして我に返った。

　急いで戻って、ひとり遊びをしていた理玖を抱き上げる。

　拓馬さんのマンションは、以前と変わらず現在もモデルルームのようで、無駄なものはなくシンプルな部屋のままだった。それが今、リビングの一角には動物柄のジョイントマット。そのスペースにはカラフルな積み木や絵本が置かれている。

　はじめはスタイリッシュな空間が壊れてしまうから、私の荷物を置かせてもらっている部屋を理玖の遊び部屋にしよう、と提案した。しかし、拓馬さんはあえて『ここでいい』と答えた。理玖や私のものがリビングのそこかしこに見える方が、家族で暮らしている実感が湧いて幸せな気持ちになるらしい。

　私は理玖に頬ずりをして、自分の心が満たされているのを感じる。

「理玖もそろそろご飯にしようか。待っててね」

　私は理玖をジョイントマットのスペースに座らせ、キッチンに入って朝食の準備を始めた。そこにはいつかの日、一緒に買った鍋や調味料入れが置いてある。

　温かな気持ちになりつつ支度を進めていたら、突然壁にかかった大きなテレビ画面のスイッチが入って驚いた。

《人気俳優の不倫問題が最近続いていますが、今回は隠し子がいるケースですから、世間からのバッシングはより大きいようですね》

　コメンテーターが深刻そうな表情でそう言って、これまでの経緯をボードを使って振り返っていく。

　私は足早にキッチンを出て、理玖のそばにあったリモコンを拾い上げ、電源を切った。理玖は私を見上げ、ニコニコ顔で私の足を掴んで引っ張る。

　無邪気な理玖を見て、不安がよぎる。ネガティブな思考に押しつぶされそうで、私は理玖をもう一度抱きしめた。

　拓馬さんの実子なのは事実だが、今さら公表すれば詮索されるだろう。さらには憶測で色々と言われ、拓馬さんも世間から厳しい意見を浴びせられるのは目に見えている。そこまでして一緒になるのは、果たして最善なの……？

「まー」

　理玖の声で正気に戻り、俯いていた顔をグッと上げた。

　私が思い詰めたらダメだ。理玖にも不安が伝わるし、私を選んでくれた拓馬さんも傷つける。

　私は目を瞑り、ゆっくり息を吸って吐いた。

　瞼の裏側に拓馬さんが浮かぶ。彼は私の心情に寄り添ってくれて、入籍だけはきちんと佐渡谷家の家族に認められてからとなった。

　拓馬さんは『どれだけ大変だとしても、真希との未来のためなら一切あきらめる気はない』と断言した。それがとてもうれしかった。

　だから私は、気がかりなことがあっても決して立ち止まらず、前へ進んでいく。拓馬さんと理玖と三人で。

　夕方になり、私は理玖とスーパーを出てマンションへ向かっていた。

　あと数分で着くところで、脇の道路に停まっていた高級車から降りてきた五十代くらいの男性と目が合った。瞬間、威厳のある雰囲気を感じ、ピリッとした緊張が走る。

　思わず姿勢を正して立ち止まった矢先、男性の奥から佐野さんが現れた。私は一瞬で、立ちはだかる相手が誰だかを察する。

　この人は、拓馬さんのお父さまだ。

「きみが宇川真希さんかな」

「はい」

　彼の視線は、私から理玖へと移された。私はそれがなんだか嫌で、理玖を隠すように身を軽く捩った。

「したたかな小娘だ。大方うちがどういう家柄かわかっていて産んだんだろう」

「は……？」

「社長！」

　佐野さんもさすがに失礼すぎると思ったのか、咄嗟に声をあげていた。

「誤解です。私はなにか利益を得るためにこの子を産んだわけじゃありません」

「百歩譲ってそうだったとしても、世間は財産目当てだと言うだろう。同じだ」

　覚悟していたはずだ。拓馬さんからお父さまの話を聞いた時に。

　だが実際に心ない言葉を浴びせられたら、腹立たしさよりも傷ついている自分がいた。世間の目はそんな風に私を見るのかと思うと、急に心が鉛みたいに重くなる。

「病院を紹介しよう。そこでＤＮＡ鑑定を受け、拓馬の子だと結果が出れば私の養子にする。そうしたら拓馬の縁談も進めやすいからな。まずは担当弁護士を……」

「なっ……勝手なことを言わないでください！　この子の将来はあなたが決めることじゃない！」

　たまらず激昂して声を張り上げてしまった。

「ふん。まあ今日のところは引き下がるとしようか。今度顔を合わせる場では然るべき対応を願いたいものだな」

　期待を裏切らない捨て台詞を置いて、颯爽と車へと戻っていく。

　私がわなわなと拳を震わせて背中を見ていたら、トン、と肩に軽く手を置かれた。

「なにっ……」

　気が立っていた私は過剰に反応しかけたが、佐野さんが無言で口元に人差し指を立てていて自然と口を閉じた。

　佐野さんは私に耳打ちをして、スタスタとお父さまを追っていってしまった。




　夜になり、私は理玖の規則的な寝息を数分聞いて、こっそりと寝室を抜け出した。

　リビングに行き、明日の食事のために下ごしらえをする。パパッとを済ませ、キッチン回りの片付けが終わったタイミングで、玄関のドアが開く音がした。

　拓馬さんを玄関まで出迎え、今朝と変わらぬ笑顔を見てホッとした。

「ただいま。理玖は？　もう寝ちゃったか」

「おかえりなさい。理玖は三十分くらい前に。先にお風呂がいいですか？」

　カバンを受け取って言うと、拓馬さんがジッと私を見つめる。

　もしかして、今日嫌な出来事があったって顔に出すぎてる……？　せめて出迎えは不穏な空気を感じさせないようにって思ってたのに。折を見て報告しようと考えていたけど、今言った方がいいのかな……。

　私が迷っていたら、拓馬さんは薄ら頬を赤らめて答える。

「毎日真希がこうやって出迎えてくれるのがすごくうれしい」

「そ、そんな風に言われたら……こっちまで照れちゃいます」

　ふいうちの発言にこちらまで顔が熱くなる。

　てっきりなにか気付かれたかと思ったけれど杞憂に終わり、私はひとまず彼をバスルームへ促した。




　約三十分後、拓馬さんがリビングに現れた。

　夕食が用意されているダイニングテーブルに着いた拓馬さんへ、ミネラルウォーターを渡す。

「ああ、ありがとう」

　仕事には前髪を上げて行く彼が髪を下ろすと、いつもよりも幼く見えて新鮮だ。少し年齢差が縮まった錯覚に陥る。仕事モードの凛々しい姿も素敵だけど、自宅でリラックスしている拓馬さんの方が親しみやすい。

「真希が料理得意なのは知ってるが、こんなに品数作るのは大変だったろう？」

「作り置きをアレンジしたものだったりするので、数よりも手間はかかってないんですよ。手抜きですみません」

「手抜きじゃなくて、機転が利くんだろ。すごい才能だよ」

　拓馬さんは私を見上げ、ニコリと微笑む。

　彼の笑顔を、穏やかな空気を……壊したくない。でも、ちゃんと言わなきゃ。これからはふたりで解決すると決めた。

「報告があります。今日拓馬さんのお父さまに会いました。といっても、自己紹介もせずに終わりましたが。佐野さんが一緒にいたので、おそらくそうだろうなって」

「……え？」

　私は淡々と言って、拓馬さんの向かい側に座った。すると、彼は握りしめた拳を一度テーブルに打ちつけた。

「また俺がいない隙に！　親父はなんだって!?」

　前のめりになる拓馬さんにありのままを答えれば、激怒するに決まってる。けれども、事実をきちんと私の口から伝えるべきだともわかっているから、せめて、と私は冷静にいられるようつとめた。

「財産目当てのしたたかな女だって言われました」

「……っ、なにを勝手なこと！」

「拓馬さん、落ち着いて。私も腹が立ってすぐ否定したんです。そうしたら、事実であろうとなかろうと世間の人はそういう目で見るんだって返されました。私……なにも言えなかった」

　悔しい気持ちがありありと蘇る。理想と現実とはギャップがあるのだと、まざまざと思い知らされた。

「そのうち周りも同じような噂を囁き、拓馬さんの肩身が狭くなる」

　ポツッとこぼした刹那、頭からすっぽりと温かな腕で包み込まれ、ハッとした。

　私は知らない間に俯いていたらしい。〝冷静に〟と自分に言い聞かせていながら、こんなにも視界が狭くなっていた。目の前にいた彼が、私のすぐそばまで来てくれたことさえも気付かないくらいに。

　きゅっと強めに抱きしめられた私は、頭を預けてゆっくり瞳を閉じた。

「拓馬さん。そんなの、つらくないですか……？」

　こんなにやさしい人が他人に糾弾され、傷ついて疲弊する姿を見たくない。

「私は前も言った通り、拓馬さんを犠牲にしてまで……」

「真希」

　私の言葉を凛とした声が遮る。彼を見れば、精悍な目つきをしていた。

「きみはやさしすぎるから自分を後回しにするんだろう。その必要はないんだよ。真希がそれをつい忘れてしまうなら、俺が何度でも言うよ」

　大きな手がするっと私の髪を滑り落ち、頬で止まると真剣な面持ちで両眼を覗き込まれる。

「俺が欲しいのは真希がいる未来だ。真希と理玖とみんなで笑って暮らす日々だけ。それ以外はなにもいらない」

「みんなで……」

「ひとりになった後……しんどかった。あれ以上のつらさはない。もしこれから苦しい道のりになると言われても、俺はきみと一緒にいる方を迷わず選ぶ」

　拓馬さんの至極熱い眼差しに、私の暗く翳っていた心に熱が灯る。

「それに、俺たちの関係を憶測で言われたり好奇の目を向けられたりしても、数年先にはそれらが間違いだったって言わせられる自信がある。真希と理玖が一番大切なのは紛れもない事実で変わらないから」

　私は守るべき人ができてから臆病になったみたいだ。反対に、守りたい人を得た彼はどこまでも揺らがず、強靭な精神を持っている。

「どんなに美味しい料理も、ひとりで食べたら味気ない。大切な人と囲む食卓に勝るものはないと俺に教えてくれたのはきみだよ、真希」

　自分も知らぬ間に頬を濡らしていた。

　拓馬さんは雫が通った道を親指でそっと拭い、微笑を浮かべる。

「真希も俺と同じ気持ちだとうれしいんだけど」

　彼が懸命に言葉にした想いに、私の想いが重なる。

「私も、一緒です」

　日々を無難にやり過ごすのはやめて、幸せな未来を迎えるために、いばらの道をも越えていく。

　私は拓馬さんのたくましい背中に両手を回し、くすっと笑いをこぼした。

「拓馬さん……雰囲気が前と少し変わりました」

「どういう風に？」

「昔はもっとクールで余裕があって、紳士的な感じだったような。今はちょっと強引なくらいグイグイと……」

　どちらもドキドキさせられるけど。

　ふいに腕を引っ張られ、椅子から立たされた。しっかりと腰に手を回され、さらには顎を捕らえられる。

「前の俺とは違うからまた逃げる？」

　至近距離で囁かれ、心臓が早鐘を打つ。

「や……そういうつもりで言ったわけじゃ」

「きみを俺のもとに繋ぎ留めておくためなら強引にだってなる。もうきみを失いたくない。この手を離したくないんだ」

　切羽詰まった雰囲気で言われると、それだけ自分が必要とされているのだと感じる。

　拓馬さんの熱情に満ちた双眸が私に甘い魔法をかけ、陶酔させる。

「前に言ったこと忘れた？　俺はきみともう二度と離れる気はない」

　唇が重なった瞬間、幸福感が満ちていく。

　この一瞬を失うかもしれないと恐怖に怯えるより、繋げていく努力をしよう。

「俺、これから親父のところへ行ってくる」

「あ、待って！」

　私は拓馬さんが勇み足で出ようとするのを制止する。拓馬さんはシャツを掴んで止めている私を振り返った。

「どうして……！」

「違うの。今日、去り際に佐野さんにこっそり言われたの」

　拓馬さんには、話を最後までしていなかった。話には続きがある。

　怪訝な表情をした拓馬さんを見上げ、息を吸った。

「明日の夜、必ず拓馬さんとふたり揃って本邸へ来てくださいって」

「明日？　ふたりで？」

　拓馬さんが目を丸くして繰り返す。私は黙って一度頷いた。




　そして迎えた翌日。

　拓馬さんは早めに帰宅すると言って仕事へ行った。

　私は家事を済ませ、理玖とゆっくり昼を過ごしていたらスマホが鳴り出す。

　発信主は彩希。

「もしもし、彩希？」

《お姉ちゃん！　メッセージ見た！》

　威勢のいい声で、彩希が元気なのがわかる。

　彩希には今朝、ダメもとで理玖を預かってもらえるかメッセージで聞いていた。

「ごめんね急に。彩希しか浮かばなくて。無理だったらいいから……」

《平気よ！　ちょうど仕事は休みなの。それより、相手の実家に乗り込むって!?》

「乗り込むっていうか……今夜って向こうから指定されて呼ばれてるっていうか」

《大丈夫？　なんか理不尽なこと言われてるんじゃない？　私も加勢しようか!?》

　彩希とはときどきメッセージのやりとりをしていて、拓馬さんのご両親に認めてもらうのは大変かもしれない、とこぼしたりもした。そのせいか、拓馬さんのお父さまには敵対心を抱いてしまっているっぽい。

「ありがと。理玖を見てくれているだけで十分助かる」

《まー、私がいたら取っ組み合いの喧嘩になりそうだし、ひとまず理玖とおとなしく留守番してるか……》

　電話口でぶつぶつと言っている彩希に、思わず笑いが漏れた。

「じゃあ、夕方理玖を連れてそっちにいくね。彩希の分の夕ご飯も用意するから」

《え～ありがとう！　あ、理玖を迎えに来る時は理玖パパも連れてきてよ。いっぺん会ってみたかったから！　じゃね！　後でね！》

　一方的に通話を切られ、スマホに目を落とす。

　そういや彩希はまだ拓馬さんと対面していなかった。はっきりと言う性格だから、拓馬さんに変なこと口走らないといいけど。

　とはいえ、私も彩希に背中を押され、勇気が出てきた。




　夕方六時過ぎ。私はダイニングチェアに座って、気持ちを落ち着けていた。十数分後、拓馬さんが帰宅してくる。

「おかえりなさい。理玖は妹が預かってくれました」

「そうか。急だったのに……後でお礼をしなきゃな。真希の妹さんには、俺がいない時期に真希を支えてもらった恩もあるし」

「彩希も拓馬さんに会いたがってました。……で、ちょっときつい言葉とか言われる可能性もありますが……根はやさしいので！」

　私が言うと、拓馬さんは苦笑した。

「ああ。そうだよな。俺へは文句のひとつやふたつ言いたくもなるよな。今日ふたりで理玖を迎えに行ったら甘んじて受け入れるよ」

　過去の話をすれば、きまって拓馬さんは自分だけが悪かったように振る舞う。

　実際は片方に責任がある話ではなくて、それぞれの思い込みの強さや未熟さが招いた結果だというのに。

「その前に、これから私がご実家で色々言われるでしょう。でも違うことは否定するし、納得がいかなければ抗議だってします。拓馬さんも無理してすべて受け入れる必要はないですからね」

「真希は出逢った時もそうだった。芯が通ってて頼もしいよ」

「まあ……我慢が利かないとも言います……。ところで、本邸ってことは別邸もあるんですか？」

「広さは劣るけど、本社からわりと近いところにね。主に親父が使ってる」

「じゃあ本邸にはお母さまだけ……？」

　だとしたら、佐野さんを通して私たちを本邸に呼びつけたのはお母さま？

「母と祖父がいる。ふたりとも家にいないことが多いから、ハウスキーパーがよく出入りしているかな」

「じゃあ、どのみちお父さまはいないのかな？」

　いてほしいような、いてほしくないような。いや。遅かれ早かれ、決着はつけなきゃならないのなら、いてくれた方がいい。

「よくわからない。まあ、いてもいなくてもいずれは話をつけに行くよ」

　拓馬さんは昨日激昂していたけれど、今は思ったよりも自然体だった。頭に血が上れば話が拗れたりするし、私も変に力まずに話し合いに臨もう。

「じゃあ、そろそろ行こうか」

「はい」

　どうしても緊張はしてしまう。しかし、不安はない。

　車の中でちらりと隣を見たら、拓馬さんと目が合った。

　微笑む彼に、私も笑顔を返した。




　十数分後、都内の一等地に荘厳な門構えの家を見つけ、絶句した。拓馬さんのマンションで立派な住居には多少免疫がついていると思っていたが、想像以上。

「え……本当にここですか？　どこかの高級旅館じゃなく？」

「旅館ほど広くはないんじゃないかな」

　門構えの景観だけで圧倒された。数十メートル続く塀の奥には、豪華な庭園が広がっているのだろうと思わせる立派な木々が覗いて見える。

　茫然としている間に、拓馬さんはセキュリティを解除し、そのまま門をくぐった。

　車を降り、敷石に導かれるように歩みを進めたら、和モダンなデザインの広い玄関にたどり着く。拓馬さんは引き戸を開け、躊躇せず敷居を跨いだ。

「ただいま」

　拓馬さんが呼びかけると、綺麗に磨かれた廊下の奥からすらりとした女性が現れた。女性の中では背が高めでスタイルがよく、タイトな膝下スカートが似合っている。

　近くで見てさらに驚く。拓馬さんのお母さまとなれば、若くても五十代前半くらいなはずなのに十歳は若く見える。

「久々に顔を見た気がするわ。思ったより元気そうね」

　目鼻立ちもだけど、話し方とか雰囲気が拓馬さんそっくり。そういえば、お父さまと会った時には似てるとあまり思わなかった。彼はお母さま似なんだ。

「ああ。彼女のおかげ。真希、俺の母親。彼女は宇川真希さん」

「は、はじめまして。宇川真希と申します」

　慌てて深くお辞儀をする。そういえば、お父さまばかり気にして、お母さまがどういう人なのかあまり聞いていなかった。

　門前払いされるかも……と不安な気持ちで頭を上げられずにいたら、頭上に凛とした声が落ちてくる。

「拓馬の母、冴さえ子こです。どうぞ中へ。拓馬、客間へご案内して」

　すると、あっさりと通されて拍子抜けした。廊下を歩いていくお母さまの後ろ姿を茫然として見ていたら、拓馬さんに背中をぽんと叩かれる。

　私はハッとしてスリッパに足を通し、彼の一歩後ろを歩きながら小声で尋ねた。

「拓馬さんのお母さまって、私を邪険にしてないんですか？」

「おそらく。母は昔から俺に強制したりはしないんだ。口うるさいのは父の方」

　最悪、ご両親ともに反感を買うかもと考えていた。お母さまだけでも私たちの関係を理解してくれるかもしれないって可能性があるだけで、随分心が軽い。

　途中、お母さまは廊下を右へ行ったが、拓馬さんは左へ方向転換した。角を曲がってすぐの襖を開ける。

「ここが客間」

「ひ、広い……」

　十五畳くらいありそうな和室には、艶のある重厚感のある座卓に、シンプルな照明と、床の間には盆栽が飾られている。

　私は落ち着かず、そわそわと立つ場所を決めあぐねていたら、襖の向こう側から人の声が聞こえてきた。話し声は徐々に近付いてくる。なにやら、男の人が機嫌悪そうになにか言っている。

　廊下を気にしていたら、スーッと襖が開いた。

「拓馬!?」

「親父！」

　入室してきたのは、拓馬さんのお父さまだった。ふたりは互いに驚いた声をあげ、目を丸くしている。

「こんな時間に客人って、いったい誰かと思えば……」

　呟くお父さまの後方には、佐野さんがいた。

　お父さまの様子から察するに、やっぱりお父さまが今夜私たちにここへ来るように指示したわけではなさそうだ。

　私に伝言した佐野さんを見ても、目すら合わせてくれない。

　真相がわからず顔を顰めていたら、私の存在に気付いたお父さまが、嫌味交じりで話しかけてきた。

「これはこれは。まさか昨日の今日で顔を見られるとは。私の提案を受け入れる気になったかな」

「提案？」

　私がキッと鋭い視線を向けるや否や、拓馬さんが訝しげにこぼす。

「こちらが提示した病院でＤＮＡ検査をした後、正式に社長のご令孫とわかれば養子にもらう……という件です」

　拓馬さんの疑問に粛々と答えたのは佐野さん。

「はあ!?　冗談もいい加減に」

「冗談なものか。お前はなにも気にせず、見合った令嬢と結婚するのがいい。なにもわざわざお荷物を背負う必要はない」

　拓馬さんが声を荒らげるも一蹴するお父さまに、頭で考えるよりも先に口が動いた。

「撤回してください」

　私の一声に三人の視線が集中する。しかし、私は怯まなかった。

「息子はお荷物なんかじゃない。私と……拓馬さんの生きる源です」

　それは絶対に揺らがない事実。

　私自身についてはなにを言われてもいいが、理玖を侮辱するのは許さない。

「本当に佐渡谷家の血を引く子なら引き取ると言ってるだろう。まあ、大体にしてそれも疑わしいが」

　私が言葉を発するよりも先に、拓馬さんが動いた。……が、掴みかかる直前に再び襖が開き、客間の時間が一瞬止まった。

「おお。役者は揃ってるな。いやあ、金木犀の剪定を頼んでいたら遅くなってしまって。すまないすまない」

　場にそぐわない陽気な雰囲気で介入してきた年配の男性に、誰もが唖然とする。

「お、お父さん！　いったいなんの真似ですか、これは！」

　一番に声をあげたのは、拓馬さんのお父さま。

『お父さん』って呼んだってことは……この人は拓馬さんのお祖父さま？

「私をわざわざ呼び出して、まさかこんな娘と会わせるためとか言いませんよね？」

　お父さまのひと言を聞いて、お祖父さまに視線を移した。

　この人が今日の予定を……？

　お祖父さまの話はまったく聞いたことがないから、今回の件の真意が掴めない。

　警戒心を持ってお祖父さまの動向を窺っていた矢先、急に高笑いを始めて驚いた。びっくりしていたのは私だけじゃなく、拓馬さんもお父さまも唖然としている。

「金木犀も、剪定して風通しをよくしなければ来年またいい花を咲かせないからなあ」

　お祖父さまは障子の奥に焦点を当てながら、にこやかに話した。私はまだ頭が追いつかず、黙って様子を見ていた。

「話をすり替えないでください！」

　鼻息を荒くして抗議するのは、やはりお父さま。けれども、お祖父さまは一瞥するだけ。

　そして、涼しい顔のまま障子のそばまで歩いていき、おもむろに障子を引いた。

「なにも話を変えてなんかいない。私たちも風通しをよくしようと言っている」

「は……？」

「組織同様、家族にだって新しい風が必要だ。将来、立派な実をつけるために」

　戸惑うお父さまをよそに、お祖父さまは私たちに背を向け、ライトアップされた庭を眺めてしっかりとした声色でそう答えた。

　私は後ろ姿をジッと見つめ、ふと思い出す。

「あなたは……もしかして以前、山梨の施設でお会いした……？」

　窓の奥には微かに見える金木犀。

　あの日、出会った老人の記憶を懸命に手繰り寄せる。

「え？　真希、どういうことだ？」

「〝真実〟――。金木犀のもうひとつの花言葉だ。〝また〟会えたね、お嬢さん」

　そうしてお祖父さまは私を振り返り、莞かん爾じとして笑った。

「この子の目を見れば真実を言っていることくらい一目瞭然。その程度がわからないなんて会社も些か心配になるぞ、忠ただ志し」

　お父さまはお祖父さまに弱いのか、なにも言わず悔し気に唇を噛んでいる。

「真希、説明してくれないか。きみとお祖父さまは知り合いだったのか？」

「あ、知り合いというか……一カ月前に、山梨の職場でたまたまお会いしたんです」

「山梨で？　なぜ……」

　なぜかは私にもわからない。

　私たちは同時にお祖父さまに目を向ける。

「実はふたりが別れる前後から、佐野に頼んで様子を探っていたんだ。相手の女性はちょっとめずらしい性格だと聞いていたのもあって、この前は直接会いに行ってみようと思ってね」

「えっ！　あの日、そのためだけにいらしてたんですか？　会えるかもわからなかったのに……」

「なんとなく会える気がしたんだよ。現に会えたじゃあないか」

　茫然としていると、お祖父さまの表情が威厳のあるものに一変し、背筋が伸びた。

「しっかりとしたお嬢さんだ。拓馬のよき伴侶となるだろう。拓馬もきっと、期待以上の経営者になる。守るべき家族がいると男は強くなれるものだからな」

「いや、しかし！　せっかくならもっと条件のいい相手を……」

　お祖父さまはお父さまの言葉にため息をこぼし、軽く頭を横に振る。

「息子をこんな風に育ててしまって……心から詫びるよ、冴子さん」

　一斉にお祖父さまの視線の先へ顔を向ける。半分開いた襖の奥には、さっき挨拶を交わした拓馬さんのお母さまが立っていた。

　彼女は突然自分に話題を振られ、一瞬驚いた目をしていた。が、すぐに落ち着きを取り戻し、客間に入り襖を閉める。お母さまはおもむろに睫毛を伏せて答えた。

「いえ。どうかお気になさらないでください。おかげさまで仕事に専念させていただいておりますので」

「愚息に何度も愛想を尽かしただろうに。前を向いて歩む冴子さんのおかげで、今の息子がある。さらに孫はとても優秀でやさしい子に育った」

「お言葉ですが！　私と冴子の結婚は双方の事業に大きな利益をもたらしました。それのどこが問題で？」

　ふたりの会話にすぐさま割り込んだのはお父さまだ。

　家族関係はどうなのか私は知らないが、今見聞きしたそれぞれの会話、表情などでなんとなく察する。

　おそらく、拓馬さんのご両親は政略結婚で、お父さまは家庭を顧みずに仕事ばかりしていた人なんだろう。傷ついたお母さまを陰で支えていたのが、お祖父さまと……もしかしたら、亡きお祖母さまだったのかもしれない。

「どんな事柄も人それぞれの価値観がある。親父たち夫婦についての正解は当人にしかわからないだろう。そして、俺には俺の選択権がある」

　気付けば拓馬さんは私の真横にいて、力強い視線をこちらに向ける。

「彼女が必要なんだ。俺は彼女がいれば、持っている以上の力を発揮できる。お願いします。俺たちの結婚を認めてください」

　拓馬さんが頭を下げたので、自然と私も同様にする。彼はすっと顔を戻したのち、迷いなく宣言した。

「もちろん理玖は俺たちのもとで育てるよ。かけがえのない大切な宝物だから」

　義務や責任感や意地ではなく、彼が心から私たちの存在を大事に想っているのだと伝わってきた。

　ついひと月前まで、どれだけ望んだって家族の絆など決して手に入らないと思っていた。けれども今、確かに感じられる。

「ここ一年。拓馬が結果を残しているのは忠志も知っているだろう。拓馬は左右田屋との取引を成功させ次に繋ぎ、今なお七井物産の発展に力を注いでいる。七井物産だけでなくグループ全体がいい雰囲気になってきていると感じる」

　ちらりと拓馬さんを見たら、恥ずかしそうにぼそっと言われる。

「きみと付き合ってる頃から決めていた。やることやって、真希との関係を周りになにも言わせないようにって……」

　昔、彼と口論になった際『仕事が立て込んでいるから距離を置きたい』と説明された。私は婚約者の存在で心が不安定になり、まともに取り合わず言いたいことだけ言って拓馬さんのマンションを飛び出したんだっけ……。

　自信がなかった。また男の人に裏切られたと思った。しかし、彼は出会った時から離れている間もずっと、変わらずに私を想ってくれていたんだ。

　後悔しているからこそ、私は彼を心から信じ、支えていきたい。

「私もお家柄や七井グループの名に恥じぬよう努力いたします。拓馬さんや皆さんの足を引っ張ったりいたしません」

　私がはっきりと意志を口にすると、拓馬さんはそっと私の肩に手を置いた。

「お祖父さま。彼女は守られているだけの人じゃありません。苦難があっても僕と一緒に戦ってくれる女性です。そんな彼女だから生涯をともにしたいと思っています」

　彼は私にニコッと柔らかく微笑みかけ、続けた。

「彼女は僕がずっと憧れてたものを持っている。幸せを作ってくれる最高の女性です」

　拓馬さんの堂々とした宣言は誓いの言葉そのもので、私は大事な場面だと言うのに、胸が高鳴ってしまった。

「憧れ……？」

　ぽつりと呟いたのはお母さまだった。それに拓馬さんが反応する。

「俺は物心ついた頃には、ひとりで食事をしていたから。誰かと一緒に食事をする楽しさと喜びを教えてくれたのは彼女だったんだ」

　拓馬さんは幼少期をそういう風に過ごしていたんだ。初耳だ。確かに家柄的にも家族がみんな忙しくしていたら、そうなってしまうのかもしれない。

　寂しく思っていた時、突然お母さまが私に問いかける。

「真希さんはお料理ができるの？」

「は、はい。一応調理師免許もあるので、それなりには……」

「そう」

　お母さまの含みを持たせる返しに首を捻る。

　お母さまは憂いげに遠くを見つめ、ひとり言のように話し始めた。

「拓馬の言う通り、私は仕事ばかりしていて料理をするどころか、食事を一緒にする時間すらまともに取らなかった。拓馬には申し訳なかったわ」

　過ぎ去った時間はもとには戻せない。だからこそ、後悔という名の懺悔に胸が苦しくなる。

「違うだろう、冴子さん。亡き妻から聞いていた。若い頃はよく忠志のために苦手な料理をしていた、と」

　お祖父さまの凛とした声が割って入ってきた。その証言に、お母さまの印象が一変する。

　苦手であっても夫のために料理を振る舞う時期が確かにあったらしい。おそらくお母さまはとても健気で……我慢強い女性なんだ。

「……もっと腕がよければ違う結果になっていたかもしれませんね」

　自嘲気味に呟いたお母さまに、思わず口が動く。

「すみません。お言葉ですが、どんなに美味しい料理を作れても、それを一緒に食べてくれる人がいなければ美味しくなくなってしまいます。逆に少し失敗した料理でも、誰かと笑い合いながら食べれば至福のメニューに変わると思うんです」

　素晴らしい料理がたくさん並んでいたって、ひとりで食べれば味気ない。

　お母さまももしかしたら拓馬さんと同じく、幸せな食卓に憧れを秘めているのかもしれない。

「よければいつか、一緒にお食事をしませんか。腕によりをかけて作らせていただきますので」

　私はいてもたってもいられず、拓馬さんへ相談もなしにお母さまへそう言っていた。

　お母さまはびっくりした顔をされていたけれど、「楽しみにしてるわ」とわずかに目尻を下げた。




　帰りの車の中では、緊張はもうすっかり消えていた。

「あれは……お許しをいただけたって解釈でいいと思いますか？」

　私たちの結婚は、お父さまからはっきりと言葉で『認める』とは言われなかったものの、『社のイメージが落ちたらお前が責任を取れ』とだけ言い残された。

「多分。ま、言われなくてもどうにかするつもりだった。俺の妻と子供を悪い印象にさせておくわけないだろ。社のイメージだって、社員や株主に迷惑かけっぱなしにはできないからちゃんとするさ」

　拓馬さんはハンドルを握り、さらりと口にしたが、どうしても気まずい気持ちはぬぐえない。

　私と一緒にいれば、拓馬さんに迷惑をかけるのは避けられない。一企業を任される立場の彼にとって、それがどれだけの負担になるのか……。

「私にもなにかできることがあれば言ってください」

　落ち込むだけじゃダメ。これからは、ふたりで支え合っていくと決めた。

　私は奮起し、まるで仕事を求める部下のごとく隣の拓馬さんを見つめる。すると、彼は私を一瞥した。

「なら、俺を信じてついてきてほしい。過去の過ちは消せないけど、あの頃からずっと俺の気持ちに嘘はないから」

「……はい。約束します」

　私は小さく、でもしっかりと返事をした。拓馬さんは満足そうに口元を綻ばせる。

「それにしても……素敵なお祖父さまですね」

　あの後、知った話。

　佐野さんは若い頃、お祖父さまのもとで仕事をしていたらしい。

　お父さまの秘書になってからもお祖父さまへ厚い信頼を寄せていて、そんなお祖父さまの頼みとあって、私たちの情報を当時から密かに伝えていたと聞いた。

　どうやら佐野さんは、お祖父さまへ私を悪く言ってはいなかったみたい。さっきお祖父さまに『佐野の報告通り魅力的な女性だった』と微笑みかけられてびっくりした。

「ああ。今度、理玖を会わせてあげなきゃな」

「理玖もきっと喜びます。はあ……安心したら、急にお腹が空いてきました」

「そうだな。どこかでゆっくり食べていこうか……と言いたいところだが、預けてる理玖も気になるだろ？　なにか買ってから理玖を迎えにいって家に帰ろう。近くに馴染みの料亭があって仕出しもある……ん？　なに？」

　私は拓馬さんをぽかんとして見ていた。

「すごい。もう父親の顔になってる。私の母親歴八カ月に追いつかれました」

　親になると、子供を置いて出かけても結局は気になってしまうもの。

　思い返せば拓馬さんは当初から、理玖への接し方に戸惑いを見せなかった。だから理玖も、まだ短期間しか一緒に過ごしていないのに打ち解けているんだと思う。

　和やかに話をしているうちに、車は料亭の駐車場に停まった。エンジンを切り、しんと静まり返る車内で、拓馬さんがジッと視線を向けてくる。

「じゃ、少しだけ違う顔をしてもいい？」

「え？」

　ひと声漏らした直後、彼の顔が近付いてきてキスされた。ふいうちに驚く私は、目を見開くだけ。

「真希、愛してる」

　そっと頬に手を添えられて言われた。拓馬さんの真剣な表情は、数分前の父親の顔なんて残ってない。色気のある大人の男性の顔つきだ。

「ま、待ってくださ……ひゃっ」

　ちゅっと軽く耳朶に口づけられ、次に彼の唇は首筋に落ちてきた。

　予期せぬ急な展開に心臓がお祭り状態。こんな風に、異性にドキドキしたのは久しぶり。一気に体温が上がるのがわかる。胸の奥がきゅっと、甘く切なく音をあげる感覚に、私自身も母親じゃない一面が残っているんだと気付かされた。

「なあ。いつまで敬語使うの？　もう夫婦になるのに」

　耳に直接囁かれ、たまらず目を瞑って身体を強張らせた。

「え、そんな、急に……っ」

　耳も手も顔も全部が熱い。刹那、ギュッと強く抱きしめられる。

「ようやく本当に捕まえた。ずっと一緒にいよう。俺の愛しい人――」

　それはスマートに口にした言葉じゃなかった。

　喉の奥からようやく絞り出した切願――。

　彼の気持ちの深さに触れ、私も腕を背中に回して抱きしめ返す。

「もう疲れたって言っても、離しませんよ……？」

「言わないよ。真希になら離されなくても本望だ」

　どちらからともなく手を緩め、互いに笑いをこぼす。

　そして、私たちはもうひとたび唇を重ね合った。










いつまでも、かけがえのない人




　年を越して、二月になった。

　私たちは入籍して三カ月が経ち、理玖はもうすぐ一歳を迎える。

　入籍後は予想通り、〝シングルマザーと結婚〟とか〝隠し子発覚で復縁婚〟など色々噂された。

　後者はあながち外れてはいないものの、明らかに揶揄した表現だったから気分のいいものではなかった。

　それでも誰かに質問されれば拓馬さんが毅然とした態度で答え、私も逃げも隠れもせず堂々と振る舞っていたおかげか、大きな波紋が広がるまでには至らなかった。

　そして拓馬さんは来月、七井グループ本社専務に就任する。七井物産社長との兼務らしい。通常の業務に加え、そういった準備に追われているらしく、毎日忙しそうにしていた。

　そのため夕食はもっぱら遅く。私はできるだけ起きているけれど、しばらく理玖と三人で食事ができずにいる。

　今夜も例外ではなく、時計はもうすぐ零時になるところ。

「ごちそうさま。美味しかった」

「よかったです。今日もまだお仕事があるならコーヒー淹れましょうか？」

「いや。もう遅いし先に休んでいいよ。いつもありがとう」

　拓馬さんは常に私を気遣ってくれる。そうすると、余計になにかしてあげたくなるというものだ。

「私は今仕事もしてませんし、それくらいしか」

「仕事量は比べるものじゃないよ。それに真希も休みなしで働いてるに等しいだろう。最近は理玖を真希ひとりに任せっきりで申し訳ないと思ってる」

「その言葉だけで十分です」

　ひとりぶんの食器を片付け終えてキッチンから出た時、ソファに座っていた拓馬さんが私を手招きして呼んだ。私は首を傾げ、彼のもとへ足を向ける。次に、〝隣に座って〟と座面をぽんぽんと軽く叩かれ、おずおずと座った。

「提案なんだけど、俺の仕事も一段落つきそうだし、近々息抜きしたらどうかな。理玖は俺が見てるから」

「えっ。それなら三人で……」

「もちろん三人の時間も取ろうと思ってるよ。だから気にしなくてもいい。真希はもっとわがままを言ってもいいんだよ」

　穏やかな笑みで言われ、どぎまぎする。

　拓馬さんは一緒に暮らしてから、これまで以上にすごくやさしいし、私や理玖を大切にしているのが言動から切々と伝わってくる。

　これ以上なんて、幸せ過ぎて罰が当たりそう。……だけど。

　私は膝の上に置いた両手にきゅっと力を込め、俯きながらぽつりと言った。

「……じゃあ、わがまま言ってもいいですか？」

「うん。なに？」

　聞き返されてすぐには答えられず、ゆっくり息を吸い込んだ。

「デート……行きませんか？　実は今日、母から連絡が来て。東京に来る用事があって、ついでにホテルで一泊するって。それで、二日目に理玖に会いに来てもいいかって話だったんですが」

　どう思われるかが怖くて、後半は早口になってしまった。

　理玖を蔑ろにしてるわけじゃない。でも、そう捉えられたらどうしよう。

「東京に来るんだ。いつ？」

「来週の土日です。……ちょうど母が理玖を預かってあげるから、ふたりで出かけてきたらどうかって言ってくれてて」

　口実みたいに聞こえただろうか。

　母が提案してくれたのは本当の話。そうできたらいいなってちょっと思ったくらいで、無理に実行しようとまでは考えなかった。だけど、今拓馬さんに言われて、少しだけ……欲が出た。

「や、やっぱり甘えすぎですかね？」

　心臓がバクバクいっている中、拓馬さんはあっさりと答える。

「いいんじゃないか。理玖が泣いてどうしようもない場合は別として、厚意を受け取っても。真希のご両親なら理玖も大丈夫だろうし」

「あっ、けど拓馬さんの予定は……」

「真希とのデートだろ？　その日は空けるに決まってる」

　拓馬さんは私の頭を撫で、口の端を上げた。

「きゃっ」

　ようやく拓馬さんの顔を見られたと思ったら、抱きしめられて視界が広い胸で遮られた。数カ月経っても、咄嗟に距離が近くなればドキドキしてどうにかなりそう。

　早い心音を必死に隠そうとしていたら、頭の上からぼそりと低い声が落ちてくる。

「真希のお願いが予想外で……ちょっと俺、顔が緩んでるから見ないで」

　彼の発言に興味を掻き立てられ、パッと顔を確認した。

　拓馬さんは言葉通り照れ交じりのうれしそうな表情をしていて、思わず抱きついた。




　一週間後の日曜日。

　朝九時に山梨の両親が、はじめて私たちのマンションへやってきた。

「昨日はどうだった？　ふたりでコンサートなんていいね」

「たまたま当たったのよ～。楽しかったわあ。たまにはいいわね」

　母の笑顔を久々に見ると、やっぱりなんだか気持ちが安らぐ。

　私はふたりをリビングに案内する。リビングでは拓馬さんが理玖に食事をあげてくれていた。私たちの姿を見てすぐ、拓馬さんは椅子から立った。

「ご無沙汰しております」

「おはようございます。今日はお邪魔させていただきますね。あらあら。理玖くん、パパにご飯もらってたの？　いいわねえ」

　母は理玖との再会に目尻を下げて、ダイニングテーブルへと近付いていく。

　その時、最後にやってきた父が口を開いた。

「は～。テレビで見るような今時の部屋で、なんだか落ち着かないな」

「ちょっと、お父さんってば。なに言うの」

「拓馬さん、ごめんなさいね。うちは築三十年になる平屋でずっと暮らしてるものだから……」

　失言する父を私は慌てて窘め、母もすかさずフォローをした。

　そんなのはお構いなしに父は涼しい顔をして、リビングへ歩みを進める。そして、窓際を見て足を止めた。

「でもここは同じだな、うちにいた頃と。理玖がここで遊んでる光景が目に浮かぶ」

　父が見ているのは理玖のスペースだった。

「お前も。前に会ったときよりも少しふっくらした。前までは痩せすぎだったから、ちょうどいい」

「え？　そ、そう？」

　ふいに顔をジッと見て言われ、戸惑った。

　自分の両頬を触って複雑な心境でいたら、ふと感慨深げに父がこぼす。

「ここでみんな幸せに暮らしているんだな」

　私は父をちらっと見て、照れながら小さく「うん」と返事を返した。




　両親が早く来てくれたから、お昼前にマンションを出られた。

　私たちは車に乗って、駐車場を出る。

「今日は彩希も合流して、理玖を水族館に連れていってくれるようです」

　拓馬さんは私を見て、ニコッと笑った。

「そうか。理玖もご機嫌だったし、全然心配いらなそうだな。じゃ、俺たちも心置きなく楽しませてもらおう」

　考えたら、ふたりで出かけるのは拓馬さんの実家以来。デートとなれは約一年半ぶり。意識したら変にドキドキしてきた。

「真希。どこに行きたい？」

「ええと、実はあんまり思い浮かばなくて。あ、とりあえずゆっくりコーヒーは飲みたいかなあ」

「オーケー。ランチとディナーも真希の行きたいところにしよう。俺は仕事で外食したりしてるし」

「え！　うーん。急に言われると困るものですね……考えておきます」

　自分からデートに誘ったはずなのに、いざとなったらまったく行き先やプランなどどうしていいかわからない。

　私は唸り声を漏らして懸命に考えるものの、これといって決められず。しかし、彼は怒りも呆れもしないで終始穏やかな雰囲気を纏っていた。

　結局、拓馬さんが「とりあえず、ぶらっとしようか？」と提案してくれて、私たちは銀座方面へ向かった。

　おしゃれなカフェでランチとコーヒーを楽しみ、立ち並ぶ店を眺め歩いていた。

　久しぶりのウインドウショッピングなのに、結局目に留まるのはベビー服やおもちゃ、絵本だったりする。現に買ったものといえば理玖のものばかり。

　拓馬さんがせっかく私の息抜きを考えてくれていたのもあって、ついつい理玖を意識してしまうたび顔色を窺っていた。けれども彼は不服を唱えることもなく、むしろ積極的に一緒に理玖のものを選んでくれたりした。

　そうしているうち、とあるレディースファッションブランド店でディスプレイされていた服に目が留まった。

　白っぽい地に大柄の淡い花がプリントされた、とても大人っぽいワンピース。

　私はすぐに、今の自分の生活スタイルには合わないデザインだと判断し、視線を戻した。次の瞬間、拓馬さんが繋いでいた私の手をクイッと引く。

「真希、入ろう」

　びっくりしている間にも、私は拓馬さんに連れられ入店する。

「すみません。表のワンピース試着できます？」

「えっ。わ、私は別に……」

　ショップに入るや否や飛び出した拓馬さんの言葉に、思わず凝視した。

　さっきディスプレイに興味を引かれたのは一瞬だったと思うのに、拓馬さんはそれを見逃さずに気付いていたらしい。

　店員は「もちろんできますよ」と、マネキンの方へ行ってしまった。

「拓馬さん。あの服は素敵ですが、私には……」

「どうして？　せっかくだし、着てみたらいいよ。俺が見たいし」

　私が戸惑っていたら、もう店員が戻ってきた。私はおどおどしつつ、促されるままフィッティングルームへ足を運び、ワンピースを受け取った。

　こういう服装は、妊娠する以前から滅多にしなかった。今も飾ってあるのを見て〝素敵だな〟と感じただけで、自分に似合うとは到底思えない。とはいえ、ここで着替えずに戻れば、店員はもちろん拓馬さんをがっかりさせる。

　私は覚悟を決め、そろりと袖を通す。セットだったのかブラウンのベルトも渡されたので、それも身に着けた。おずおずとカーテンの隙間から顔を出し、靴を履いて全身を露わにした瞬間、拓馬さんと目が合った。

「や、やっぱり、前々からこういう服装しないし……変ですよね？」

　恥ずかしい気持ちをごまかすべく、先に自分から似合っていないと切り出して笑う。だって、人に指摘されると居たたまれない。

　すると、拓馬さんはまじまじと私を見て、顔を綻ばせた。

「全然。似合ってるよ。惚れ直した」

　息をするように自然にこぼれ出た彼の褒め言葉が、私をたちまち熱くさせる。予想外の反応にドキドキして、拓馬さんを直視できない。

　男の人と一緒に服を選んだ経験はない。試着して見せるって、こんなに緊張するものだとは。

　私を見つめる彼の瞳が、いっそう私の胸を高鳴らせていた。




　数十分後。私たちは店を後にした。

　私は拓馬さんの隣を歩きながら、彼をちらりと見やる。

「た、拓馬さん。こんなに買わなくても……私、普段は動きやすい服装になりがちだしもったいない気が……」

　拓馬さんの手には大きなショッパー。中身は全部私の服だ。さっき試着したワンピースだけではなく拓馬さんの見立てで他に数着見繕い、彼がすべて購入した。

「似合ってたから。好きじゃなかった？」

「いえ……どれも素敵だなあとは思いましたけど」

「だったらいいだろ？　真希は放っておいたら自分より理玖だし。それはそれでいいが、俺は真希にもなにかしたかったから。これは次のデートにでも着てよ」

　拓馬さんの言う通り、理玖の生活用品を見るのが自然で、最近では自分のものを選ぶ方が手間取ってしまう。

「あ、せっかくだしここも入ってみようか」

「えっ？」

　つま先を見て歩いていた私は、拓馬さんが足を止めた拍子に顔を上げた。

　視界に入ったのは、シックな黒の看板。世界的に有名なジュエリーブランドショップだった。

　さっきあれだけ買った上、こんな高級ジュエリーショップに入るなんて……。

　不安になる私をよそに、拓馬さんは私と手を繋いだまま、入り口へ歩みを進める。

「たっ、拓馬さん」

「なに？」

「こ……こんな高級なお店、入るのも気が引けて」

「入ってしまえば案外気にならないよ。それに俺、真希とこういうデートしたかったんだ。付き合ってくれるとうれしい」

　手をきゅっと握られ、心が揺れる。

　あの頃したかったこと、と寂しげな笑顔で言われたら私も応じずにはいられない。

「じゃあ、見るだけ……」

　私が受け入れたら、彼がうれしそうな表情をする。その変化を目の当たりにして、胸が温かくなった。

　拓馬さんに続いてジュエリーショップに入店するなり、壮麗な店内に圧倒される。

　まるで外国へ来たかと錯覚させるインテリア。ガラスケースひとつとっても、一般的なものとは違い、足など細部までおしゃれなデザインが施されている。

　なんといっても、照明がキラキラとしていて、それに照らされているたくさんのジュエリーもまた眩い光を放っていた。

「いらっしゃいませ」

　店員の女性たちに恭しく頭を下げられ、無意識に肩を窄めて歩く。拓馬さんから離れずに、ちらちらと近くのショーケースへ目をやった。

　どれもこれも華美で私には分不相応。しかし、こうして眺めることも滅多にできない経験だ。ここぞとばかりに見てみたいという気持ちもある。

　信じられないほど高価な商品が並んでいてはじめは驚いていたのに、変に慣れてしまったのか、十数万のものが安く感じる。ハッとして冷静になり、それさえも相当な金額だと我に返った時だった。

　丸みを帯びた四角いひと粒ストーンのピアスに惹かれた。上品な色合いのカラーストーンはブルートパーズ。とても美しくて、思わず見入ってしまった。

「真希、これどう？」

「えっ、な、なんですか？」

　ふいに話しかけられて慌てて視線を逸らし、拓馬さんが指で示すものを見る。

「……指輪？」

「うん。結婚指輪。なんだかんだタイミング逃してたのがずっと気になってたんだ」

「私のことを気にしてるんですよね？　それなら大丈夫ですよ。今は指輪をしていない夫婦もいるそうですし」

　私も以前の仕事なら衛生上、指輪は外さなければならなくて、あまり指輪に固執していなかったし。

　ふと拓馬さんを見たら、まっすぐな瞳で言われる。

「俺がしたいし、してほしい。迷惑？」

「め、迷惑なんて、そんなはず……」

「じゃあ試着してみて。すみません、これを見せてほしいのですが」

　彼は店員を呼んでショーケースから指輪を出してもらっていた。プライスキューブを見れば、目が飛び出るほどの金額。自動車が買えそうな値段だ。

「たっ、拓馬さん！　これ、高すぎません!?」

「値段は気にしなくていい。俺が真希に似合うと思ったから。もし真希が他に好きなものがあるなら、そっちでも」

「いやいや！　そういうのはありませんが……」

「高い指も輪ので帳消しにしてもらおうとしているわけじゃないが……これまでひとりで頑張ってきたきみになにかしたい」

　拓馬さんの双眸からは切実な色が窺える。

　私たちはそれぞれの環境や感情があって離れ離れになっていただけで、彼ひとりが罪悪感を抱く必要はないのに。

　本を正せば私にだって非はあって、理玖に関しては存在をあのまま隠していこうとしていたのだから、考えようによってはひどい仕打ちをしていたと思う。

　得も言われぬ気持ちで、左手の薬指にはめられた指輪を見つめる。すると、彼が私の左手を掬い取った。

「あとはありきたりな理由さ。俺の独占欲の現れってやつ」

　一瞬、なにを言っているか理解できなかった。しかし、徐々に彼の言葉の意図を汲み取り、見る見るうちに頬や耳が熱くなる。

「シンプルなデザインで真希にすごく似合ってる。それに、ペアの指輪もすっきりしたかたちで俺も気に入った」

　莞爾として笑う拓馬さんを前にしたら、もうなにも言えなくなる。

　きっと、私たちがこれからしなければならないのは遠慮でも贖罪でもなくて、ふたりの幸せを求めること。

　そう思ったら素直に指輪もうれしくなって、彼の指先から伝わる体温に心から幸せを感じた。




　そうして、私たちは有名三ツ星レストランで早めのディナーを済ませる。理玖と両親が待っているからだ。

　それでもゆったり食事を味わうのが久々で、さらには最上級の料理をいただき、至福の時間を過ごした。

　車に乗って時刻を確認すると、午後七時半。シートベルトを締めようとした際、自分の左手にある新品の指輪が視界に入って照れくさくなった。拓馬さんを振り向くと、ハンドルに手を置く彼の指にもまた、対の指輪がはめられている。

「真希。寄り道しても大丈夫かな」

「んー、さっき母から理玖はお風呂もご飯も終わって機嫌よく遊んでるってメッセージがきてたので、少しなら平気ですかね。寝る前までに間に合ったらいいかな？」

　私がスマホを弄ってメッセージボックスを見ながら答えたら、拓馬さんは「じゃあ急ごう」と、すぐにギアを入れて車を発進させた。




　十数分走り、広い駐車場に車を停め、外に出た。私は辺りをきょろきょろと見て、感慨深くなる。

「この辺り、私の母校の近くです。懐かしいな」

　車の中から窓の外を眺めていて、卒業した専門学校付近だと気付いていたが、まさか母校の目と鼻の先が目的地とは思わなかった。

「実は俺の母校もここなんだ」

「あっ。そういえば……え？　ここって、大学の駐車場だったんですか？」

　拓馬さんが通っていた国立大学は、私が通っていた専門学校と近い。拓馬さんの母校は偏差値の高さとともに、キャンパスの広さでも有名だった。広大なあまり、すでに大学敷地内にいるとは気付かなかった。

「だったらもしかして私たち、昔どこかですれ違ってたりして。あ、だけど私たちは四学年差ですし、拓馬さんはもうここを卒業されてますね」

　話しながら歩いていると、キャンパスの中庭の方向にイルミネーションを見つけた。

「わあ！　なにかのイベントですか？　クリスマスもとっくに終わっているのに」

「ああ。昔から二月いっぱいまで点灯してるようだったな」

「へえ！　綺麗ですね」

　木の枝に青い光の粒が散りばめられていて幻想的な景観だった。まるで自分が宙に浮かんでいる感覚になる。

　ぼんやりとイルミネーションを仰ぎ見ていたら、拓馬さんが言った。

「俺、多分ここで真希と一度会ってる」

　衝撃的な発言に、一気に現実に引き戻される。目を剥いて一歩前に立つ拓馬さんを凝視した。

「いや。会ってるっていうより、俺が一方的に見ていたんだよな」

「え……？」

　彼は数メートル先のベンチに視線を移し、ゆっくり足を進める。ベンチの前で立ち止まり、懐かし気に眺めて続けた。

「専門学校のオープンキャンパスとか、イベントで来てたんじゃないか？　あの日、やたら人でにぎわっていたから。真希、ここでおにぎりを食べてただろ」

　拓馬さんはひとりで思い出し笑いをこぼしている。

　言われれば、入学前に見学を兼ねて専門学校の学校祭に来たりしていた。

「そう言われればそんな気も……。広すぎてここがキャンパス内って知らなくて。ていうか、そんなところを見られていたなんてめちゃくちゃ恥ずかしいんですが」

　若かったのもあって、人の目を気にせずにおにぎりを頬張っていたんだと思う。

　たまらず両手で顔を覆っていたら、彼は苦笑交じりに呟いた。

「本当はもっと早くこの話をしたかった。でも真希が消息不明になったから」

　私たちは、ジェットコースターみたいに怒涛の日々を送っていた。

　出会って、付き合って……別れてを、ほんのひと月半ほどの間に経験したのだ。お互いについてなどの、ささやかな話もわずかしかしないまま離れてしまった。

「ごめんなさい。それにしても、だったら二度目に出会った時――最初に助けてくれた日に、どうして言ってくれなかったんですか？」

「さすがに数年ぶりに真希を見てすぐ、同一人物って自信は持てなかった。似てる人なのかも、って慎重になって」

「あ、何年か前に通りすがりで見たくらいじゃそうですよね。話したわけでもないし」

「いや。声は聞いたよ。真希はお母さんと電話している様子で、うれしそうな表情で言ってたんだ。『美味しいよ、ありがとう』って」

　私にとっては拓馬さんに言われてようやく思い出せるほどの出来事だ。

　午前中に専門学校の見学を済ませて、公園だと思ったここで母が持たせてくれたおにぎりを頬張った。

「その時俺は昼食を済ませたばかりだったのに、真希が持っていたおにぎりがなによりも美味しそうに見えたのを覚えてる」

　拓馬さんは白い息を吐き、ベンチに向かって懐かしむように目を細めた。

「二度目に真希と再会した後、いざこざの行方もそうだったが、真希の存在自体がどうしても気になった。巡ってきた機会を逃さないようにしようと思っていたら、きみからお礼を申し出てくれて……。〝また会える〟って年甲斐もなく喜んでたよ」

「えっ……」

「ランチに誘って一緒に食事をして、きみの笑顔を見て……学生時代に見かけた女の子だと確信した。それからは、真希を振り向かせることだけを考えてた」

　そして、彼はゆっくりと私を振り返る。

「きっと、ひと目惚れだった。ずっと忘れていなかったんだ。そんな感情は最初で最後だと思う。真希は俺の純粋な初恋の相手」

　イルミネーションがキラキラしている下で、彼は恥ずかしそうにそう言った。

「信じられない話……。それが本当なら、すごくうれしいです」

　まるで物語みたいな展開に面映ゆくなり、視線を落とした。

　そこで、突然小さな白い箱を差し出される。

「これを真希に」

「なんですか？」

　びっくりしてすぐに手を伸ばせない。しかし、拓馬さんは引っ込めていた私の手を取り、箱を握らせた。ドキドキしながら、ゆっくり箱を開ける。

　箱の中には、今日指輪を選んだショップで目に留まったブルートパーズのピアス。

「ちょうどここのイルミネーションと同じ色だな」

　手の中の青い石が、涙で滲んでぼやけていく。

「嘘……。気付いてたんですか？　私がこれに惹かれていたのを」

「なんとなく。違ってたら、また買い直せばいいかと思ったし」

「もう……。拓馬さん、そんなに私を甘やかしてどうするんですか。これが当たり前になっちゃうかもしれませんよ」

「いいよ。それできみを繋ぎ止めておけるなら」

　冗談で言った言葉でさえ、さらりと受け止められてどぎまぎする。

「あと、これも受け取ってほしい」

「え、まだなにか……」

　戸惑う私をよそに、拓馬さんはポケットからなにか取り出した。

　左手を掬い上げられたと同時に薬指に通されたのは……ひと粒ダイヤの爪なしソリティアリング。すでにつけている結婚指輪とぴったり沿うストレートデザインで、重ね付けにぴったりのエンゲージリング。

　目を見開き、自分の左手を見つめてなにも言えずにいたら、拓馬さんがさりげなく薬指にキスを落とした。

「この指輪に誓う。もう二度ときみひとりで悩ませないと。家族と……きみの笑顔を守るよ」

　指先から熱が灯り、辺りの景色も見えず、彼だけが瞳に映る。

　彼の長く生え揃った睫毛が徐々に上向きになっていき、輝く双眼に捕らえられた。

「真希、愛してる」

〝愛してる〟なんていう言葉は、現実に使われることはないと思っていた。

　言われたとしても、上辺だけでそこに気持ちはないんじゃないか、と。

　だけど、今この瞬間だけは信じたい。信じられる。

　だって、私も同じ想いがあふれているから。

「私も……愛してます」

　背伸びをして両手を伸ばし、背の高い彼の首に腕を巻きつけて抱きつく。彼もまた、ごく自然に私の背に腕を回し、抱きしめ返してくれる。

「今日は一生分のプレゼントをもらいました」

「一生分？　今日のはこれまで離れていた分だ」

「もう十分です。これからは家族みんなで仲良く暮らせたら、それだけで」

　愛する人と一緒に、子供というかけがえのない大切な宝物を守っていく。

　時には衝突したり、困難にぶつかる日もあるだろう。それをひとりじゃなくて、みんなで乗り越え、最後はみんなで笑い合いたい。

「きみの願いは俺の願いだ。必ず叶えるよ」

　彼は柔らかく微笑んで、私の頬をそっと撫でた。そして、イルミネーションに包まれる中、唇を重ねる。時間が止まったように周りの雑踏の音も耳に届かず、私は彼だけを感じていた。

　名残惜しい気持ちで距離を取り、拓馬さんから手を離した。拓馬さんは私の頭にぽんと手を置く。

「一日あっという間だったな。もっとゆっくりしたいところだけど、理玖に悪いから早く帰ろう」

「あっ、はい。急いで帰ればまだ起きてるかな？」

　頭を切り替えて返し、駐車場へと足を向ける。何歩か歩き出した直後、腕をグイと引っ張られた。

「えっ？　ん……っ」

　振り返るなり、ふいうちのキス。それも大人のキスだ。

　冬だというのに身体が火照り、切り替えたはずの脳がまた恋愛脳へと引きずられる。力が抜け落ち、拓馬さんのコートにしがみついた。

　彼は至近距離のまま濡れた唇を開き、甘い声音で囁いた。

「家に帰れば理玖に取られるから。今のうちに、もう少しだけ」

　そうして、もうひとたび甘いキスが落ちてきた。




　私は幸福に満たされ、ふわふわとした心で帰路についた。

　帰宅したら理玖は寝付いたところで、愛らしい寝顔にいっそう幸せを感じた。

　それから、私たちは三人並んで眠りに就く。

　素晴らしい今日の日に感謝をして、明日もまた、みんなが笑顔でいられるようにと祈りながら。
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いつ、いかなる時も、愛を分かち合う人




　さらに月日は流れ、九月の終わり。

　私たち家族は、とても平和な日々を送っていた。

　二月に理玖は一歳を迎え、三月には拓馬さんは無事、七井グループ本社専務兼七井物産社長となった。

　私は相変わらず子育てに専念させてもらっていて、一年前までは想像もしなかった未来を歩んでいると実感し、そのたび感謝している。

　理玖は現在一歳六カ月を過ぎ、ますます目が離せない。拙いながら走り回るし、視界に入るものに片っ端から手を伸ばすから気が抜けない毎日だ。

　しかし、行動が危険というだけでなく、成長面でも目が離せない。次々と言葉を覚えて反応するし、真似して話そうとする。

　私が一番好きなのは、食事やおやつの時間に一生懸命食べる姿。カトラリーに興味は持つものの、結局早い段階で手づかみで食べてしまう。だけど、ニコニコ笑って料理を口に運ぶ様は、本当にかわいくてずっと見ていられる。完全なる親バカだ。

　今日も一日よく遊んで、食べて……疲れてぐっすり眠っている理玖を眺め、そっと頭を撫でる。

　子供ってパワフルで、めいっぱい振り回されてすごく疲れるけれど、それ以上に幸せを感じる。なにより、やっぱり無垢な寝顔を見れば、疲れなど吹き飛んでしまう。本当、子供の与えてくれるパワーは不思議だ。

　静かな寝室で添い寝をして意識が遠のきそうになった時、遠くで解錠する音がした。私は理玖を起こさぬように、そっとベッドルームを出た。

「おかえりなさい。お疲れ様です」

「ただいま。理玖は今寝たの？」

「はい。最近はもうすっかり決まった時間に寝て起きますね。生活サイクルが定着してきたみたい」

「そうだね。真希もお疲れ様。眠いんじゃない？　無理に起きなくても大丈夫だよ」

　私は黙って拓馬さんに微笑みかけた。

　多少眠くても、やっぱり拓馬さんとの時間も大事にしたい。

　彼の後ろについてリビングに入る。彼の上着を受け取って、ふと思い出す。

「そういえば拓馬さん。今日、荷物が届いたんですが……」

　昼間に届いた荷物の送り主は、レディースブランドのショップ名だった。なにも聞かされていなかったのもあって、勝手に開封はできずに部屋に置いてある。

　すると、ネクタイを外し終えた拓馬さんがニコッと笑って言った。

「真希、明日一緒に出かけよう」

　私は話題が逸れた上、突然の誘いにきょとんとする。

「明日ですか？　私と理玖は特に予定はありませんが、拓馬さんはお仕事ですよね？」

　明日といえば、週の中日。水曜日だ。

「うん。仕事はあるけど、五時には終わらせるから」

　定時ぴったりに終わらせてまで、どこか行かなきゃならないところがあったかな？　急を要する用事も特に浮かばない。

　私が首を傾げていたら、拓馬さんは私の前に立って優しく目を細めた。

「真希の誕生日、祝わせて」

「あっ……！」

　拓馬さんに言われて思い出した。明日は九月二十八日。私の誕生日。昨日まで覚えていたのに、今日は一日なんだか忙しくてすっかり忘れていた。

「わー……もう一年経つんですね。早すぎる」

　私の去年の誕生日と言えば、誕生日の直後に拓馬さんが山梨までやってきた。今ではもう懐かしくて、なんだか遠い昔みたい。

「俺、真希の誕生日を祝うの今回がはじめてだから。デートしてほしい」

　今度は真剣な面持ちで言われ、胸が高鳴り出す。

「考えてみたらそうですね。誕生日にデートの申し込みをしていただいて光栄です」

　面映ゆい気持ちでくすくすと笑って返す。拓馬さん自身忙しいのに、誕生日を覚えてくれていただけでなく、そうやって考えてくれていただけでうれしい。

「ありがとうございます。理玖もいるので家族デートですね」

「いや、理玖には申し訳ないけど、明日は留守番してもらおうと思って」

　急な話だったし平日だし、当然理玖も含めて出かける計画だと思ってた。思いも寄らない返答にびっくりする。

「え？　留守番って……」

「母に頼んで来た」

「えっ！　母って……拓馬さんのお母さま？」

　思わず声をあげてしまった。

　拓馬さんのお母さまとは、挨拶に伺って以降、何度か理玖を連れて会った。

　お母さまは、わかりやすくニコニコするタイプではなく、一見クール。しかし、よく見ていればすぐわかるほど、理玖を大切にしてくれる。もともと愛情表現が苦手なのかもしれない。ただ、かわいがってくれているのは感じているものの、急遽理玖を預けたりしたらお母さまの予定が……。

「ああ見えて、理玖を溺愛してるし気が回るから危険がないよう先回りするタイプだし安心だと思うよ」

「いえ、そういう心配ではなくて。お母さまもお仕事があるんじゃ」

　拓馬さんのお母さまは、実家の企業から独立させた化粧品会社の事業経営をしている。今も現役で多忙なのは知っていた。

「平気。スケジュール調整済みだって。そもそも頼むのは夕方過ぎだし。母も子供の肌を直に触れる機会はそうそうないし、仕事にも活かせて孫とも過ごせて喜んでるさ」

「そ、そうなんですか……？」

　特にスキンケア商品に力をいれているブランド事業らしいし、参考になるものがあるのかな？

　戸惑いつつも、拓馬さんが『平気』と言うのだからそうなんだろうと受け入れる。

「明日はまず実家で待ち合わせよう。それで、真希が嫌じゃなかったら今日届いた服を着てきて」

「え！　今日届いたものって、そのために？」

「うん。本当は一緒に選んだ方がよかったんだろうけど、夕方からだとあまり時間も取れないかと思って」

　拓馬さんだって忙しいのに、仕事の合間を縫ってこんなに最高なサプライズを用意用意してくれていたなんて。

「ありがとうございます」

　私がうれしさのあまり飛び上がって喜ぶと、拓馬さんは満足そうに頬を緩ませた。




　昨夜から今朝まで、どうしても今日の約束を意識してしまっていた。

　なかなか寝付けなかったのに、なんだか眠くない。そわそわした気持ちで一日のルーティンをこなし、あっという間に時間になって理玖と一緒に家を出た。

　私たちが拓馬さんの実家へ行くと彼はすでに到着していて、理玖をお母さまに預けてふたりで車に乗り込んだ。

「理玖、泣かなくてよかった」

「ん。真希に似てやさしいから、今日も俺のためにいい子にしてくれていたのかもな」

「私に？　どちらかと言うと拓馬さんの方がやさしいですよ」

「俺のは真希と理玖限定」

　車のハンドルを握って、一瞬だけこちらに目を向けて微笑む横顔にドキッとする。

　私たちは子供もいるけれど、こうしてふたりで過ごしてきた時間は決して長くはない。そのせいか、私は拓馬さんと一緒に住んでいても、変わらず彼の一挙一動にドキドキさせられる。まるで、付き合い始めみたいに。

　やや緊張気味に窓を眺める。サイドミラーに自分の服がちらっと映るのを見て、さらに胸が高鳴った。

　拓馬さんからもらった服は、黒のドレスブラウスに白のアコーディオンプリーツスカート。上品さの中にかわいさもあって、すごく気に入ってる。

　数十分車を走らせ、到着した場所を見て驚愕した。

「ここは……世界屈指のラグジュアリーホテルって言われてる……？」

「真希の誕生日はここにしようって決めてた。特に料理には定評があるから」

　拓馬さんに手を取られ、ホテル内に足を踏み入れる。名前は知っていても、超高級ホテルなため、利用する機会などなかった。

「……真希。そんなにしがみつかれたら俺が食事どころじゃなくなる」

　拓馬さんに耳元で甘く囁かれ、ハッとして手を離す。どうやら緊張するあまり、無意識に拓馬さんの腕をギュッと掴んでいたらしい。

「離さなくていいよ。軽く掴まっておいて」

　拓馬さんはさりげなく私の手をもとの位置に戻す。それから私たちは、最上階のレストランへ入店した。

　モダンでスタイリッシュな空間に圧倒されていると、プライベートルームへ案内されてさらに度肝を抜かれた。

　食事もメディアの情報から想像していた以上のもので、ひとつひとつに感嘆の声を漏らす。しかし、メインディッシュの途中あたりから、どうも具合が悪くなって手が止まってしまった。

「真希？　顔色がよくない気が……」

「ごめんなさい……ちょっと気分が」

「大丈夫か？　少し待ってて」

　せっかく私のために連れてきてくれたのに。昨日あまり眠れなかったせいかも……と気付くももう遅い。

　拓馬さんに申し訳なく思うも体調はよくならず、口を押さえて俯いた。

　どうにか立て直そうと朦朧とする頭の中で繰り返しているうちに、席を外していた拓馬さんがいつの間にか戻ってきていた。次の瞬間、抱え上げられる。

　びっくりして拓馬さんを仰ぎ見た。彼は心配そうな面持ちで私を見つめる。

「拓馬さ……ちょっと休めば……平気です……」

　どうにか大事にならぬよう伝え、彼の胸に寄りかかる。

　拓馬さんの腕の中で揺られながら瞼を伏せているうち、カチャン、と解錠の音が聞こえた。薄ら目を開けて辺りを見れば、ホテルの一室のようだ。

　広いベッドにそっと横たえられて、必死に考えを巡らせる。ちらりと辺りを見回せば、スタンダードルームではない。やけに広いし、インテリアも凝っている気がする。

「拓馬さん……？　ここ、スイートルームじゃ……」

「とりあえず静かに休める場所と思って、周りが空いている部屋を指定した。あまりつらいようなら、医者を呼んでもらおうか」

「ううん。だいぶ落ち着いたと思うから」

　拓馬さんの計らいに驚き申し訳ない気持ちになっていると、なぜか彼が頭を下げた。

「真希の不調に早く気付けずに悪かった」

　私は焦って身体を起こし、否定する。

「いえ。私が具合悪いのを隠してたから」

「俺に気遣ってだろう？　だけど、こういう時は構わず言ってくれ」

「違います！　自分の欲です。プレゼントされた素敵な服を着て、最高級のディナーを用意してくれて。なにより好きな人とふたりで過ごす貴重な時間だったから。一分でも長く楽しみたくて黙ってたの」

　こんな風に迷惑をかけてしまうところまでは、想像できてなかった。

「結果的に迷惑かけちゃった。ごめんなさい」

　今度は私が頭を下げようとしたところ、彼にそっと抱きしめられる。

「そんなに喜んでくれるなら、いくらだって時間作る。頼むから、無理だけはしないでくれ。真希になにかあったら……」

　ぎゅうっと力を込める腕から、拓馬さんの気持ちの深さがわかる。

　私は広い背中に手を回し、軽く撫でた。

「心配しないで。ちょっと寝不足だっただけです」

「寝不足？　昨日の夜、理玖が泣いてた？　ごめん。俺知らなくて」

「ううん。理玖は関係ないの。単純に今日のデートが楽しみすぎて……。子供みたいですよね」

　そう言って、私から彼の首に抱きついた。

「あとわずかな時間……こうしていてもいいですか？」

　理玖がいる三人の時間もかけがえのないもの。でも、私も時々彼に甘えたい。

　私が手を緩めたら徐々に距離が開いていき、視線がぶつかる。

「いいよ」

　拓馬さんは熱い双眸に私を映し出し、呟くなりキスをした。やや遠慮がちに交わすキスは、おそらく私の体調を気にしているのだろうと思った。

　彼の方からゆっくり離れていったのが名残惜しくて、私は衝動を抑えきれずに自ら彼の唇を追いかけた。

　拓馬さんの口からこぼれ落ちる声に、鼓動が早くなっていく。刹那、瞬く間に体勢が逆転し、組み敷かれていた。私は自分を見下ろす彼の顔を仰ぎ見て、恍惚とする。

「……具合は大丈夫なの？」

　私は一度頷いて、スッと彼のたくましい腕に指を添える。

「だからもう少しだけ……ダメですか……？」

「――真希。それ、かなりの殺し文句」

　直後、さっきの物足りなさを埋めるような深い口づけに、一瞬で快楽に堕ちていく。

　私は体調不良などすっかり忘れ、彼の熱に溺れていった。




　数日後。

　私の胸元には、ひと粒ダイヤのシンプルなネックレス。それは誕生日デートの帰り際、拓馬さんがくれたプレゼント。

　服も高級レストランも用意してもらって、挙句予定外にスイートルームまで取ってもらったのに……と恐縮してしまった。けれど、普段使いできるデザインのネックレスを気に入った私は、理玖に引っ張られないように気をつけながら毎日つけている。

　今日は拓馬さんが早めに帰宅したので、三人揃って食事をした。

　食事を終えた後、理玖を抱っこした拓馬さんが洗い物をする私のそばにやってくる。

「もしかして、また体調よくない？　今日もあまり食べてなかっただろう」

　ちょうど洗い物を終えた私は、心配そうに聞いてくる拓馬さんを見つめる。

「ちょっとだけ。でも原因がわかったので心配ないですよ」

「えっ……。原因って」

　拓馬さんが動揺するのがわかる。私はもったいぶって、ゆっくりと話をする。

「今日、理玖のお昼寝に誘われてうとうとしてたんです。それで夢を見て」

「夢？　え？　さっきの話は……」

「理玖と小さな女の子が出てきて。それが妙に気になって、ふと思ったんです」

　拓馬さんが困惑するのも気にせず、あえてそのまま続けた。彼は未だ眉を寄せて不安げな瞳でこっちを見ている。

　そこで、私はいよいよ核心に触れる言葉を発する。

「理玖に妹が来てくれるのかも……って」

　ちらっと拓馬さんの様子を窺うと、一瞬思考が止まったのか固まっていた。

「実は……赤ちゃんがいるらしくて。デート中のも、具合悪くなった理由はきっと悪阻つわりだったんだと」

　誕生日デートの直後は私自身もわからなかった。今日、理玖と並んで寝た時の夢でピンときたのだ。それで、夕方の買い物のついでに検査薬を購入し、陽性反応が出て、『やっぱり』と思った。

　拓馬さんへは、直接顔を見て報告しようと思ったから帰宅してくるまで我慢していたのだけれど……。

「拓馬さん？」

　想像では手放しで喜んでくれるかな、と思っていたのにどうやら違っていたみたい。

　彼の反応がなくて、些か不安になった時。

「本当に？　今、真希の中に……？」

　拓馬さんは驚きを隠せない様子で、ぽつりと尋ねる。

「はい。まだ病院へは行っていないので、明日行ってみます……ね」

　瞬間、理玖を抱っこしたままというのに、拓馬さんは空いた手で私まで抱き寄せた。

「……すごく、うれしい」

　喜びを噛みしめるように呟き、私の旋毛にキスをする。そして今度は唇に落ちてくると感じた刹那。

「ちゅー」

　かわいい声と同時に、私の口に触れたのは理玖の小さな唇。

　私と拓馬さんは目を見合わせて、思わず笑いがこぼれてしまった。

「きちんと検査受けて、また報告しますね」

「ん」

　拓馬さんの返事は言葉少なだけど、私を抱く彼の手からは喜びが伝わってくる。

「真希。ありがとう」

　彼からの感謝の言葉に笑顔で返す。

　すると、拓馬さんは理玖を抱き直し、理玖の目に触れぬ隙に私の唇を奪った。

「愛してるよ」

　温情のこもった瞳で囁き、理玖を挟んで抱きしめられる。

　私は彼と理玖の匂いに包まれながら、もうひとり家族が増えるかもしれない奇跡に幸せを噛みしめていた。
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あとがき




　こんにちは。宇佐木と申します。このたびは私の作品をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　今作は、私にとってまた新たな挑戦をさせていただきまして。

　今ではすでにめずらしくはないのでしょうが、いわゆるシークレットベビーもの。

　これがなかなか、私にとってはハードルが高くて結構悩んだのですけれども、今回このようなかたちでベリーズ文庫として発売される運びとなりました。感謝です。




　なんてことのないボタンの掛け違いなのに、どうしてこうスマートに事が運ばないの！などと思われた方もいらっしゃるかもしれません。私も思いました（笑）。

　しかしまあ、ふたりの心情や行動は私たちからは丸見えですが、本人たちは見えていないわけで。現実にも、実際にはすごくシンプルなのに、すれ違ってしまってややこしくなることもある気がします。

　そんな時は、やっぱり意地を張らないで、自分の気持ちに素直になれば早期解決へ繋がるのかもしれませんね。




　また、今作は個人的に『家族』もテーマになりました。それぞれの立ち位置、考え方、生き方などが交錯して、いくつもの絆が作られるのでしょう。

　守り、守られ、時には叱られつつも、幸せを共有する。一緒にいる時間が減っても、距離が離れても、心の支えであり変わらぬ絆。

　そういう関係を、家族だけではなく友人や同僚や……多くの人たちと築き上げていけたら最高ですね。

　ですので、私にとって大切な読者の方へ。

　私の中のシンプルな気持ちを、何度でも伝えさせていただきます。

　ありがとうございます。いつも心から感謝しております。

　どうぞ、これからも見守って応援してくださるとうれしいです。よろしくお願いいたします。




宇う佐さ木ぎ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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捨てられたはずが、赤ちゃんごと極上御曹司の愛妻になりました
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